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プロローグ　糾弾者







　頬ほおにぽつりと滴しずくが当たった。

　間を置かず地面をぱらぱらと叩たたく雨音が聞こえてくる。

　俺おれは正面の男の顔から目をそらさずに口を開いた。

「……お前がこういうことをやるとは思ってなかった」

「…………」

「これでも俺はさ、信じようとしたんだよ。お前が犯人のはずがないって。でも、もう言いい逃のがれの余地はないよな？」

「…………」

　細ほそ屋やは何も答えない。クラスメイトの顔に普ふ段だんの陽気な笑えみはなく、代わりにあるのは仮面でも被かぶったかのような無表情。

　友人と思っていた者を追つい及きゆうするというのは決して愉ゆ快かいな作業ではない。だが、それでも、手て控びかえるつもりはなかった。

　こいつがやり方を間ま違ちがえたのは、歴然とした事実だったのだから。

「なあ、細屋」

　俺は声を強めて問いかける。

「お前がやったのは、人のすべてを否定して踏ふみにじることなんだ。わかってるのか？」




　なぜこんなことになったのか。

　――数日前に遡さかのぼったあたりから、話を始めようと思う。







一章　ある夏の日々







　七月上じよう旬じゆん。少々蒸むし暑あつい午後。

　俺はメイド姿の幼女を伴ともなって、スーパーへと向かっていた。

「ごきげんなのですねー、天たか人とさま」

　隣となりを歩くウルリカがそう言った。

「わかるか？」

　俺はにやりと笑ってみせる。

　テストのプレッシャーから本日をもって解放されたのだ。真夏に向けていよいよ不快指数が本格的な上じよう昇しようをみせようというこの時期、期末考査の終しゆう了りようというのは心をさわやかに潤うるおす喜ばしいニュースと言っていいだろう。

　ちなみに俺の成績はトータルして中の上といったところ。教科によっては赤点ラインをかすめることもあるが、今回、自己採点によれば補習への強制参加は回かい避ひできている――はず。多分。きっと。

　ま、それは今さら悩なやんでも仕方ない。あとは答案用紙が返ってきてから一いつ喜き一いち憂ゆうすればいいのだ。

　今日以降、夏休みまでは半日授業となる。なので、こうしてゆっくり夕方のタイムセールを物色する余よ裕ゆうができるというわけだった。

　ある程度買うものには目星をつけてある。あとはその日の値段の変動を確かく認にんし、材料から今後数日の夕食メニューを組み立て、合計金額を概がい算さん。脳内判定委員がＯＫを出したらレジに持って行く。実家にいた頃ころから家事全ぜん般ぱんは俺の仕事だったから、こういう作業は慣れたものだ。むしろ楽しみですらある。

「よーし、たくさん買うぜー」

「かうぜー、なのですー」

　俺たちは連れ立ってスーパー店内へと足を踏み入れた。




　俺の名前は名な塚つか天人。半天使ネフイリム。曙しよ光こう山ざん学がく園えん高等部の一年生にして、主夫技能にちょっとばかり自信がある寮りようの家事担当者。結構有能な人材だと自負しているのだが、寮の先せん輩ぱいからは『天人ってさー、なんかおばちゃんっぽいよねー。あ、もちろんいい意味でだよ？』などと評されたりする。もう少しかっこいいほめ言葉募ぼ集しゆう中。




「んじゃ、これとこれ持って。こっちタマゴ入ってるから気をつけて」

　俺は会計を済ませ、パンパンに張ったエコバッグをウルリカに手て渡わたした。この店はマイバッグ持参特典として、会計一回につき五円分のポイントをメンバーズカードに加算してくれるのである。利用しない手はない。

「はーい、なのですー」

　元気よく返事して、ウルリカはバッグを両りよう肩かたに担かついだ。

　なんせ寮生九人分の食料および日用品を買かい込こまなければならないのだ。俺が常人以上の筋力を持つとはいえ、二本の手だけでは荷物を持つのが難しくなったり、あるいは『お一人様○個限り』の限定品を効率よくゲットしなければならなかったりすることが多々ある。そんなわけで可能な限り買い物には相棒を伴ともなって赴おもむくことにしているのだった。

　大たい抵ていの場合、その役目は寮で一番時間に融ゆう通ずうが利きき、かつ俺を遥はるかに凌しのぐ力持ちであるウルリカが担になうことになっている。ふわふわの金きん髪ぱつに愛らしい表情、愛あい想そのよさもあいまって、いまやスーパーのパートさんたちの間ではちょっとした人気者だった。

「――と、しまった」

　買い物を終えて店の外に出た俺は小さく呟つぶやいた。

　そういえば学校用ノートのストックが切れていたのだ。寮の買い物は抜ぬかりなく済ませたのに、自分のを忘れるとは間抜けな話である。教科によってはテストの復習をして提出することを求められるので、準備しておかなければならない。

　もちろんコンビニや学校の購こう買ばいでも手に入るのだが、バラ売りのは多少割高になる。できれば五冊、一〇冊のお得なセットを買っておきたかった。

　仕方ない。

　俺はため息をつくと、ウルリカに荷物を見ていてくれるよう頼たのんで店内に戻もどった。

『おばちゃんっぽい』ってのはこういう部分のことなのかなあ、などと考えつつ、目的のお買い得ノート一〇冊セットを見つける。品質が同じなら安く買える方がいいのは自明の理だし、お金を節約したいのは何もおばちゃんに限った話ではないと思うんだけど。

　本日二度目の会計を済ませると、俺は外に出てウルリカに声をかけようとし――そして眉まゆをひそめた。

「ときどきこの辺りで姿見るよなー」

「お前さ、ひょっとしてガイジン？」

「えーご喋しやべってみろよ、えーご。はろーとかさー」

　少し困ったような表情のウルリカの周りを、七、八人の少年が取り囲んでいた。学校帰りの小学生らしい。

　まったく最近の若い者は……。ていうか、お前ら今、自覚なく猛もう獣じゆうの口に手を突つっ込こむような真ま似ねしてるんだぞ。気立てのいい子だから、めったなことじゃ惨さん事じにはならないとは思うけど。

　まあ、放っておくわけにもいかない。追おい払はらおうと一歩踏み出す。

「なー、その髪かみの毛け、地毛？　それとも染めてんの？　まさかヅラとか？」

　ひときわ背の高い一人の少年が、ウルリカの前まえ髪がみをぐいと引っ張った。

「あ、あのー、やめてくださ――」

　さすがにウルリカが抗こう議ぎの声を上げようとしたそのとき――少年が吹ふっ飛とんだ。

　俺も残りの少年たちも、ぽかんと口を開ける。

「やめなさいよっ！　小さい子に何してんのっ！」

　悪ガキに見事なとび蹴げりを食くらわせたのは、彼かれらと同じ年とし頃ごろの女の子だ。大おお柄がらではないが、腰こしに手を当てて男子たちを見み据すえる姿にはなかなかの迫はく力りよくがあった。

「お、お前に関係ないだろ」

　きれいに転がされた少年が立ち上がりながら言い返す。

「関係ない？」

　女の子の方はまったく動じていない。頭一つは背が高い相手を睨にらみ付つけながら言い返す。

「はあ？　あたしの目の届くところで騒さわいどいて、関係ない？　そんな理り屈くつが通用するわけないじゃない。いじめてるのが目に入ったら、殴なぐり倒たおしてでもやめさせるわよ。みっともないしムカつくし許せないし。文句ある？　無関係を主張したいんなら、さっさと視界から消えてよね」

　口が回るうえにえらく辛しん辣らつな子だな。明らかに男子の集団は怯ひるんでいる。

　そして女の子の後ろから、もう一人が進み出た。

「悪いけど、その子、うちの寮の身内なんだ。あんまり絡からまないでやってくれるかな」

　短い髪に整った容よう貌ぼう。大人びた口調と表情。こちらは知っている顔だった。

「あ、コウタさまだー。おかえりなさーいなのですー」

　ウルリカが言って、嬉うれしそうにぶんぶんと手を振ふった。

　和泉いずみコウタ。曙光山学園初等部の六年で同じ寮の寮生。中性的な面おも立だちと話し方、さらにパンツルックのせいで判別しづらいが、女の子である。

「それとも、この子が何か失礼な真似でもしたのかな？　だったらボクが代わりに謝あやまるけど、どうだろう」

「……あほくせえ、どうでもいいや」
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　気勢をそがれかけていたところに、超ちよう然ぜんとしたコウタの仲ちゆう裁さいが決定打になったようだ。いくぞ、という背の高い少年の一声とともに、悪ガキたちは立ち去っていった。

　役目を取られた格好の俺は、頭をかきながら進み出て声をかけた。

「よ、おかえり、コウタ」

「買い物に来てたんだね。ウルリカの姿が見えたから天人も一いつ緒しよかなと思った」

「知り合い？」

　コウタの連れの女の子は、どこか値ね踏ぶみするような目で俺を見た。

「ああ、同じ寮のな。ウルリカ庇かばってくれてありがとう」

「なのですー」

　ウルリカがぺこりと頭を下げる。

「どういたしまして。ま、別にお礼を言われるほどのことじゃないけどね」

　そっけない口調ながら、女の子は満まん更ざらでもなさそうに胸を張った。そしてコウタに視線を移す。

「ああ、ボクはここで」

「そ、じゃ、また明日ねー」

　軽く手を振ると、女の子は背筋を伸のばして歩いていった。

「パワフルな子だな。同級生？」

「そう。さっきの男の子たちもね。――もう少し大人になってほしいものだけど」

　じゃ行こうか、と言ってコウタは歩き出す。

「いいのか？　友だちと帰らなくて」

「他人と長い時間一緒にいるのは、気き詰づまりなんだよ」

　そしてコウタは俺の表情を見て付け加えた。

「ああ、余計な気を回さないでね。別に彼かの女じよのことは嫌きらいじゃないし、上う手まくやれていないわけでもないから。透とう夏か――あの子はクラス委員で、途と中ちゆう加入のボクに色々と気を遣つかってくれてるんだ」

　コウタは魔ま術じゆつ師しである。

　年ねん齢れい的てきには小学六年生に相当する。しかし、これまでは魔術の研究に没ぼつ頭とうしており、義務教育レベルの勉強のことなど眼中に入れていなかったため、ずっと不登校を通していた。

　どういう心境の変化か、学校に通い始めるようになったのはつい先日のことである。

「あー、楽しいか？　学校は」

　何か不器用な父親みたいな質問だな、我ながら。でも、決してコミュニケーション上手とは言えないこいつがちゃんとやれているのか、気にはなるのだ。

「楽しいよ。授業はレベルが低すぎるけど、クラスの連中を見てると世の中には色々な人間が居るんだなってことが実感できる。知らなかったことを知り、世界を広げるのは魔術師にとっての目的であり、喜びだから」

「そっか、よかった」

　俺は心からそう言った。

　別に登校拒きよ否ひは許されない、などと言うつもりはない。ただ、コウタが自分の意志で視野を広げようとしていることにはきっと意味がある。

「ちなみに、その、いじめられたりは……？」

「してないよ。透夏がそういうの許さないからね」

　コウタは苦笑まじりに答える。

　なるほど。それは何より。

　――うん、ますます父親みたいになってるな、俺。

「それ、今日の夕食？」

　俺たちの戦果を指し、コウタは尋たずねた。

「今日と明日の分。鶏にわとりのモモ肉が安かったからな」

「どうお料理するのですかー？　ウルリカ、とりさん大好きなのですー」

　ウルリカが瞳ひとみをキラキラさせて俺を見上げる。

「お前が大好きじゃない食材なんて想像つかないんだけど。……今日はグリルかな。明日はシチューの具か煮に込こみにして――って、耳と尻尾しつぽ見えかけてる。ほら、よだれも」

「ふぇ？」

　俺は荷物を下ろすと、ぺちんと頭、尻しりを叩いて余計なものをひっこめさせ、ハンカチで口元を拭ふいてやる。

　ウルリカの正体は巨きよ大だいな犬の怪かい物ぶつである。油断すると部分的に本ほん性しようが出てしまうのだ。

「なんかさ、そうやって世話焼くのが妙みように似合うよね、天人って」

　とコウタ。

「――やっぱりおばちゃんっぽいか？」

　俺は複雑な気分を覚えた。

　父親っぽかったりおばちゃんっぽかったり、若さや爽さわやかさの欠片かけらもない。まだ高校一年生だというのに。

「ああ、万ま那なにはよくからかわれてるね。……そういうところも、ボクはいいと思うんだけど」

　後半は呟く程度の声になってよく聞こえなかった。

「ん？　何て言ったか？」

「なんでもない！」

　コウタは足を早める。俺とウルリカは慌あわててその小さな背中を追った。




＊　＊　＊




　ここ実み尋ひろ市しでは、多くの『人ならざるもの』が人間の中に混ざって生活している。




　近年の人類の発展に伴い、人外の存在たちはその勢力を衰おとろえさせていった。

　彼らの中でもとりわけ強力な、神と称しようされるものたちにとってもこれは深刻な問題だった。人間たちの信しん仰こう心しんの低下は彼らの力をも大きく減じさせていたからだ。このままでは存在を保つことすら危あやうくなるというところまで、状じよう況きようは悪化していた。

　彼らは『あらゆる人外の存在は、人間との共生を目指すべきだ』と結論した。

　これまでにも人間社会にとけ込んで生きる例外は存在したが、それを大規模かつ組織的に推進しようというのだ。

　数十年前の大戦の混乱に乗じて計画はスタートする。その際に人的、霊れい的てき環かん境きようを考こう慮りよし、モデルケースとして選ばれたのがここ、実尋市だった。

　今、俺が住んでいるのは曙光山学園紅こう南なん寮りよう、通称ニュートラルハウス。

　学生寮であると同時に、人外たちの監かん視し、統とう括かつを行う重要な拠きよ点てん。住人のほとんどが神様であるという非常識な場所である。




＊　＊　＊




　放課後の校舎が活気に包まれるのはいつものことだが、期末テスト終了後、夏休みまでのカウントダウン期間ともなれば、騒そう々ぞうしさも倍化しているように感じられる。解放感を弾はじけさせた生徒たちが、クラブ活動に、あるいは遊びに散っていく。

「――ああ、了りよう解かい了りよう解かい。梨り玖くに渡わたせばいいんだな」

　高等部一年Ａ組前廊ろう下か、俺はそう言って袋ふくろを受け取った。毛筆を意識したデザインで、『桜おう寿じゆ屋や』とプリントされている。

「はい。感想をあとでメールして、と。あ、寮の皆みなさんの分もあるので、よかったら召めし上あがってください。袋はお店のですが、中身はわたしの手作りケーキなので、がっかりさせたら申し訳ないですけど……」

　眼鏡の少女はそう言って少し目を伏ふせた。

　国こ府う田だ珠たま子こ。中等部の三年生。控ひかえ目めで地味な印象であるが、礼れい儀ぎ正ただしくて穏おだやかな子で俺おれは好感を持っている。

「腕うで前まえは十分に知ってるから大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう。みんな喜ぶと思うよ」

「――ふ、今日はやけに風が哭ないてるぜ」

「梨りっちゃん、体の具合、どうですか？」

「ん、まずまず元気だよ。寮の中では普ふ通つうにしてるしな」

　話題の主『梨っちゃん』とは、珠子ちゃんの友人にして俺の幼なじみ、羽は村むら梨玖のことだ。俺と同じ寮の寮生でもある。

　梨玖は少し特とく殊しゆな事情により、春先からずっと休学している。珠子ちゃん含ふくめた学校関係の友人には病気ということで通しているので、ときどきこうして病状を尋ねられることがあるのだった。真実を明かすわけにはいかず適当に誤ご魔ま化かすのだが、相手が完全な善意で言っているのがわかるので、少々心苦しい。

「おお、空の哀かなしみが涙なみだとなり、今まさに降り注ぐ。その雫しずくは小さな棘いばらとなり、俺のハートを傷つける……」

「電話やメールではときどき連れん絡らくを取ってるんだろ？」

「ええ。ただ、しばらく顔を見ていないので。あ、でも、もうすぐ久しぶりに会えそうなんですよ。今週の週末なんですけど――」

　そこで珠子ちゃんは言葉を切り、困こん惑わくの表情で声を落とした。

「あの……細ほそ屋や先輩、どうしちゃったんですか？」

　彼女の視線の先には、物もの憂うげな顔で窓の外を眺ながめる姿がある。何やら意味不明な……というか、痛々しい台詞せりふを呟いている男子生徒。

　細屋暁あきら。認めたくないが、俺のクラスメイトにして友人だ。

「さあ……わからない」

　正直に答える。

「多分大した意味なんてないから、ほっといてもいいと思うけど」

「はあ」

　珠子ちゃんはもう一度気き遣づかわしげな顔で細屋を見ると、ではケーキお願いしますと俺に言い、一礼して去っていった。

「――ふふふ、どうだった？　名塚」

　細屋はこちらを向き、やり遂とげた男の笑えみを浮うかべた。

「何が？」

「国府田ちゃん、俺のかっこよさにメロメロだっただろ？」

「いや、明らかにドン引き。熱でもあるのか、お前」

　俺が言うと、細屋は不本意そうに口を尖とがらせる。

「んー、ダメかねえ。なかなか様になってたと思うんだがなー」

「ダメかどうかは、何をやりたかったかにもよると思うけどな。例えば『色々手て遅おくれで残念な男子高校生のフリ』がしたかったのなら完全な成功かと」

「ちげえよ！」

「ということは、まさか、フリじゃなくて本当に心を病やんで？」

「いやいやいやいや、そうじゃなくて！」

　細屋は大げさに両手を振って否定してみせた後、ため息を吐ついた。

「――俺さ、普段からテンション高すぎ、空気読めなさすぎ、ってよく言われるじゃん？　だから、こう……落ち着いた感じの新しいキャラ立てができないものかと、色々模も索さくしてたわけよ」

　女の子大好き、常時彼かの女じよ募ぼ集しゆう中、しかし応募が来たことすら一度もない――そんな男である。

　陽気でお喋りで、悪い奴やつではない。が、ポジティブな言動が行き過ぎて、親しくなる以前の段階で相手に引かれてしまうのだ。

「ちなみにさっきのキャラのコンセプトは厭えん世せい的てきな詩人。〝空の涙〟って独創的でいい表現だと思わね？」

「ああ。多分、過去にたった一〇〇万回くらいしか使われてないだろうしな」

「うむ、そうだろう、そうだろう」

　細屋は満足げに肯うなずく。

「……お前、基本的に人の話聞かないのな」

「褒ほめ言葉はありがたく受け取ってるつもりだが？」

　訂正。こいつは根本的に人の話を聞かない。

「すまん、俺の伝え方が悪かった」

「ん？　よくわからんが俺は全然気にしてないから、謝る必要なんてないぞ」

「ありがとう。お礼に正直な評価を聞かせてやるから、歯を食いしばれ」

　そして俺は、『厭世的な詩人』なる振ふる舞まいが客観的に見ていかにダメかということを、懇こん切せつ丁てい寧ねいに、誠意をもって説明した。

「そうか……失敗なのか……」

　がくりと細屋は肩かたを落とした。

　そして、すぐにがばっと顔を上げた。

「閃ひらめいた！　第二案、余命幾いくばくもないミュージシャン！　とかなら、どうだろう。こんな感じでギター構えて――ばららららーん♪」

　口で弾ひき真似する細屋。

「で、もの悲しくも美しい旋せん律りつを奏かなでながら、女の子に言うわけだ。『俺は死の病に侵おかされてしまった。もう長くはない。だから、形見としてこの歌を君に贈おくろう。そう、俺の命を燃やし尽つくして作った、この歌を……！』」

「ツッコミ所は色々あるけど、とりあえずお前、ギター弾けるのか？」

「……弾けないな。盲点だった」

　んー、と首を捻ひねり、そしてぽんと手を打つ。

「第二案修正版！　リコーダーにしよう。あれなら俺でも吹ける。――こんな感じでリコーダーくわえて、で、もの悲しくも美しい旋律を奏でながら女の子に言うわけよ。『俺は死の病に侵されへひまっは……』」

　うん、台無しだな。

「ああっ！、今気付いはへほ、リホーハーっへ、吹ひながら歌えなふね？」

「もっと早く気付くべきだ」

　そんな真似ができたら、ビックリ人間である。

「うーむ……」

　細屋は腕うで組ぐみして考え込んだ。

「――やっぱりさ、根底にある問題は人間に頭が一つしかないってことだよなあ。二つ以上あれば簡単にリコーダー吹きながら歌えるのに」

「問題提起の角度すげー間ま違ちがってる」

　もはや女の子にもてるとかいう次元の話じゃなくなるぞ、それ。

「うーん、詩人もミュージシャンも駄だ目めか。となると――」

「それよりさ、これから雨降んの？」

　俺は実にならなさそうな話題からの転てん換かんを図はかった。

「さっき、『空の涙』がどうとか言ってたけど」

「ん？　ああ、雨雲が近付いてきてる。多分三〇分後くらいには降り始めるだろ。水すい気きには敏びん感かんだからな、俺」

　人間にとけ込むため、学園に通いながら知識や社会性を身につけようとしている『人ならざるものたち』がこの街には存在している。細屋もその一人で、水すい妖ようの一種だと俺は聞いている。

　一クラス当たり、大体、二、三人の割合で人外の存在が在ざい籍せきしているらしい。

　ちなみに『らしい』というのは、本人が明かさない限りその正体については詮せん索さくしない、というのがここでの不文律となっているからだ。細屋はかなりオープンな方だが、こいつの他ほかに誰だれが『人ならざるもの』なのかは、俺も把は握あくしていない。

　もっとも、外見からも言動からも人間と見分けが付かないなら、それは『人間にとけ込むための』街において評価されるべき存在だということになるのだろうが。

　と、不意に細屋が眉を寄せた。

「あ……つまり雨が降るって言ってるんだよな、俺？」

「細屋、お前とうとう――」

「何その哀れみの視線。いやいや、急きゆう性せい健けん忘ぼう症しようとかじゃなくて。今日帰りにマンガ買おうと思ってたんだよ。うっかり濡らすと悲惨なことになるなあと思ってさ」

　細屋は結構なコミック好きである。「先人の遺のこしたものを後人がさらに発展させ受け継いでいく。まさに人類文化とはそれ自体が成長する一個の生命体！　――ところで、この表紙絵の娘のおっぱいどうよ？　少しでかすぎて趣おもむきに欠けると俺は思うのだが」などと高尚なんだかどうだかよくわからないことを以前言っていた。話はそのあと巨乳と貧乳の優劣、また美乳とは何か、という方向に紛ふん糾きゆうしたのだが、まあそれはさておき。

「どうすっかな。ダッシュで行くか、今日は諦めるか――」

「どっちにしても、降るというなら学校に残ってる理由はないな。さっさと帰ろうぜ」

　俺は教室に鞄を取りに入ろうとする。そのとき、廊下の向こうから声が聞こえた。

「うぉーい、名塚に細屋、ちょっといいかー？」

「あ、なんすか、わっしー」

「先生と呼べ、先生と」

　声の主は細屋に眉まゆを顰しかめてみせた。

　わっしーこと鷲わし住ずみ蓮れん太た郎ろう、俺のクラスの担任である。

　担当教科は国語。正確な歳としは知らないが、見た目は三〇前後。収まりの悪い髪かみに少々よれたスーツ。一見やる気なさそうでだらしないが、その中身も見たまんま。良い言い方をすれば気さくであまり口うるさくない、ということになるだろうか。生徒に大人気というわけではないが、煙けむたがられてもいないタイプの教師だ。

「俺らに何か用事ですか？」

　特に怒おこられるような心当たりは――ないよな、うん。

「あー、そうそう、お前ら、確か部活やってなかったよな？」

「はあ」

「帰宅部レギュラーっすよー！」

　揃そろって答える。

　一応この学校にもメジャーどころの運動部文化部は一通り存在しているが、俺は家事の時間を削けずられたくないので、どこにも参加していない。細屋も同様。理由は聞いたことないが、多分、遊ぶ方に力を入れたいとかそんな感じかな。

「実はさ、ちーっと頼たのみたいことがあるんだ。なかなか適任が見つからなくてな」

　鷲住は申し訳なさそうな表情で続けた。

「えーと、二人とも、今週の金曜と土曜、空いてないか？」




　黒い雲が広がってきたな、と思いながら足を急がせていると、小さな水すい滴てきが鼻の頭に当たった。細屋の予報通り降ってきたようだ。傘かさを持っていない俺は、駆かけ足あしに移行することにし、地面を蹴けった。

　曙光山学園高等部の校舎から徒歩で約一五分のところに、紅南寮――通称ニュートラルハウスは建っている。

　古い洋館を学園が買い上げ改築して、寮として使うことにしたというものだ。お化け屋や敷しきと言っても過言ではないような外観だったのだが、少し前に補修工事が施ほどこされ、見た目も住居としての機能も幾らか改善された。

　本降りになる前に寮に到とう着ちやくすることができたようだ。『にゅうとらるはうす』となぜかひらがなで書かれた木製の看板を横目に門をくぐり玄げん関かんから入ると、いつものようにウルリカが勢いよく出迎むかえに来た。

「おかえりなさいなのですー」

「ただいま」

　靴くつを脱ぬいで室内履ばきに履はき替かえると、ウルリカが俺の鞄に顔を寄せふんふんと鼻を鳴らしていた。

「……おいしそうなにおい」

「ケーキもらってきた。夜のデザートに出ると思うから、それまで我が慢まんな」

　色の淡あわい金きん髪ぱつをわしわしと撫なでてやり、そして俺は自室へと向かった。

　俺の部屋は一階の奥おく、十数畳じようの広さを誇ほこる洋間だ。ただし、諸事情によりウルリカ、そしてもう一人の住人とルームシェアリングする形になっている。

　部屋に入ると、ひやりとした空気が肌はだを包つつんだ。

「……クーラーには早くないか？　我慢できるだろ、このくらい」

　雨のせいか多少蒸すものの、今日の気温はさほどでもないはずだ。家事家計を預かる身として、電気代は軽視できない重大事である。

「暑さも湿しつ気けもＰＣに良くありません」

　パソコンデスクに向かっていた少女が淡たん々たんとそう答えた。

「このマシンに関して言えば、オペレーターに甚じん大だいな悪あく影えい響きようを与あたえます。最悪の場合、作業効率が八〇％は低下、回復に二四時間以上。看過できる問題ではありません」

「え……そんなデリケートなものなの？」

　さほど機械に詳くわしくない俺だが、そう言われると鼻白まざるをえない。間違いなく相当に高価なものだろうし、万が一不具合が発生したら修理に――

「――ってよく考えたらこのパソコンのオペレーターって、要するにお前じゃねえかよ」

「私が体調を崩くずせばマシンも機能しなくなる。当たり前の話です」

　そう言ってこちらに向き直る。

　見た目は十代の前半。左右色の違ちがう瞳。パジャマ姿で行ぎよう儀ぎ悪く椅い子すの上に体育座すわりをしている。氷ひ室むろ亜あ夜や花か。生と死を司つかさどる、強大な冥めい界かいの神。ただし同時に虚きよ弱じやくなひきこもりでもあり、こうして向き合っていても神としての威い厳げんはないに等しい。

　亜夜花は俺が鞄から取り出した紙かみ袋ぶくろに視線を落とした。

「桜寿屋さんのですか」

『桜寿屋』というのは、この街にある和わ洋よう菓が子し店である。もともとは和菓子屋だったのだが、最近始めた洋菓子が安くて美う味まいとスマッシュヒット、ネットでも地方の隠かくれた名店として名前が挙がるほどだという。亜夜花含めた寮の面々もひいきにしている店だ。

「目ざといな。まあ、中身は手作りだけど」

「手作り……？」

　亜夜花の眉み間けんに皺しわが寄った。

「誰のですか？」

「国府田珠子ちゃんって居ただろ。梨玖の友だちの女の子。あの子にもらったんだ」

「女の子から、もらった……？」

　眉間の皺がさらに深くなった。

　表情に乏とぼしい奴だが、無感情なわけではもちろんない。というか、よく観察していれば割と簡単に怒ったり喜んだりしているのがわかる。

　今はなぜか機き嫌げんが悪そうだった。なんかこう、暗黒のオーラが出てるというか。

「桜寿屋の商品じゃなかったのが気に食わないのか？　味なら大丈夫だよ。珠子ちゃん、すげえお菓子作り上う手まいし。俺が保証する」

「…………」

　なんか、いじけたような目になった。何なんだ、一体。

「本来は私宛あてだよ。味見頼まれてたんだー」

　と、そのとき、部屋の入口からショートカットの少女が顔を覗のぞかせた。羽村梨玖、寮の後こう輩はいにして、俺の幼なじみでもある。寝ね起おきなのか、少し眠ねむそうにしている。

「だから安心、亜夜花ちゃん」

「…………」

　亜夜花はぷいと視線を逸そらす。

「おはよ、梨玖。もう起きてたのか。――何が安心なんだ？」

　俺の問いには答えず、梨玖はにっこりと笑った。

「おかえり、たか兄。珠たまちゃんからメール貰もらってるよ。ありがと。後でみんなで食べようねー」




　さて、ここらで学校が終わった後の俺の日課を簡単に解説しておこう。

　スケジュールの基準になるのは夕食だ。遅おそくとも七時までには作り終えていなければならない。献こん立だては数日先まで大おお雑ざつ把ぱに決めてあるので、まずその日に予想される調理時間から逆算して、どの程度の余よ裕ゆうがあるかを割り出す。

　比ひ較かく的てき時間がありそうなら宿題を済ませたり、外へ買い物に出たりする。逆になさそうならちょっとした掃そう除じ、備品の整理や確かく認にんなど簡単な仕事を片付ける。ちなみに、半日で学校が終わったため、本日は宿題と玄げん関かん先さきから階段辺りまでの掃除をこなすことができた。実に気分がいい。

　夕方になるとキッチンへ。

　夕食の準備はたいていウルリカと梨玖が手伝ってくれる。ウルリカに米こめ研とぎを、梨玖には味み噌そ汁しるとサラダ作りを頼んでおいて、俺は主菜の調理にとりかかる。

　今日は鶏とり肉にくのトマト風煮に込こみ。昨日買ってきたモモ肉を使う。二日連続で鶏肉料理だが、昨夜はグリルにしたから、まあ、文句は出ないだろう。野菜とともに軽く炒いためて煮込むだけなので、調理自体にはさほどの手間は掛かからない。半時間と少しで準備完かん了りよう。

　テーブルの上に食器を並べているウルリカに声をかけ、寮りよう生せいたちを呼びに行ってもらう。

　ほどなく皆が三々五々姿を現し、食堂に九人全員が集合する。もともとは寮内のあまりの無む秩ちつ序じよさを見かね、せめて食事だけでも規則正しく摂とれるよう夕食当番を買って出たので、こういう光景はささやかな満足感をもたらしてくれる。作り手としてもおいしく食べられるタイミングで提供したいしな。

　そして七時ジャスト、みんなで『いただきます』。

「あ、いいな、これ、酸すっぱくてすっきりする」

「うん、あっさりしていておいしいですね」

　明るく感かん嘆たんの声をあげたのが、柚ゆず原はら万那さん。穏やかに同意するのがその姉の千せん那なさん。二人とも戦いくさの神であり、俺が通う高等部の先せん輩ぱいでもある。

　万那さんは明るい色の髪と賑にぎやかな言動が特とく徴ちようの、今風な女子高生。対して千那さんはお下げと控え目な笑え顔がおが魅み力りよくの清せい楚そ系。タイプの異なる姉妹だが、二人とも学校の男子の人気を集める存在だ。ちなみに怒らせると怖こわいところは共通してたりする。

「うん、美味い。天人君、相変わらずいい腕うでだね。――おや、残すつもりかい？」

　爽さわやかな笑顔とともに隣となりのコウタをとがめたのは和泉リョウタさん。曙光山大学の学生で、孤こ児じであったコウタの兄代わりでもある。

　ピーマンをより分けていたコウタは気まずそうに身を縮めた。

「ん、料理そのものがまずいっていうことじゃないんだ、でも、その……」

「別にいいよ。食えないなら残しとけ」

　俺は言った。

　特に子どものうちは好すき嫌きらいがあって当然だ。好みなんて年ねん齢れいやそのときの気候や体調によっていくらでも変わるものだと思っているので、別に気分を害したりはしない。よっぽどな偏へん食しよくでない限り、栄養は他ほかの物からも摂れるし。

「あ、じゃあ、ウルリカがいただきたいのですー」

　メイド服が勢いよく手を挙げた。

「許可。じゃあ、コウタのピーマンはウルリカの方に……って亜夜花、お前は何やってるんだ？」

「タマネギをウルリカに」

　ひょいひょいと隣の皿に透すき通とおった野菜を移し変える亜夜花。

「ピーマンが譲じよう渡と可ならタマネギも可というのが道理かと。カレーに入っているのはギリギリ許可。それ以外のタマネギは存在価値ないから滅ほろぶべき」

「全国のオニオン愛好家に謝あやまれ。タマネギ差別すんな」

　部屋から出るのを極きよく端たんに嫌うこいつは、気分によって夕食に同席したりしなかったりする。今日は食後にケーキが出ることを知っているため、顔を見せたらしい。

　俺は少し考えてから裁定を下す。

「半分はウルリカに譲ゆずって良し。ただし半分は食え。嫌いやならデザート抜ぬき」

「えー」

「えーじゃない。お前、そもそも、どうしても食えないほどダメじゃないだろうが」

　台所を預かる人間の観察力を舐なめてもらっては困る。数か月も食事のお世話をしてるんだから、個々人の好みは頭にきっちりインプットされているのだ。

　コウタがピーマン嫌いなのは本当だが、基本的にこいつは克こく服ふくの努力をするので、大目に見ている部分がある。亜夜花のは比較的苦手という程度、腹が減ってればちゃんと食べるレベルだ。今日は夕食前にジュースを飲んでいたから、おそらくそのせいで食欲が今ひとつなのだろう。

「……天人さんは私に厳しい」

　ぶつぶつぼやきながらも、俺が言ったとおりタマネギの移い譲じようは半分に留とどめておく亜夜花。

「お前の偏食を無制限に許容していたら、菓子しか食わなくなるしな。あとウルリカも残念そうな顔しない。――そういやウルリカ、腹痛くなったりしないのか？　山盛りのタマネギなわけだけど」

「わう？」

　何か問題が？　とでもいうように首を傾かしげる。

「……いや、いいや」

　犬にタマネギはタブーだ、とはよく言われるが、普通の犬とは存在としての次元が違うわけだしな。そもそもこいつが腹を壊こわすところなんか見たことないし。

「一人一杯ぱいまでなら、おかわりもあるから」

「あ、じゃあ、おかわりお願いー」

　のんびりと空の皿を掲かかげたのは御み子こ神がみてとらさん。この寮の寮りよう長ちようにして、大学生。そしてもっとも力ある神の一柱でもある。

　とはいえ普段はそういう威厳とは無む縁えんで、よく食べよく眠るお姉さんだ。……しかし、さほどがっついてる様子も見せず優ゆう雅がに食べていた気がするんだが、食い終わるのが異様に早いな。どういう仕し掛かけなんだろう。

「はーい、私行きまーす。たか兄は座ってて」

　腰こしを浮かせかけた俺おれを制して、梨玖が立ち上がった。明るく人当たりのいい、できた幼なじみである。

　――と、そこで俺は思い出した。

「あ、梨玖、悪いんだけどちょっと今週の金と土、食事の用意を頼めるか？　泊とまりがけで出で掛かけなきゃいけなくなったんだ」

　寮の食事に関しては、主任が俺だとすれば補ほ佐さは梨玖である。なかなかの腕うで前まえであり、何かの事情で俺が作れないときに代役を頼むことも多い。休学中でほとんど表に出ないので、大たい抵ていは問題なく引き受けてもらえるのだが――

「あー、ごめん。金、土は私、ピンポイントでダメかも」

　申し訳なさそうに、梨玖は言った。

「ちょっと出掛ける予定があるんだ」

「へー、珍めずらしいな」

　梨玖はいわゆる吸きゆう血けつ鬼きだ。身寄りはなく、諸事情あってこの寮で預かる形になっている。転化してまだ日が浅いため、現在人間としての日常生活に順応するための訓練中。外出には寮長の許可が必要のはずである。

「んー、体調が安定してきたし、少しずつ日光に馴な染じんできたし、そろそろいいかなーと思って。――ありがとねえ」

　寮長であるてとらさんはそう言うと、梨玖からおかわりの皿を受取った。

「出掛けるって、どこへ？」

「珠ちゃんが初等部の遠足か何かを手伝うって聞いてね、一いつ緒しよに行ってこようかと。会うのも久しぶりだし」

「ああ、野外教室だね」

　初等部在籍のコウタが口を挟はさむ。

「野外教室って？　遠足とは違うの？」

　リョウタさんが尋たずねた。

「違う、のかな？　どうだろう。ボクが説明聞いたときは少しハードな遠足って印象だったけど」

　二人の会話に、俺は意外な印象を覚えた。一いつ瞬しゆん理由が分からず内心で首を傾げ、そして思い当たる。リョウタさんがコウタの話に関心を見せ、しかも問いを返すようなことはこれまでほとんど無かったはずだ。これも先日の事件以来の、ささやかな変化と言えるだろうか。そんなことを考えながら口を開く。

「えーと、確か、曙光山のハイキングロード登って、飯はん盒ごうで飯めし炊たいたりするんだよな。泊まりがけで」

　皆みなの視線が俺の方を向いた。

「あれ、たか兄なんで知ってるの？」

「俺もやることになってるんだよ、その手伝い」

　担任の鷲住に頼まれた用件というのが、まさにそのことだったのだ。

　俺は今日の放課後、廊ろう下かでのことを思い起こした。




「今度さ、初等部六年の野外教室、えーと、一泊ぱく二日で山登り付きの校外行事があるんだけどな、毎回、中等部高等部から何人か手伝いを出すことになってんだよ」

　鷲住はそう言った。

　初等部の担任に加え、クラスごとに何人かの先輩のお兄さんお姉さんがついて学習のサポートをするということだ。私立の一いつ貫かん校こうならではの習慣である。で、今年は鷲住がそのサポート組を取りまとめる役目ということらしい。

「それをなんで俺たちに？」

　普ふ通つう、こういうのはもっと早くに決めておくべきものではないのだろうか？

　鷲住は少し気まずげに髪を掻かきあげた。

「いや、メンバーはちゃんと決まってたんだ。けど、実は病気と怪け我がで急に二人ほど欠員が出ちまってなあ。人数足りないとちょっと負担がきつくなるし、誰か都合のつきそうなのを探してたんだ。あ、もちろん金曜は公欠扱あつかいな。堂々と授業さぼれるぞ？」

　うーん、でも別にお得なわけでもないよなあ、それ。授業といっても期末テストの答案返へん却きやくと復習だけだし、それも午前中で終わる。俺としては、空いた時間は寮の用事に使いたい。掃除したい場所も整理したい場所も、いっぱいあるのだ。

　鷲住には悪いけど、断るか。しかし、そんな方向に気持ちが傾かたむいたとき――

「俺、やるっす！」

　隣の男がビシッと手を上げた。俺は驚おどろいて友人の顔を見た。

「ほ、細屋？」

「学園の先輩として、子どもたちをサポートし面めん倒どうをみる。非常にやりがいのある役目だと思いまっす！」

　お前は何を言っているんだ。

「おお、やってくれるか。名塚はどうだ？」

「え、いや、俺は――」

「頼む！　一緒にやってくれ、親友！」

　がしっと細屋に肩かたを掴つかまれた。

　いやまあ、絶対に外せない用事があるわけではないから、構わないと言えば構わないのだけど……

　結局、細屋の勢いに押おされる形で俺は承しよう諾だくする羽目になった。鷲住は満足げな顔で引き上げていった。

「――で、なんでそんなに乗り気なんだ？　お前」

　俺が尋ねると、細屋はくふふふと笑った。

「出会いだよ出会い」

「出会い？」

「そう、初等部には俺の求める素す敵てきな出会いがある――そんな予感がするのだよ」

　何を意味不明な、と思い、そして次の瞬しゆん間かんある答えが頭に閃ひらめいた。

「お前まさかロリコ――」

「違うっての。初等部の遠足だったら、チビどもの他にも確実に同行してくる人たちが居るでしょ？」

「…………ああ」

　想像がついた。そういうことね。

「そう、女・教・師」

　細屋はなぜか勝かち誇ほこった顔で大きく肯うなずいた。

「初等部には、若くてきれいな先生が居るって噂うわさなんだよねー」




「そっか、じゃあ、当日はたか兄とコウタちゃんと一緒だね。昼間はさすがに辛つらいから、私は夜だけのお手伝いになるけど、これなら無理してフル参加すればよかったかなあ。ねえ、てとらさん――」

「それはだめー。まだ早い」

「うー」

　穏おだやかながらも譲じよう歩ほの余地のない回答に、渋しぶ々しぶといった様子で梨玖は引き下がる。

「つまり……」

　代わって口を開いたのは亜夜花だった。心なしか声が微かすかに震ふるえているような気がする。

「要するに、天人さんと、梨玖さんは、共に外がい泊はくする、と？」

「？　今そう説明しただろ」

　俺はそう答える。何を愕がく然ぜんとしてるんだこいつは。

　亜夜花はそれ以上何も言わず、口を噤つぐんでしまった。

　さて、そうなると問題は食事当番だ。どうするかな。梨玖も無理だというのなら、あと頼たよれそうなのは――

「万那さん」

「えー、めんどくさーい」

　名指しした相手は即そく座ざに嫌な顔をした。派手目な外見に似合わず――と言っては失礼だろうか――料理技能が高いのである。

　他の寮生、てとらさんは寝ねてばかりでキッチンに立っているのを見たことがないし、千那さんは食材を破壊するし、リョウタさんは一夜を共にした女性以外に腕を振ふるわないことを公言している。ウルリカには少しずつ仕込んでいるがまだまだ一人に任せるのは不安。亜夜花はもちろん論外。（余談だが、こいつはモンスターを狩かるゲームにおいて肉を焼く腕前が神かみ業わざ級である。目を閉じていてもＢＧＭを消していてもベストタイミングを逃のがさない。実生活ではまったく役に立たない技能だが）

「他にいないんですよ……」

　まあ万那さんは万那さんで、気が向かないと動かない人なのだけど。

「インスタントでいいじゃん。一日二日くらい」

「ダメです」

　突とつ発ぱつ的てきな事情ならともかく、今回のように時間に余裕があるのに何の対応もしないというのは、家事責任者として許容できない。

「では妥だ協きよう案あん。作り置きならどうですか？　温めるとか盛りつけるとかだけやってもらえれば、食べられるようにしときますから」

「むー……」

「後日、桜寿屋のプリン一個奢おごり」

「うー、まあ、それなら……」

　交こう渉しよう成立。渋々ながら同意を取り付けることに成功する。

「ありがとうございます。金曜夜はそれでいいとして、土曜はどうしようか……」

　夕食までに戻もどってこられるのかな？

「例年通りなら、時間的には大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。私も行ったことありますけど」

　千那さんが言った。

「でも、場合によっては気力と体力が大変かもしれませんね」

「というのは？」

「一応、初等部にも『人ならざるもの』が居ますから」

　万那さんも肯く。

「うん。同行するなら、あんたも『天てん秤びんの会かい』としての責任を果たさなけりゃならないってことねー」

　曙光山学園は小中高大まで一いつ貫かんの大規模な教育機関だ。『天秤の会』とは年代の壁かべに囚とらわれず、生徒たちの相談に乗りアドバイスや援えん助じよを行う互ご助じよ組織である。

　――というのが表向きの立場。

　実態はここニュートラルハウスの神々を中心に構成された、『人ならざるものたち』の上に君臨する統治機構である。

　圧あつ倒とう的てきな力を背景に実尋市を治め、その秩ちつ序じよを維い持じし、人外たちに畏い怖ふされている存在なのだ。諸事情あって、俺もその一員に名を連ねている。

「子どもたちの中にも混ざってるんですか？　人外の存在が？」

　高等部には例えばクラスメイトの細屋が居るし、人間ではない亜夜花や梨玖も中等部に籍せきを置いている。しかし初等部にも居るとは知らなかった。

「まあ一口に人外と言っても色々なレベルがあるからね。まず自じ我が、自意識が薄うすく、個体として自立することができないようなもの。下級の精せい霊れいとか、ものによるけど死者の怨おん念ねん、想念なんてのもこの分類かな？　居ることは居るんだけど、依より代しろを介かいさないと現世に関かかわることすらできないような存在。これは実害が出てない限り放置でほぼ問題なし」

　万那さんはどこか楽しそうに講義を続ける。結構おせっかいで、教えたがりなのだ。

　俺はおとなしく拝はい聴ちようする。

「次に、人の世に個体として存在しているけれど、歳としを経へておらず力も大したことないもの。こういうのは精神的に幼いのが多くてね。下のほうの学校でコミュニケーションの基本から学習させないと、浮ういちゃうんだわ」

「初等部に居るのは、そういう類たぐいのものってことですか」

「そ。それより自我が発達してるのは中高、もしくは社会人の中に放ほうり込こむ。このあたりは本人の希望や適性、社会性なんかを見たうえで判断だわね」

「初等部の『人ならざるもの』は、数としては中等部高等部よりずっと少ないですけど、未熟な分暴走しないように気をつけておく必要がありますね」

　千那さんが怖いことを言った。

「お、脅おどかさないでほしいんですけど」

「だいじょーぶよ」

　笑う万那さん。

「要するに中身はただのガキと変わりないんだし、ゴツンと拳げん骨こつでも落とせば大抵おとなしくなるから」

「まあ、力は弱いってことだから、俺にもどうにかなるかなあ。……結界もあるし、そうそう騒さわぎにはなりませんよね」

　結界というのは実尋市全体をカバーするように張られている、認にん識しき修正フィールドのことだ。常識からして考えられないような出来事を人間が目もく撃げきした場合、その記き憶おくを無難なものに書かき換かえるという機能を持っている。これがあれば異形や異能の力が少々目についても、パニックが起きたりはしないはず。

　だが、てとらさんがのんびりとした声で、無む慈じ悲ひに俺の希望を打うち砕くだいた。

「あ、山の方には結界効いてないよお」

「――え？」

「効果範はん囲い外がいなんだよね。街中ほど人間も人外もいないし、そもそも山やま奥おくの方は実尋市外になるし。だから騒ぎはできるだけ未然に防いでね」

　……ハードルが上がった。

「あ、なら、私が同行してフォローを――」

　亜夜花がガタッと椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「いや、駄だ目めだろ。お前、山登りできるような体力ないし。途と中ちゆうで力ちから尽つきてお荷物になるのが目に見えてる」

　集団行動には極きわめて不向きな奴やつなのだ。

　亜夜花は、う、と言葉に詰つまった後、まるで必死に突とつ破ぱ口こうを探すような様子で続けた。

「じ、じゃあ、ウルリカの背中に乗って――」

「それも却きやつ下か。目立ちすぎる」

　ありえないほど巨きよ大だいな犬が目の前に現われたら、普通の小学生はまず間ま違ちがいなくパニックを起こす。いや、個人的には大変可愛かわいらしくてふかふかの毛皮の感かん触しよくも最高で、大好きなんですけどね。

「でも……」

　落らく胆たんの様子もあらわな亜夜花に、少し心が咎とがめた。ちょっと冷たかったかな？

「あー、心配してくれるのはありがたいよ、そりゃ」

　ひきこもりの虚きよ弱じやく神だが、受けた恩をきっちり返そうとする律りち儀ぎな一面があるのを俺は知っているし、それは紛まぎれもなくこいつの長所でもあると思う。

「ただ、これはお前むきの仕事じゃない。大丈夫、俺だけでもちゃんとやれる。だから、ついてきてもらう必要はないんだ。な？」

「……外泊…………」

　亜夜花はまだ何かぶつぶつ言っている。しかも『裏切られた……』的なうらみがましい表情で。どうしたのだろう。

「亜夜花ちゃん、不安でもあるんだよ。たか兄頼りにされてるし、ほら、今まで泊まりで寮りよう空けることなかったしさ」

　梨玖が明るい口調でフォローを入れた。そういうものか？　俺は首を傾げる。

「空けるって言っても一日二日のことだし、携けい帯たいも持っていくから連れん絡らくはいつでも……そういや亜夜花は携帯持ってないんだっけか」

「…………」

　む、と唇くちびるを引き結んで肯こう定てい。

　出歩かないので亜夜花にとっては無用の長物なのである。まあ、メールに関してはＰＣの方に送れば問題ないか。どうせこいつはほとんど部屋から動かないわけだし。

「そういや、山のほうは携帯の電波届くのか？」

「途中は怪あやしいけど、泊まる辺りなら大丈夫じゃないかな？　私、多分、別ルートで先に着くから確かめとくよー」

「あ、天人、その金曜の夕食関連の連絡、携帯にメールしてくれる？　キッチンにメモとかで残されるより多分その方が確実だし」

「わかりました」

「天人さまー、おかわりほしいのですー」

「ああ、僕ぼくも。コウタは？」

「……鶏肉だけ、皿に半分くらい」

「じゃあ、私、ちょっと温め直してきますねー」

　賑やかに夕食は進む。

　そんな中、亜夜花だけがむすっと押し黙だまったまま、何かを考え込むような表情をしていた。
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二章　災禍の昼







　いい天気だ。

　透とう明めいな陽光の差すなかを、爽やかな風が吹ふき渡わたる。この季節としてはかなり過ごしやすい気候だと言えるだろう。

　子どもたち、引いん率そつの教きよう師し陣じん、そして中高等部のサポート組が初等部の校庭に集まっている。

　引き受けたときは正直面倒くさいなあと思ったりもしたが、出発直前の、このなんともいえない高こう揚ようした空気の中にいると、山登りもそれなりに楽しみに思えてくる。不思議なもんだな。

　最後にもう一度、頭の中のリストをチェックする。

　忘れ物はなし。留守中のこともちゃんと万ま那なさんに頼たのんできた。驚いたのは、この話が決まってからずっと不ふ機き嫌げんだった亜あ夜や花かが、朝、パジャマ姿で見送りに出てきてくれたことだ。そのときに真新しい携帯電話を出し、「これ、買ったのでこちらにも連絡ください」と言っていた。後で山の風景でも送ってやることにしよう。

「さーて、がんばるぜー。出発はまだか？」

　隣で細ほそ屋やが声を上げ、珠たま子こちゃんが『野外教室のしおり』を確かく認にんする。

「もう少し時間がありますね。そのうち整列、点呼が始まると思いますけど……」

　俺と細屋は六年Ｃ組の受け持ちになった。珠子ちゃんも一緒である。顔を見つけて挨あい拶さつを交かわしていたら、鷲わし住ずみに「あ、知り合い？　じゃお前らまとめて六Ｃね」ってな感じで割り当てられたのだ。ずいぶん適当なものである。

　ちなみに珠子ちゃんとセットで梨り玖くも同じグループだ。体調のこともあり、後発の別行動組なので今はここにはいないが。なんでも、教師の手伝いでこまごました荷物を運うん搬ぱんする役目だそうで、ドライブウェイを走る車に乗せられて夕方ごろ宿しゆく泊はく施し設せつに到とう着ちやくする予定ということだった。

「何としても有意義なものにしないと！」

「張り切ってるなあ、細屋」

「そりゃ、この季節の露ろ出しゆつバッチリな街の女の子眺ながめる機会を潰つぶしてまで参加するわけだからな！」

　細屋の趣しゆ味みは繁はん華か街がいに出て、道行く女の子を観察すること、本人いわくガールウォッチングである。まあ、俺も綺き麗れいなお姉さんは嫌いじゃないけど、見ることのみを目的に街へ繰くり出だすとなると少々行きすぎのような気もする。なんかこう……不ふ審しん者しやっぽくはないですかね？

　ちなみに、今も横で会話を聞いていた珠子ちゃんがちょっと引いていたりする。細屋は気付いていないが。もてたいのなら、そのあたりのズレた感覚を客観視することも重要なんじゃないかなーとか考えたりするのだけど、こういうのは伝えてやった方がいいものなのだろうか。

「俺、思うんだけどさ、見てるだけより、ナンパでもした方がまだしも前向きなんじゃないか？」

「は！　ウォッチングの必要がない奴は良いね。羨うらやましいこった。お前は寮で梨玖ちゃんや万那さんや千せん那なさんみたいな綺麗どころに囲まれてるから、感覚が贅ぜい沢たくになってんだよ。――いいかね、マイフレンド名な塚つか」

　もったいぶった口調で細屋は俺に指を突つきつけた。

「思春期男子にとっては、ただ見ること、それだけで大いなる喜びとなるのだよ！　お前みたいに恵めぐまれた環かん境きようにいる奴は、例外なのだ！」

「本音か？　主に前半部分」

「まあ、半分はな」

「残り半分は？」

「見てるだけじゃ物足りないです先生！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり天を仰あおぐ細屋。

「……いやまあ、実は前に、ちょっと強ごう引いんに誘さそったら怖こわい彼かれ氏しが出てきてボコボコにされたって経験があってさ。以来、ちょっと臆おく病びようになってるんだ俺。実戦はこう、観察して、敵をよく知った後に、というかね。焦あせってもいいことなさそうだし。――ねえ国こ府う田だちゃん、女性から見てどう思う？　この戦略！」

「え、あ、あの……」

　突とつ然ぜん話を振られた珠子ちゃんは、目を白黒させている。

「その、慎しん重ちようなのは、良いことだと思います。何事でも」

　ザ・無難な返し。こんなのでも一応先せん輩ぱいを立てる珠子ちゃんは、いい子だな。そして細屋に彼かの女じよができる日は遠そうだ。

　しばらく三人でどうでもいい会話を交わしていると、向こうから背の高い女性が早足でやってきた。

「えっと、Ｃ組のサポートの人たちかしら？」

「はい、そうですけど」

　代表して俺が答えると、彼女は優やさしげな微び笑しようを浮かべた。

「私、Ｃ組担任の瀬せ名な悠ゆうです。よろしくお願いしますね」

　大学を出て一、二年というところだろうか。長い髪かみと白い肌はだ、どこかお人形さんを思わせるような、綺麗な人だ。視界の端はしで細屋が小さくガッツポーズをとるのが見えた。

　挨拶とお互たがいの自己紹しよう介かいを手短に済ませると、瀬名先生は慌あわただしく立ち去った。目を離はなすと、子どもたちはすぐに列を乱して無む軌き道どうにはしゃぎ回るのだ。大変そうだな、小学校の先生って。

「よーしよしよし。いいぞ、いい感じ」

　細屋は嬉うれしそうに言った。

「んー……まあ、確かに美人だよな」

「何だよ、テンション低いな」

「いや、そういうわけじゃないけどさ」

　個人的好みを言えば、もう少しスタイルにメリハリのある方がいいな、と。瀬名先生、ちょっとスレンダーすぎる印象があるなあ。

「やっぱ目が贅沢病なんじゃねーの、お前。俺的にはど真ん中ストライクだけどな」

「うん、細屋はなかなかいい趣味だ。奥おくゆかしい感じが好感度大だよねー、瀬名ちゃん」

　割り込んだ声に視線を向けると、鷲住が隣となりに立ってにやにやとした笑えみを浮かべていた。

「昨今の日本ではわりと希少価値のあるタイプ。俺としても高評価だなあ」

　教師がそんなこと言ってて良いのか、おい。

「おお、わっしー。いいね、わかってるねー」

　細屋は嬉しそうだった。

　まあ細屋にしてもまさか学校行事中にしつこく迫せまったりはしないだろうし、張り切って役目に挑いどむ分にはかえってプラスなのかもしれないけどさ。

「……天たか人とも嬉しいもんなの？　先生が美人だと」

「うおう」

　いつの間にか気配なく現れたコウタが、ぼそりとそんな質問を発した。偶ぐう然ぜんにも、というべきか、こいつもこの六年Ｃ組なのである。

「どっちかというと、口やかましくも怒おこりっぽくもなさそうなことにほっとしてるかな」

　瀬名先生――現在、妙みように浮かれた足取りで歩み寄った鷲住に捕つかまり、話につき合わされている――を見ながら、そう応じた。迷めい惑わくそうな顔も見せずに丁てい寧ねいに応対しているあたり、性格の良さが表れている。ま、美人さんが嫌きらいではないのも事実だが。

　と、そのとき、一人の女の子が会話している教師二人に近付いた。鷲住が、う、と気まずそうに顔をしかめる。

「だらだらお喋しやべりしてていいのかな？　鷲住センセイ。今日は仕事がいっぱいあって大変だって言ってたよね」

「あ、ああ、すまん、透とう夏か」

　鷲住は話を切り上げ逃にげるように立ち去った。

　まったくもう、と女の子は呟つぶやくと、俺たちに視線を向けた。彼女の顔には見覚えがあった。先日、コウタと一緒にいた気の強そうな子だ。ウルリカをからかった男子を追おい払はらっていた。

「うちのクラスのお手伝いの人？」

「あ、ああ」

「クラス委員の鷲住透夏です。この間はどーも」

　向こうも俺を覚えていたらしい。

「俺、高等部の名塚。こっちが細屋で、この子は中等部の国府田さん」

　細屋は大声で、珠子ちゃんは穏やかによろしく、と挨拶。

　と、そこで俺はふと気付いた。
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「あれ？　鷲住って……」

「高等部教きよう諭ゆの鷲住蓮れん太た郎ろうなら父よ」

「あ、やっぱりそうなんだ。結構珍めずらしい苗みよう字じだから、何か関係あるのかなと思ったけど」

「へー、わっしーの娘むすめさん？　あんまり似てないね」

　細屋が遠えん慮りよのない感想を述べた。

「よく言われる」

　透夏ちゃんは気分を害した様子もなく、大人びた仕草で肩をすくめた。まあ、確かに言われ慣れてるんだろうな。全体的にだらしない印象の鷲住とは違ちがって、透夏ちゃんは「しゃきしゃき」とか「きびきび」とかいう擬ぎ態たい語ごが似合いそうだ。

「名塚さん、細屋さん、国府田さん、ね。二日間よろしく。あ、うちのクラス、多分へらへらしてると舐なめられるから、ハッタリでも恐こわい顔してた方がいいわよ。――コウタもそろそろ列に戻ってねー。オリエンテーション始まる頃ころ合あいだから」

　そう言うと透夏ちゃんはひらひらと手を振った。

　そして自分の位置に戻りつつ、おしゃべりに夢中になっている子を注意したり、列を乱した子を整列させたりしている。

「しっかりした子ですね」

　珠子ちゃんが感心したように言った。

　確かにリーダシップ豊かだな。委員長というよりは、女じよ帝ていとか女王とかそういう言葉が似合いそうな感じだけど。




◆　◆　◆




　和泉いずみコウタ。魔ま術じゆつ師し。

　ついこの間までボクを表現する言葉は、それだけで十分だった。それ以外のものになりたいと願ったこともなかった。学校へ通うという行こう為いに意味があるなどと考えたこともなく、むしろ軽けい蔑べつの対象ですらあったのだ。

　今、ボクは同年代の少年少女たちに囲まれて校庭に立っている。そして、そのことを不快に感じてはいない。

　――変われば変わるものだ、と自分でも思う。




「ね、ね、和泉さん、山登りとかキャンプとかしたことあるの？」

　整列していると、後ろの女子にそう話しかけられた。

「いや、特に」

　それだけだと少し愛あい想そに乏とぼしいかなと思って付け加える。

「あまり外に出るのは好きじゃないんだ」

　望んで寮から出るのは薬草畑の世話をするときくらいで、基本的にボクは屋内派なのだ。

　今日は特別暑いというわけではないが、それでも立っているだけで体力を削けずられていく気がする。少し前のボクだったら、こんな晴れた日は部屋に引きこもってひたすら魔術書でも読んでいただろう。

　本来、ハイキングなども好んでやるような性質ではないのだが、学校行事とあれば仕方がない。普ふ通つうの人間として生きていくための通過儀ぎ礼れいみたいなものだと思うことにする。

「だよねー。田舎いなかや野生って印象ないもんねー」

「うん、それでこそ『王子』って感じ！」

　女の子たちは楽しそうに笑い合っている。

『王子』というのはボクのあだ名――というかイメージであるらしい。「だってそんな感じだから！」という同級生女子の多数意見により定着してしまった。

　ボクの記憶が正しければ、王子とは男性に対して用いられる呼こ称しようだったはずだ。女性であるボクに適用すると、意味的に齟そ齬ごが生じる気がする。

　まあ、髪は短いし、スカートを穿はいたりもしない（動きにくいのである）ので男性的な印象が生まれるのは否定しないが、ならば単に男とか少年とか呼べばいいのではないだろうか。なぜ『王子』なのだ？　残念ながらそのあたりの機き微びはボクにはよくわからない。

　ちなみに透夏は「そういうのもクラスに受け入れられてるって証しよう拠こだから。深く気にする必要はないんじゃないの」などと言っていた。

「そこ！　列、乱れてるわよ。もうすぐ先生の話があって出発だから、ちゃんと並んどいてねー！」

　その透夏から注意が飛ぶ。姦かしましくお喋りしていた女子たちは、はーいと返事して素す直なおに従った。

　クラスを統制する役目を担にない、ときにかなりの強権を発動してその任を全まつとうする彼女だが、決して疎うとまれているわけではない。公明正大で面めん倒どう見みがいいことを皆みなが知っているからだ。政治的手しゆ腕わんにも優れた女帝といえるだろう。

　学校生活というものの勝手がわからず、かつ人付き合いが得意ではないボクもかなり世話になった。今クラスに受け入れられているのだとしたら、それは間違いなく彼女の助力によるところが大きい。

　と、そのとき、Ｃ組男子列の方からけたたましい笑い声が上がった。いや、列の体をなしているとはいえない。三分の一が整列し、三分の一が適当に陣じん取どり、三分の一が大声を上げながら走り回っているという有様だった。

「あの、みんな、そろそろ、ちゃんと並んで――」

　瀬名先生がオロオロとした様子で注意して回っているが、効果は薄いようだ。

「ああ？　まだいいじゃんかよ」

　威い嚇かくするように声を荒あららげたのは、帆ほ村むら大だい輔すけ。男子の中心的存在で、印象としては気まぐれな暴君というところだろうか。先日ウルリカに絡からんでいたのも彼かれの率いるグループだった。

　瀬名先生は気け圧おされたように一歩後じさり、それでも何とか立て直して説教を開始しようとしたが、すでに帆村は向こうの方で隣のクラスの男子を小こ突づいていた。

　魔術師としての見解を言えば、おそらく帆村は『人ならざるもの』だ。気配の質が普通の人間とは違う。人間の子どもよりは体力的に優位であり、男子のヒエラルキーの頂点にいられるのもそのおかげだろう。

　もっとも先日万那が言っていたようにさほど強力な存在ではないし、精神的に言えば自己中心的かつ近視眼的で、他ほかの男子よりもずっと幼よう稚ちな印象だが。

「瀬名ちゃんも、なんでそこで強く出ないかなあ。ガツンとやればいいのに」

　腕うで組ぐみをしながら透夏がため息をついた。教師が頼たよりにならないと、彼女の仕事が増えるのだ。

　透夏は視線を動かし、そしてまた渋しぶい顔になった。

　向こうの方で、何やら鷲住先生が初等部の学年主任に苦言を呈ていされている様子である。どうやら点呼に時間がかかって、予定より少し遅おくれているらしい。

「も少し段取りよくやってほしいものだけど。――あー頼りないなあ。せめて、怒られてるときくらい、背筋しゃきっと伸のばせ！　もー」

　彼女の舌ぜつ鋒ぽうは鋭するどい。もともと他人にも自分にも容よう赦しやない性格だが、身内に対してはさらに辛しん辣らつさが増すとみえる。

　面おも白しろいな、とボクは思った。

　学校では集団的行動、社会的行動の様々な側面が実地で観察できる。部屋に一人で籠こもっていては、決して味わえない体験だっただろう。世界が拡ひろがっていくこの感覚は、まったくもって悪くない。

「うちのクラスのサポートは、コウタの寮の先輩なのよね。どう、あの人、頼りになりそうなの？」

　――と、傍ぼう観かん者しやの気分で居たら、話題が身近なところに飛んできた。

「どうだろう。寮で見る限りは、特にそんな感じはしないね」

　訓練と称しようして取っ組み合ってはウルリカや万那に叩たたきのめされていたり、暇ひまがあれば節約メニューや効率の良い掃そう除じの方法について考えていたり。少なくとも力強く集団を引っ張っていくイメージには遠い。

「ふーん、期き待たい薄うすか」

「んー……ただ、責任感は強いし、労を惜おしまないタイプではあると思うよ」

　まあ、天人は天人で自分の仕事をしっかり果たしているし、別にボクも貶けなしたいわけではないのだ。少しだけフォローを入れておくか。

「毎日毎日手を抜ぬかず、寮りよう生せい全員の食事を作ってる。料理上手だし、その他の家事全ぜん般ぱんも得意みたい。あと、鈍にぶいようでいて、実は他人のことがよく見えていたりもするかな。確かに一般的な意味で頼りがいがあるってタイプではないんだけれど、それでいて、こちらが困っているときは見過ごさずに気付いてくれたり、何を置いてでも駆かけつけてくれるというような安心感があるというか。そうだね、包容力がある、という表現が一番しっくりくるかもしれない。リーダーというわけではないんだけれど、それはそれで寮に必要な人材だといえる――ん？　どうかした？」

　透夏がぽかんとした顔でボクを見つめていた。彼女がこういう表情をするのは、非常に稀まれなことだ。

「いーえ、なんでも。珍しくよく喋るから少し驚おどろいただけ。ふーん、そういう人なわけね。……ふーん」

　その声にどことなく面白がるような響ひびきがあるのは気のせいだろうか。

　……………………。

　――ボク、別に妙なことは言ってない、よね？




　結局、オリエンテーションの開始は大おお幅はばに遅れた。

　教師たちによる注意だの説明だのが全すべて終わり、ボクたちが乗り込んだバスが出たのは、予定を二〇分ほどオーバーした頃ころのことだった。




★　★　★




「うー……」

　私はデスクの上に足を投げ出して、真新しい携けい帯たい電話をぽちぽちといじる。これまで携帯を使ったことはほとんどなかったが、もともと機械に対して苦手意識はない。これなら簡単に使いこなせそうだ。

　問題はコミュニケーションの相手がいないと、操作をマスターしても意味がないということだが。

「はあ……」

　小さく息をつく。

　今朝方天人さんに番号とメールアドレスは伝えてある。彼は了解了解と軽く受け流し、

「んじゃ、明日には戻るから、おとなしく留守番しててくれよー」

　と明るく言って出立していった。

　どうも彼は私の保護者を自じ認にんしているような節がある。世話をし面めん倒どうをみる対象というわけだ。神格で言えば私の方がずっと上なのに。

　たまにはもっと色々私を頼るべきなのだ、あの半天使は。

　――まあ何だ、正直に言えば、置いてきぼりにされたようで、面白くない気分であることは否いなめない。

　というか、わりと真しん剣けんに腹を立てている。

　理のない怒りだということは十分に承知しているが、それでもムカつくものはムカつくのだった。

　液えき晶しよう画面に目をやる。ただ待ち受けが表示されているのみ。

　購こう入にゆうの切きっ掛かけは、携帯を持っていないことに疎そ外がい感かんを覚えたからだ。しかし、連れん絡らくが無ければ持っていてもいなくても同じこと。せっかくアドレス教えたんだからメールくらいくれてもいいのに、と思う。

　――そういえば、天人さんは万那さんや梨玖さんとはどれくらいの頻ひん度どでやり取りをしているのだろうか。そんな考えが頭に浮かんだが、すぐに消した。心がチクチクと痛む気がしたのだ。

「いいお天気なのですよー」

　ウルリカが窓の外を眺めて言った。

　この青空の下、天人さんと梨玖さんは一緒にお出掛けしているわけだ。何だか落ち着かないような、気が焦るような、いてもたってもいられない気分。




＊　＊　＊




　目的地に近付くにつれ、窓の外の風景に占しめる緑色の割合が増加していく。

　学校からバスに三〇分ほど揺ゆられると、登山口に到着する予定だ。

　曙しよ光こう山ざんの標高は、一〇〇〇メートルと少しというところ。その中腹に宿しゆく泊はく棟とう、学習棟や野外炊すい飯はん場を備えた複合施し設せつ『少年少女・自然学習村』がある。ハイキング道を徒歩で登り、そこで一泊というスケジュールだった。

　さて、俺おれたちサポート組の三人は、バスの中において、透夏ちゃんのアドバイス「舐められるな」の意味を思い知ることになっていた。

　――このクラスの男子、実にお行ぎよう儀ぎが悪いのだ。

　走行中のバスの中で立ち上がる、歩き回るくらいならまだ良い方で、奇き声せいを発する、取っ組み合いを始める、果てはアスレチックにでも見立てたのか席の背もたれから背もたれへジャンプで飛び移ろうとする者まで現われる始末。野性味溢あふれる言動に、珠子ちゃんが少し怯おびえているほどである。

　瀬名先生や運転手さんが注意するのだが、ほとんど効き目は無し。

「いつもこんなの？」

　近くのコウタに尋たずねる。

「そうだね、基本的には。騒ぎ飽あきれば収まるし、よっぽどひどいと透夏がおとなしくさせるけど。小学校ってどこもこういうものじゃないの？」

「いや、ここまでのは……」

　俺は知らない。少なくとも、自分が小学生のときは違った。

　学級崩ほう壊かい、というやつなのだろうか。

　とにかく、放置しておくわけにもいかないだろう。差し出がましいかもしれないが、俺も手伝ってできるだけ穏おん便びんに……と思ったとき、高らかに笑って立ち上がった者がいた。

「ふははははっはぁ！　よーし、じゃあ俺様がお役に立とうじゃないですかっ！　混こん沌とん渦うず巻まくこの状じよう況きよう、見事収めてみせましょう！」

「ほ、細屋先輩……？」

「いや、細屋、お前どうするつもりだよ？」

「まあ見てろ」

　張り切った顔で子どもたちに歩み寄る。何か言うことを聞かせる秘策でもあるのかな、と思って見ていると――細屋は騒いでる奴らの襟えり首くびを掴つかんで、ぽんぽんと座席に放ほうり込こみ始めた。

　工く夫ふうも何もない、ただの実力行使じゃねえか。

　いやまあ、確かにシンプルかつ効果的ではある。怒いかりの声をあげて反はん抗こうするのもいるが、さすがに力では敵かなわないようだ。

「あ、あの、あんまり乱暴なのは……」

　と瀬名先生。

「いやいや、場合によっては力を見せつけてやることも必要っす」

　意に介かいさず、笑ってみせる細屋。

「言うこと聞かない奴は、びしっとしつけてやりゃ良いんです。またいつでもやりますから」

「はあ……」

　瀬名先生は明らかに困こん惑わくしていた。まあそうだよね。

「暴走スレスレだ」

　俺は、意い気き揚よう々ようと戻もどってきた細屋にそう言った。珠子ちゃんが続ける。

「それに、あの……万が一、怪け我がさせたら、瀬名先生が困ると思います」

　そう、誰だれの行為であれ、クラスの中で起こったことに責任を取らされるのは瀬名先生なのだ。

　細屋は一いつ瞬しゆんきょとんと目を瞬まばたかせた後、あ、そうか、そりゃそうだよなあ、と肯うなずいた。今この瞬間まで気付いてなかったのか、お前。

「でも、一発かましたから、とりあえずはおとなしくなると思うぞ」

　確かに即そつ効こう性せいはあったようだ。騒さわぎはいったん収まった。まあ結果的にはよかったのかなと俺は思った。

　――しかし、すぐにその考えの甘あまさを認にん識しきさせられることになる。

　しばらくしてバスは登山口に到着した。俺たちは先に降り、子どもたちを集合場所まで先導して整列させる役目だ。

「ほらほら、言ったとおり何事もなく着いたじゃん」

　珠子ちゃんと俺に続いて、陽気な笑え顔がおで細屋がステップを降りてくる。

　と、その瞬間、その体がバランスを崩くずし、前のめりに地面に突っ込んだ。

「ぐへっ!?」

　細谷先輩！　と声を上げて珠子ちゃんが駆け寄る。

「あ、ごっめーん。足が引ひっ掛かかった」

　へらへらと笑いながら、少年がバスから出てきた。他の男子より一回り体が大きい。中学生でも通りそうだ。

「おい――」

　俺は眉まゆをひそめて咎とがめようとする。が、その肩かたを背後から押おさえられた。

　額から流血させた細屋が立ち上がっていた。隣で珠子ちゃんがオロオロしている。

「いやいやいやいや、引っ掛かったんじゃないよな、少年。お前、今、後ろから思いっきり足払ってくれちゃっただろ？」

　おどけたような口調だが、目が笑っていない。

「わっざとじゃねえし？　そもそも謝あやまったじゃん」

「ほー、なら俺もわざとじゃないけど拳げん骨こつが当たっちまうかもなあ」

「――あの！」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気に、声が割り込んだ。

　瀬名先生が引きつった笑顔を浮うかべていた。

「あ、あの、帆村君も、悪気があったわけじゃないと思う、し……細谷君も早く、手当てしないと、ね？」

　悪気がなかったかどうかは微び妙みようだと思うが、先生の立場としては、まあそう言うしかないだろうな。

「ぐ…………」

　憤ふん懣まんやるかたない様子だったが、何とか言葉を飲み込んだ細屋。俺はその腕うでを引いて脇わきに連れて行くと、珠子ちゃんに手当を頼んだ。

「大したことないし、血を拭ぬぐってバンソーコー貼はる程度でいいから」

　こいつも人外だ。傷はすぐにふさがるだろう。

「あ、はい。じゃあ、ハンカチ濡ぬらしてきます」

「俺、瀬名先生の手伝いの方に回るし。――細屋、気持ちは分かるけど、キレんなよ？」

「……キレねーよ」

　不ふ機き嫌げん全開の表情ながら、細屋はそう答えた。

　一方帆村とか言う少年は、クラスメイトとふざけ合いながらさっさと歩き去っていた。

　――荒あれたクラスだなあ。担任も苦労が多そうだ。

　その瀬名先生は、騒ぎを見み咎とがめられたのか、学年主任に何やら注意を受けている。

　子どもたちを整列させるべく集合場所に向かって足を早めていると、不意にくいっと袖そでが引かれた。

「気を付けてね、あいつ、一番の問題児だから」

　コウタが俺を見上げて、そう囁ささやきかけた。

「あと……ルール違い反はん承知で言っちゃうけど、あいつ、多分人外だよ。心の隅すみにでも置いておいて」

「……了りよう解かい」

　――なるほどな。

　これは、この先色々苦労することになるかもしれない。ため息混じりにそう思った。




　しかし、その懸け念ねんは予想のかなり斜ななめ上うえを行く形で的中することになる。




★　★　★




　メールはまだ来ない。

　私はだらしなく寝転がり、手足を投げ出す。

　今日はよく晴れている。気温は平年よりやや低めだそうだが、私にとっては十分な灼しやく熱ねつ地じ獄ごくだ。メッシュ地のジャージは通気性に優すぐれているが、これ自体に冷れい却きやく効果があるわけではない。

「それにしても――徒歩で山登りとか、わざわざ疲つかれることをやって何が楽しいんでしょうね、人間は」

　半身を起こして、遠くの景色を眺ながめながら呟く。

　しかも彼は引いん率そつ側の立場だ。生意気盛りの子どもたち数十人の面倒をみながら進まなければならない。

「それはもう、お山のなかにいられるというだけで、しあわせいっぱいなのですよー！」

「……あなたにとってはそうなのでしょうけどね、ウルリカ」

　ため息を一つ。可愛かわいい従者にして妹分。しかし根っからのアウトドア派で、気質的に言えば私とは正反対なのだ、この子は。

「あ、なんだかウルリカも体うごかしたくなってきました。ちょっとおさんぽしてきていいですかー？　亜夜花さま！」

　少しくらいなら、と許可を出すと、ウルリカは嬉しそうに姿を消した。

　私はまた携帯の画面に視線を向ける。

　――向こうからくれないのなら、こちらからメールを送ってみようか。

　今朝方、万那さんに携帯メールのレクチャーを受けた。何でもＰＣのメールとは違った、また独特の文化があるらしい。親しい者同士でのやり取りが多く、また、短文が多用されることから、ＰＣのものより距きよ離り感が近くなる傾けい向こうがあるそうだ。

　これまでほとんど携帯に触ふれたことのない私には、『近い』とか言われてもどんな程度なのか、まるで見当が付かない。そもそもＰＣ、携帯を問わず私的なメールをやりとりした経験自体が皆かい無むなのだから。

　毎日顔を合わせている天人さんとはいえ、初めての送信だ。やはりここは適度な礼れい儀ぎ正ただしさと、親しみを併あわせ持もったものが望ましいのではないだろうか。

　幸いにもＰＣメールに関しては、過去に何通か受信した経験がある。それらの記き憶おくを大いに参考にし、メールを作成。

　そして私はそれを、天人さんに送信した。




＊　＊　＊




「……んー、圏外か」

　俺は携帯に目をやって呟いた。何枚かの山の景色を撮ったのだが、これでは亜夜花に送ってやれない。電波が届くところまで置いておくか。

　一行は列を作って山道を歩いていく。

　目的はあくまで子どもたちに山を体験させることだ。落らく伍ご者しやは出すべからず。となると、自然、ペースはゆっくり目になる。

　移動はクラス単位でまとまって、Ａ組から順にということになっている。Ｃ組は先頭に担任の瀬名先生、最さい後こう尾びに俺たち三人がついてはぐれる子を出さないように進んでいくフォーメーションだ。

「うーむ、やっぱカオスだな、このクラス」

　細屋がしかめっ面つらで言った。

　前方を行くＢ組と比ひ較かくしても明らかに整然度が低い。

　何とか集団としての体てい裁さいを保っているものの、一部の子どもが好き勝手に動くのでかなり列が乱れているのだ。そしてその中心には、やはりあの少年、帆村が居た。

「繰くり返かえすけど、キレるなよ、細屋。一人が問題起こしたら、この野外学習自体が滅め茶ちや苦く茶ちやになるんだからな」

「はいはい、わかってるよ。ハイキング楽しんでる他の子たちに罪はない。瀬名先生の迷惑にもなるしな」

　しっかし人間の連帯責任ってのはややこしいな、などとぶつぶつ呟いている。

「で、でも、あの、このクラスの女の子たちは、すごくしっかりしてますよね」

　話題を転てん換かんしようとしたのか、珠子ちゃんが口を挟はさんだ。

　それは俺も感じている。

　舵かじ取とり役はやはりあの透夏という子のようだった。確かに口うるさいが、四角四面な締しめ付つけではなく、明るさと奔ほん放ぽうさでぐいぐい引っ張っていくリーダーという印象。結果として集団の雰ふん囲い気きが悪くなることなく、統制が保たれている。何よりあのコウタがちゃんとクラスに溶とけ込こんでいる様子なのが嬉しい。

「うむ、物事のポジティブな面に着目するのは大事だ。いいね、国府田ちゃん、惚ほれるねー」

　細屋の言葉に、珠子ちゃんは返答に困った顔をした。

「……軽い奴やつだな。瀬名先生狙ねらいじゃなかったのか？」

「ん？　何か問題あるの？」

「問題あるの、じゃねえよ。そうやって見境なく声掛けてると、デリカシーのない、いい加減な人間に見えるぞ」

「声を掛けておく人間が多ければ多いほど、俺のことを好きになってくれる人が出る可能性は高まるもんじゃないのか？　ほら、クジだって引く回数が多いほど、当たる確率は上がるわけだろ？」

「……それをここで堂々と口にできるのは、ある意味凄すごいと思いますけど」

　珠子ちゃんは呆あきれるを通とおり越こして、諦あきらめの境地に達したようだった。

「俺だってそれほど経験があるわけじゃないけどさ、そりゃ根本的に間ま違ちがって――いや、そうでもない、のか？」

　首を傾かしげる。少なくとも、場数は経験となって後々役に立つかもしれないわけだしなあ――って、細屋のペースに巻き込まれかけてるな、俺も。

「それはともかく。そもそも誰にでも平等にフレンドリーだというのは、つまり、誰も特別ではないと宣言してるようなもんだろ？」

「ふーん、そうなるのかねえ」

「『お前への好意は他の人間へのそれと同レベルだ』と言われて喜ぶ子は居ないからな。単純な話、誰にでも好意的な男ってのは、恋こい人びと向きじゃないと思うなあ」

「するとみなさん、今はお相手ナシ、と？」

　会話に割り込む声。いつの間にかすぐ傍そばに透夏ちゃんが居た。コウタも一いつ緒しよだ。

「んー？　透夏ちゃんは大人のお話に興味があるのかな？」

「恋こいバナは女子の嗜たしなみだもの。そういう物言いは嫌われるわよ、細屋さん。――で、どうなの？」

「……彼かの女じよ、募ぼ集しゆう中」

「俺も、縁えんがないね」

　気まずそうに目を伏ふせたところをみると、珠子ちゃんも同類か。

「……でも、天人、梨玖とは仲いいよね」

　コウタがぼそりと言った。

「そうだ！　お前、あの梨玖ちゃんと一つ屋根の下で暮らしてるんじゃねえか！　何もないのか？　ほんとに？」

「うるさいな。あれは妹つーか、家族みたいなもんだ」

「発展の可能性はないの？」

　興きよう味み津しん々しんな様子で透夏ちゃんが尋ねる。

「……発展もなにも、彼女ってのは別に家族の発展形じゃないだろ」

　梨玖は交通事故で天てん涯がい孤こ独どくの身となった。色々あって今はニュートラルハウスに居場所を得ているが、容易には癒いえない心の傷を負っていることを俺は知っている。である以上、力になれないでどうする、と思う。家族というのは、俺にしてみれば最上級の親愛表現なのだ。

「なら『変化』と言いい換かえればどうですか？　家族からそれ以外のものに、名塚さんの意識が変わる可能性は？」

　珠子ちゃんがさらに踏ふみ込む。

　食くらいつくなあ。ってか、あれ、今の俺、話題の的？

　ふと気付くと、コウタも複雑な顔で俺の方を注視していた。梨玖の親友である珠子ちゃんはわかるが、なんでこいつが気にするのだ。

「あー、えっと……」

　さて、どう答えたものかと思っていると、不意に列の進行が止まった。同時に、前のほうから俺たちを呼ぶ瀬名先生の声が聞こえる。

「ごめんなさい、誰か一人、ちょっと来てくれますか？」

「あ、じゃ、わたしが」

　珠子ちゃんが急ぎ足で向かう。

　伸のび上あがって様子を窺うかがっていた透夏ちゃんが、目を細めた。

「……どうやら、誰か転んだみたいね。大したことなさそうだけど、あたしもちょっと見てくる」

　そう言って、軽かろやかに走っていった。

　追つい及きゆうが止やんで、俺はほっと息を吐はく。

　そして、隣となりに居たコウタに話しかけた。

「恋れん愛あい関連って、よくわからん。俺らにとっては、やっぱついていくのが大変だよなあ、女の子の会話って」

　いつもの調子でクールな相あい槌づちでも返ってくるかと思っていたら――なぜか睨にらまれた。それも、あからさまに不機嫌そうな表情で。

「どうした？」

「……『俺らにとっては、やっぱついていくのが大変だよなあ、女の子の会話って』」

　コウタは感情を交えない声で、俺の言葉を繰り返した。

「あのさ、天人」

「うん」

「なんで、ボクにその同意を求めるわけ？」

　………………………………あれ。

　もしかして俺、何か対応を致ち命めい的てきに間違えた？

「い、いや、別にお前が女の子じゃないって言うつもりはなくて……あ、おい――」

　コウタは俺を無視してすたすたと歩いて行ってしまった。

「お前もデリカシーないんじゃん」

　細屋がなぜか嬉うれしそうにそう言った。




　幸いにも転んだ子は軽い擦すり傷きずですんだようで、すぐに山登りは再開された。

　先ほどまでと違ちがうのは、コウタが冷然と俺を無視するようになったことくらいである。――うん、どうやって機き嫌げんを直してもらおうか。

　頭を悩なやませていると、前方にひょろりとしたぼさぼさ頭が見えた。緩ゆるんだ顔で瀬名先生と言葉を交かわし、行列に逆行してこちらにやってくる。

「お、わっしーだ。どしたんすか？」

「巡じゆん回かいだよ。問題はないかあ？」

　鷲住はいつもの無気力な様子で尋ねる。

「問題――まあ、ちょっと、列が乱れすぎというか……」

　俺は自じ由ゆう奔ほん放ぽうに動き回っている男子どもに視線をやって、そう答えた。機を見てときどき注意をしてはいるのだが、なかなか言うことを聞かないのだ。特にあの帆村を中心とするグループ。

「まだはぐれた奴はいないですけどね」

「んー、確かにフリーダム過ぎる感じなんだよなあ。――お前ら、誰か一人、先頭の方に回ってくれるか？　先行しすぎる奴が多くて、瀬名ちゃん大変そうだったし」

「あ、俺おれ俺おれ、俺行ってきまっす！」

　飛とび跳はねて挙手すると、細屋は返事も聞かずに走っていった。

「女の子の方はちゃんとしてるんですけどね……」

　困り顔の珠子ちゃんが言う。俺は肯いた。

「透夏ちゃんが、よくまとめてるからなあ。しっかりした子ですね」

「まとめるというか、何かと口うるさいんだ、あいつは。やたら押しが強いから、結構支持者は付くんだが」

　鷲住は渋じゆう面めんを作った。

「二人暮らしなんだけどさ、マジで一緒に居ると息が詰つまりそうな――」

「聞こえてるわよ！」

　透夏ちゃんがジト目でこちらを睨んでいた。う、と鷲住が言葉を呑のみ込こむ。父親の方が立場は弱いらしい。

　しかし二人暮らしってことは、父子家庭なのか。

「あの、奥おくさんは？」

「奥さん……嫁よめさん、なあ……」

　鷲住が遠くを見る目になったので、それ以上の追及はためらわれた。

　考えてみたら、返ってきた答えが離り別べつであっても死別であっても気まずいよな。この話題、やめておこう、うん。

「あれ？　何かあったのかな？」

　と、そのとき、珠子ちゃんが呟つぶやいた。前方が騒がしい。

「はいはーい、みんなちょっと止まってー、止まってー！」
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　細屋が大声で怒ど鳴なりながらやってきた。

「どうかした？」

「ああ、また転んで膝ひざ擦すり剥むいた奴が居てさ、手当の間小休止。俺、伝令役ね」

　そう言い残し、細屋は後ろの方へ駆けていった。

　前の方では、瀬名先生が禿はげあがった初老の学年主任になにやら小言を言われ、頭を下げているようだ。さっきに続いて怪け我が人にん二人目だし、監かん督とく不行き届きを咎められてるといったところだろうか。

「あらら、瀬名ちゃん、またいびられてんなあ」

「……なんか、目の敵にされてません？　あの人」

　よく他の先生に怒られているのを見る。

　まだ若いのに大変だと思う。いや、向こうも高校生の俺にこんな同情などされたくはないだろうが。

「んー、本来新人さんは副担任あたりから経験を積んでいくもんなんだけどね。瀬名ちゃんも新任の去年はそうだったんだけど……」

「今は違うんですか？」

　珠子ちゃんが尋ねる。そういや朝に、確か「Ｃ組担任の瀬名悠です」とか自己紹介されたよな。

　鷲住は髭ひげのまばらに伸びた顎あごを撫なで回まわした。

「Ｃ組、前任の先生が春先に急病で亡なくなっちゃって、急きゆう遽きよ瀬名ちゃんが担任に繰り上げになったんだよ。色々検討はされたんだが、本人の強い希望もあってさ。で、副担任のポストは空席にしておいて、学年の先生全体でサポートする形になってる。ただまあ、前の先生は評判のいいベテランだったし、本人にとっても周りにとっても何かとしんどい状況かもね」

　そんな事情があったんだ。

「主任さんの目から見れば歯がゆいだろうし、あるいは厳しく育てるってつもりなのかもしれんけど……とはいっても、あの扱あつかいはちょいと気の毒だわな。ま、俺は、高等部担当だし、しがらみのない立場だから、できることがあるってわけ。避ひ雷らい針しん的な感じで。――じゃ、ちょっと行ってくるわ」

「……意外に、色々考えてたんですね」

「俺は常に可愛い女の子の味方なのよ」

　軽く手を振ふり、鷲住は跳ねるような足取りで歩いていった。




　お説教タイムは鷲住の乱入によりグダグダとなり、転んだ子どもの怪我のほうは今回もたいしたことなかったようで、すぐにまた列は動き出した。

　まあこれだけの数の子どもがぞろぞろ歩いているのだ。転ぶ奴の二人や三人は出てもおかしくない。

　俺は特に不ふ審しんを覚えたりはしていなかった。

　――このときは、まだ。




◆　◆　◆




「理想を言えばね」

　透夏は歩きながら、不機嫌そうな顔でそう口を開いた。

「強さ、心の広さ、意志の強さ、求めたいことはたーくさんあるわけ。でも最低限、相手に対する誠実さがあること。これは譲ゆずれない。つまりね、女の人と見れば見境なくデレデレする奴って大だい嫌きらいなの、あたし」

　彼女の父親たる鷲住蓮太郎氏に関する話題である。彼かれに対しての言動がやたらと辛辣に思えたので、その理由を訊きいてみたのだ。

「要するにね、家族なんだから、好感の持てる人間であってほしいということ」

「なるほど」

　納なつ得とくのいく答えだ。

　ボクに関して言えば、〝家族〟という言葉に何らかの思い入れが持てるほど、父親や母親と過ごした時間は長くない。彼らに対してはそれぞれ一言二言では表せない感情はあるのだが、少なくとも身近な存在ではなかった。

　今、ボクに家族に相当する存在があるとすれば、寮りようの面々だろうか。

　学校へ通うのを決めたこととも関かかわりがある話だが、少し前に大きな転機があり、ボクは自分の殻からに閉じこもるのをやめた。急に性格が外向的に変わるわけでもないが、それでも他者と触ふれ合あう機会は増えた。自然、世界の見え方も違ってくる。

　キッチンで夕食を作っている天人と梨玖。パジャマ姿で通つう販はんの荷物を受け取る亜夜花と、ちょこちょこ動き回ってその運うん搬ぱんを手伝うウルリカ。ソファで昼ひる寝ねをしているてとら。クッキーをつまみながらテレビのお笑い芸人に辛から口くちの論評を加える万那。それを苦く笑しようしながら聴きいている千那。早朝だろうが深夜だろうが、爽さわやかな笑顔をまったく崩さない兄貴。

　今のボクにとっては、そうした光景の一つ一つが重要な意味を持っている。つまりは、ニュートラルハウスはボクの家なのだ。

「コウタはさ、身内に女たらしがいたらどう思う？」

「……どうだろう」

　考えてみる。

　兄貴――リョウタはよく女性と遊んでいるようだ。何と言うか、眉をひそめたくなるような感覚はあるが、ボクが口出しするようなことでもないと思う。

「そうね、例えば、あの名塚天人さんがそうだったら、どう感じる？」

　透夏は少し声を落としてそう問いかけた。

　天人の周囲にも女性が多いなあ。まあ、寮には男性が二人しかいないから、必然の状況ではあるのだけど――

「…………」

　なぜだろう、腹立たしい。

「……別に、ボクがどうこういうことじゃない」

　だが、口に出してはそう答えた。論理的に考えれば、それが正しいはずだ。

「ところでさ、名塚さんとケンカしたの？」

「――――っ！」

　不意打ちだ。ボクは思わず彼女の顔を見直した。

「いや、驚おどろかれても。わかるわよ、そのくらい。露ろ骨こつに避さけてるし、そのくせ気にしてちらちら見てるし」

「……仲たがいをするメリットなんて、ないはずなんだけどね」

　ため息が漏もれる。

　先ほど感じた腹立ちもそうだが、このところ、自分の中にある〝感情〟というものの存在を意識する機会が多い。それも悪い意味で。どうも自分が非合理性に振り回されているような感覚があるのだ。どんなケースであっても、ロジカルに考えれば最適解は明らかなはずなんだけど。

　例えば今なら――

「うん、この気まずさを解消したいなら、自分の方から普ふ通つうに話しかければいい」

　それだけだ。

　だが、透夏がさらりとした口調で結論をひっくり返した。

「あ、それ結構ダメ女の資質っぽい。要注意」

「ダ、ダメ女……？」

「気持ちを押おし殺ころして何でもかんでも自分から折れてると疲れるし、相手だって反省しないわよ。ムカついたならムカついたでいいじゃない。理り屈くつなんて無視、感情最優先」

「そういうもの、なの？」

「そういうものなの」

　透夏は当たり前のように肯いた。

　非論理性の全面肯こう定ていというか、なんか――パラダイムシフトだな。

　とはいえ、天人との冷戦状態を続けていたくないという気持ちがあるのも事実なわけで。

　――難しい。どうしたものか。

　と、そのとき、全体の歩みが止まった。

「……また誰か転んだ？」

　透夏が眉をひそめる。

　先ほどから度たび々たびこういうことが起こっている。

　そう、『また』なのだ。何度めだろう、誰かが転てん倒とうして一行が停止するのは。

　二人三人ならわかる。だが、そろそろ転倒者の数は偶ぐう然ぜんでは説明できない域に達そうとしていた。

　曙光山学園初等部六年生に、特別運動音おん痴ちが多いというわけでもないはずだが。

「どうなってる？」

　ボクは小さく呟いた。

　明らかに何かがおかしい。
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　今回の怪我人はＣ組の男子だった。

　皮一枚の擦り傷だったが、少々範はん囲いが大きかったため保健の先生が駆かけつけて手当てをしているようだ。

　その横では瀬名先生が禿はげの学年主任に叱しかられている。いったい何回目だ、もう少し児童に気を配りなさい、とか何とか。少し遅おくれてやってきた鷲住が、宥なだめる様に間に入った。これももうお馴な染じみとなった光景だ。

　さて。

　確かに転ぶ奴が異様に多いのは事実だが、これは瀬名先生の監督不行き届きや不注意で説明できる問題だろうか。

「ちょっと……多いですよね」

　珠子ちゃんが不安げに言った。

「そうだなあ」

　午前中に七人。一時間の昼食休きゆう憩けいを挟んで、午後はすでに一〇人を数えようとしている。

　合わせて一七人。そりゃ中には鈍にぶい奴や運の悪い奴もいるだろう。しかし、これは異常と言うしかない。

　少し考え、俺は透夏ちゃんと並んで立っていたコウタに声をかける。

　と、コウタは弾はじかれたようにこちらを向いた。

「た、天人？」

「ちょっと付き合ってくれ」

　そのまま少し離はなれたところへ連れ出し、声を落として耳元で尋たずねる。

「何か妙みような気配、感じたか？」

「あ、あの、天人、顔、近い……」

「？　ああ、悪い」

　距離をとると、コウタは気持ちを整えるように二、三度深呼吸する。

「――気配はないでもないんだけど、ちょっとはっきりしないんだ。ごめん」

　優れた魔ま術じゆつ師しであるコウタは、『人ならざるもの』の気配に敏びん感かんである。ただ、それでも高位の神々ほど確実にその存在を感じ取ることができるわけではない。人であるが故の限界だ。

　そして俺おれの方はといえば、人間の血が濃こいせいか、その種の感知能力を欠片かけらも持ち合わせていない。

　霊れい気きの濃い山の中だ。何かが居ても不思議ではないのだが――コウタのアンテナがとらえきれないということは、きわめて微び弱じやくな存在か、それとも、隠いん蔽ぺいをこなせるだけの知能と能力を持ったものか。

「害意がありそうか？」

「意図まではわからない。でも軽傷とはいえ怪我人がでてるわけだし、結果を見ればその可能性はあると――」

　――その瞬しゆん間かんだった。

　ずしんという地じ響ひびき、土つち煙けむり。そして――

「どぅわ!?」

　声を残して鷲住の姿が掻かき消えた。

　いや――消えたのではない。突とつ如じよ出現した大穴に飲み込まれたのだ。

「わ、鷲住先生、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　辛かろうじて転落を免まぬがれた瀬名先生が声を上げる。学年主任はというと、穴の縁ふちギリギリのところで腰こしを抜ぬかしたようにへたり込んでいた。

　俺とコウタも駆け寄った。

　山道が陥かん没ぼつして、角度のついた巨きよ大だいなすり鉢ばち状になっている。その底に、鷲住が尻しりもちをついていた。

「――あー大丈夫、大丈夫です。危ないんで近寄らないでください」

　そう言って小さく手を振り、そして呻うめき声ごえをあげながらゆっくりと立ち上がる。落ちたときに打ったらしく腰のあたりをさすっているが、さほど大きな怪け我がはなさそうだ。俺はほっと息をついた。

　穴は直径二メートル、深さ一・五メートルくらい。このサイズの陥没が、果たして自然に起こりうるものなのだろうか？

「何がどうなったんだ？」

　俺は細屋に尋ねた。Ｃ組の先頭近くを歩いていたこいつは、間近で見ているはずだ。

「…………」

「細屋？」

　重ねて呼よび掛かけると、ようやく俺に気付いたようだった。

「……い、いや、わかんねえよ。普通の道だったところに突とつ然ぜん穴が開いた。そうとしか言いようがない」

　細屋は蒼そう白はくな顔で首を振る。

　何も見ていない、か。

「いやいや、みっともないところを。……地じ盤ばんが緩んでたのかなあ」

　自力で穴から這はい上あがってきた鷲住は、取とり繕つくろうようにへらっと笑った。そして俺たちの顔を見付けて、指示を出す。

「お前ら――えーと、細屋と国府田、残って後続の子どもたちを迂う回かいさせてくれるか？　あまり穴に近付かないように。で、全員が通過したら追いついてきてくれ」

　騒さわぎに集まってきていた子どもたちもやがて散り、細屋と珠子ちゃんをその場に残して列は進んでいった。結果的には細かく休みながらの行軍ということになっているので、かえって子どもたちの士気は上がっているようにも見える。

　もっともそれは何が起こっているのか全体を把は握あくしていない気楽な立場であるがゆえのことで、引率の教きよう師し陣じんには不安の色が広がりつつあった。学年主任がやたら苛いらついているのもその表れだろう。

『人ならざるもの』が関係している可能性を心配している俺は、さらに平静ではいられなかった。

　自然現象であれば問題ない。しかし、その可能性は高くはないだろう。誰だれかが起こしているのだとしたら、その目的が問題だが――どうしたものか。




★　★　★




「――――！」

　画面に表示される受信中の文字。

　やっと天人さんからの返信か。私はボタンを連打する勢いでメールボックスを開く。




Ｆｒｏｍ：柚ゆず原はら万那

Ｓｕｂ：（なし）

本文：あんた夕食どーすんのー？




「……………………」

　冷静に。

　買ったばっかりの携けい帯たいを力いっぱい放ほうり投なげたりしてはいけない。

　さて、天人さんからの返信が来ない理由として考えられることは、幾いくつかある。

　まず私が送ったメールがまだ天人さんに読まれていない可能性。そして読んだけど返信が送れない場所にいる可能性。

　山中は電波の届くところが限られているのだ。宿しゆく泊はく施し設せつの付近では普通に携帯が使えるが、一行が予定より遅れているなら、まだ天人さんも圏けん内ないに入っていないということも十分あり得る。

　もちろん、メールを見たうえで後回しにされているということもあり得るわけだが。

「…………」

　――なぜか変な意地みたいなものが芽生えた。

　いいだろう。ならば持久戦だ。私は返信が来るまでここで待つ。

　万那さんには『いりません』と返し、ウルリカを呼ぶ。

「コンビニへお使いお願い。食べ物と飲み物。あなたの分も買っていいから」

　無造作に投げ出した足元のバッグから財さい布ふを取り出して渡わたす。先日、魔ま術じゆつ書の流出事件で天人さんと共に外出した際、現金を持ち歩くことの重要性を理解したため、財布もバッグも通販で購こう入にゆうしたのだ。

　もっとも、重量がゼロではないから、携帯するとやはり体力を消費するわけで、そうそう出番はない。いずれ科学が発展して、持ち歩かなくても持ち歩けるようになったりはしないものだろうか。いや我ながら何を言っているのかよくわからないが。

「はーいなのですー。おいそぎですかー？」

　ウルリカは元気よく答えた。彼女がその気なら、最も寄よりの店まで一〇分とかからないだろう。

　だが私は首を振る。

「急がなくていいけど、量は十分に。今日と明日しのげるように」
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　気を張って周囲を警けい戒かいしていた俺をよそに、その後の数十分は何事もなく経過した。後方に残っていた珠子ちゃんが戻もどってくる。

「おつかれ。どんな感じだった？」

「土がごっそりと抉えぐれてました」

　珠子ちゃんが少し暗い表情で言った。

「どうやったらあんなことになるんでしょう。わたし、何だかちょっと怖こわいです」

「んー、何らかの原因で土の中に空くう洞どうができると、あるとき突とつ然ぜん崩くずれて大穴になるとかあるみたいだけどね」

　正直俺もそんな説を本気で信じているわけではないが、後こう輩はいの不安を宥めるために言ってみる。可能性としては何者かが悪意を持って仕掛けてきているというのが一番高いけど、それは珠子ちゃんに教えても仕方ないしな。

「まあ、そうそうあることじゃないだろうし、別に心配しなくても――」

　と、そこで俺は言葉を切った。

「名塚さん？」

　珠子ちゃんは怪け訝げんそうに首を傾げる。

「……今さ、その森の向こう、何かがこっちを見てなかった？」

「え？　――あ、あの、もしかして、何か脅おどかそうと意地悪してます？」

「いや、違う違う！　本当に何か居た気がしたんだって！」

「えーっと、わたしは気付きませんでしたけど……動物か何かですか？」

「わからない。よく見えなかったし……」

　視界の端はしを何かがよぎったような、子どもたちの足音とは別に、森の小枝や下草を踏みしだく音が聞こえたような――そして、こちらに向いた視線を感じたような。

　もう一度目を凝こらしてみたが、今度は何の気配を感じ取ることもできなかった。

「……気のせい、かもな」

　あるいは珠子ちゃんの言うとおり、猿さるや鹿しかのような無害な野生動物が通り過ぎただけなのか。緊きん張ちようしすぎたせいで、少し神経が過か敏びんになっているのだろうか。

　もう少し、気を楽にした方がいいのかもしれない。

「そういえば、細屋は？」

　珠子ちゃんと組んで大穴周辺の誘ゆう導どうを任されていたはずだが。

「あ、戻ってくるとき、途と中ちゆうまで一緒だったんですけど……その、お手洗いとかで奥の方に……」

　珠子ちゃんは少し頬ほおを赤らめた。

「あーはいはい、了りよう解かい」

　女の子の前くらい、もうちょっと気を遣つかえばいいのにな、あいつも。

「悪いね、色々残念な奴で。珠子ちゃん、ああいう性格苦手じゃない？」

「いえ、その、別に気にしてません、し……」

　珠子ちゃんはそう言って笑った。少々無理をしているようにも見えたが、まあ追及は控ひかえておこう。

「それに……正直なところ少し羨うらやましくもあります。細谷先輩とか、梨りっちゃんとか、ああいう物もの怖おじしない人。わたし、こんな性格ですし――そのせいで一度、梨っちゃんとも大ゲンカしましたし」

「そうだっけな」

　親友と言ってもいい関係である珠子ちゃんと梨玖だが、かつてはお互たがいに強いコンプレックスを抱いだいていた。珠子ちゃんは社交的な人気者である梨玖の性格に、梨玖は珠子ちゃんが当たり前のように持っている〝家族〟という存在に。

　そしてそのことが要因の一つとなり、とある事件が起きた。

　ほんと、あのときは大変だったなあ……。俺、危あやうく死にかけたし。もっとも認にん識しき改変のせいで、珠子ちゃんの記き憶おくには梨玖とのケンカという部分しか残っていないし、結果的に丸く収まったから今では笑って思い出せるんだけど。

「まあ世の中全員が細屋や梨玖みたいな性格でも困るよ。もう少し落ち着いた――」

　その瞬間だった。

　鋭するどい悲鳴が聞こえた。しかも複数。同時に十数メートル前方で、大きく列が乱れた。

　俺は慌あわてて視線を向けた。

　黒い雲のような何かが、子どもたちの頭くらいの高さに集まって蠢うごめいていた。ブンブンという低い羽音が鼓こ膜まくを刺し激げきする。

「ハチ――？」

　珠子ちゃんが震ふるえる声で呟く。

　数十、いや数百匹ぴき単位か？　俺は全身の血が凍こおるような感覚を覚えた。

　野外でハチに襲おそわれたときはどうするんだっけ？　確か、姿勢を低くして速すみやかにその場を――いや、だめだ。間に合わないし、そもそもパニクった小学生にそんな冷静な行動ができるはずがない。

　全部たたき落とすか？　俺なら不可能ではない。しかし、被ひ害がい者しやが出る前に駆く除じよしきれるかどうか――

　無策のまま飛び出そうとしたそのとき、すぐ隣で声が聞こえた。

「大丈夫、動かないで」

　コウタは二言三言、口の中で何かを呟く。

　と――虫たちは戸と惑まどったように空中で静止し、そして次の瞬間、向きを変えて森の中に戻っていった。

「……すごいな」

　俺は安あん堵どの息をつく。

「方向感覚を狂くるわせただけだよ。下級生物をコントロールするのは魔術の初歩だ。大したことじゃない」

「それでも助かった、ありがとう」

　頭をぽんぽんと叩たたくと、コウタは目を逸そらせた。少し耳が赤い。

「はいはーい、刺さされた人いないー？　いたら教えて」

　声を上げて混乱を鎮しずめようとする透夏ちゃん。少し遅れて瀬名先生と珠子ちゃんも駆け寄る。驚いて泣き顔になっている子はいるが、見た感じ、手当の必要な被害はほとんど無いようだった。

「あれ、ハチじゃなくて、アブだね」

　コウタが声を落として言った。

「一応刺すし、危険はゼロじゃない。でも、それほど凶きよう暴ぼうじゃないはずなんだけど」

「つまり、普通なら襲って来たりはしないってこと？」

　俺の問いにコウタは肯うなずく。

　うーん……

　しかし、現実には攻こう撃げきしてきたわけだ。コウタがいなければ怪我人が大勢出ていたかもしれない。誰かが意図的に引き起こしたものだとして、その狙ねらいはなんだろう？　嫌いやがらせ、あるいは足止めか。

「しかも、今後、攻撃がさらにエスカレートする危険性もある、と――」

　俺は顔をしかめた。胸の中で嫌な予感だけが膨ふくれ上あがっていく。

　そもそも不明なことが多すぎるのだ。犯人はもちろん、その目的も意図もまったくわからない。これでいったい、どんな対処ができる？

　最悪のケースは常に想定しておかなければならないだろう。例えば、害意どころか、殺意を持って仕し掛かけてきた場合。俺にできるのは――

「――――っ！」

「天人？」

　不意にビクッと身を震わせた俺に、コウタが不審そうな声を上げた。

「あ、いや……なんでもない」

　ポケットの中で携帯電話が振しん動どうしただけである。まったく、脅かすなよ……

　山の中は基本的に圏けん外がいになっているが、麓ふもとの登山口付近や、いま俺たちが向かっている『少年少女・自然学習村』の辺りは電波が届くと聞いている。圏内に入ったことで、不着だったメールが届けられたのだろう。

　目的地が近いってことか。そんなことを考えながらメールボックスを開く。亜夜花からのものだった。

　あー、そういや、こいつに山の風景でも送ってやろうとか考えてたんだよなあ。トラブル続きで、写メを撮とっている余よ裕ゆうすらなかったわけだけど。

　内容を確かく認にんしようとした瞬間、また携帯が振動した。今度は電話の着信。表示名は『羽は村むら梨玖』である。

『――あ、通じた。もしもーし、たか兄今どこー？』

「まだ歩いてるとこ」

　別ルートで車に乗せられて来た梨玖は、すでに宿しゆく泊はく棟とうに到とう着ちやく。待ちぼうけ状態だという。

　あまりにも遅おそいので何度か電話して、今やっと通じたとのこと。

　まあ、色々あったから相当遅れてるよな、俺たち。そんなことを思いながら腕うで時ど計けいを確認。現時点で予定を軽く一時間以上もオーバーしている。

「悪い。不測の事態があったんだ。もうすぐ着くよ」

　少し先に川が流れており、小さな橋がかかっている。その向こうに『少年少女・自然学習村』の施設群が見えていた。雰ふん囲い気きを壊こわさないためだろうか、一応山の風景に馴染むような落ちついた色とデザインを施ほどこされていたが、人工の建築物はやはり目立つ。

「多分、先頭が着くまであと五分もかからないだろうから、もう少ししたらそっちからも姿が見え――」

　俺はそこで言葉を切った。

『……？　たか兄？』

　携帯からは怪訝そうな梨玖の声。

「うっし、追いついた。――よーっす、名塚、俺の留守中何もなかったか？」

　のんきに言って後ろから細屋が歩いてくる。

　そのどちらにも俺は返答しなかった。

　今ちょうど、Ｃ組が川にさしかかったところだ。珠子ちゃんと瀬名先生が先導して子どもたちを渡らせている。欄らん干かんもないような簡素な作りの橋の上を、まず帆村たちが大はしゃぎしながら歩きはじめ、コウタや透夏ちゃんが続く。

　俺は、その目の前の光景に胸のざわつくような違い和わ感かんを覚えていた。

　橋――は問題ない。おかしいのは川の方か。何だか、水かさが……どんどん増えていってないか？　これ。

　上流に視線をやる。

「……細屋」

「あん？」

　傍かたわらを歩いていた細屋が俺に倣ならってそちらを見、そしてぽかんと口を開ける。

「おい、なんだありゃ？」

　濁だく流りゆうが恐おそろしい勢いで押おし寄よせてきていた。

　上流で局地的に強い雨が降った？　もしくはダムでもあって、何らかの事情でそれが開放された？　いや、どちらもあり得ない――というか、明らかにそんなことを考えている場合ではない。

　現状を認識するより先に、体は勝手に反応した。このままだとみんな飲み込まれる。

「川から離れろ！」

　持っていた携帯電話を放ほうり出だしそう怒ど鳴なると、自分は逆に川岸へと走った。

　純じゆん粋すいな神には及およぶべくもないが、俺もいくつか超ちよう常じよう的な力を行使することができる。その一つが重力のコントロール。自分と自分が触ふれているものに限り、自由に重力が働く方向を変えられるというものだ。普ふ段だんは壁かべや天てん井じようを歩いて、手の届かないところを掃そう除じする程度のことにしか使わないが――

　俺は灌かん木ぼくにつかまって体を固定し、上流を見み据すえ力を展開する。地面に対して重力方向を転てん換かん。下を上に、上を下に。

　そして――濁流は上に向かって跳はね上あがった。

　もちろん俺の力は無制限のものではない。効果圏内を抜けた水はまた下に落ち、橋の上に襲いかかる。だが数秒は時間を稼かせげたはずだ。あり得ない現象が人目に付こうが、知ったことか。

　避ひ難なんは間に合っただろうか？　俺は振ふり返かえる。

　子どもたちは全員無事渡り終えていた。しかし――最後まで橋の上に残っていた珠子ちゃんが、今まさに水流に飲み込まれようとしていた。

「やば――！」

　反転して走り出そうとする。が、湿しめった土に足を取られた。

　あの勢いで流されれば、普通の人間が泳ぐことはまず不可能。そして、一度見失ってしまえば、救助も難しくなる。

　駆けて、手を伸のばして――間に合うか？

　――いや、駄だ目めだ。

　絶望的な気分で、俺はそのことを悟さとる。もう珠子ちゃんの頭が水の中に没ぼつそうとしている。届かない。

「うおりゃっ！」

　と、そのとき、声とともに細屋が飛び込んだ。

　あっさりと川の中の珠子ちゃんを捕つかまえると、岸に放り投げる。そしてプールで軽く一泳ぎした水泳部員のような体で、悠ゆう々ゆうと這はい上あがってきた。この間わずか一〇秒ほど。

　唖あ然ぜんと見ていた俺の呪じゆ縛ばくが解けた。

「だ、大丈夫か？」

「あー、ちょっと水飲んだかな？　でも多分、大したことないでしょ」

　細屋が答える。

　珠子ちゃんは返事をする余裕もなく噎むせ返かえっているが、意識はしっかりしているようだった。俺は胸を撫なで下おろした。

　瀬名先生や鷲住が走り寄ってくる。川はいつの間にか普段の姿を取り戻していた。
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三章　混迷の夜







「えーと……いったい、何事？」

『少年少女・自然学習村』宿泊棟にて俺たちを出で迎むかえた梨り玖くは、頭のてっぺんから足先までずぶ濡ぬれの珠たま子こちゃんを見、目を瞬まばたかせた。

「あ、珠たまちゃん久しぶり、たか兄おつかれさま」

「おつかれ。……とりあえず、着き替がえさせてやって」

　珠子ちゃんの荷物は川の藻も屑くずとなった。無事だったのは、奇き跡せき的てきに流されなかった眼鏡のみである。幸いにも事務所の方でトレーニングウェアの貸し出しをやっていたので、助かった。

　珠子ちゃんを梨玖に任せると、俺は部屋に荷物を置きに向かった。

　俺たちサポート組も男女に分かれて宿しゆく泊はく室しつが割り当てられている。内装は簡素なベッドのみ。一室あたりの定員は七、八人。他クラスのサポート組と共同だ。

　同じく濡れネズミだった細ほそ屋やは一足先に来て着替えてしまったようで、ベッドの上にバッグが置かれていた。ただ、本人の姿はない。

「こいつ、どっかに出て行った？」

　同室の連中に聞いてみたが、誰も見ていないという。どこか散歩にでも行ったのかな？

　予定表によれば、少し休んだ後、野外炊すい飯はん場にて夕食の準備である。ただしスケジュールが押しているので休憩時間は短縮される見通しだ。

（となると、のんびりしてられないな）

　俺は携帯を通じて連絡し、宿泊棟の階段の陰かげに梨玖を呼び出した。

「――夕暮れ、そして人気のないロケーション」

　現れた梨玖は、はあ、と感かん慨がい深ぶかげに胸を押さえた。

「いいねー、この雰囲気。放課後の告白みたいなシチュだねー」

「……いや、何を言ってるんだお前は」

　相変わらず変なところで変なスイッチが入るな。

「珠子ちゃんと会うの久々だったんだろ？　トラブルのせいで水を差されたな」

「文字通りね」

　そう言って梨玖はくすりと笑う。

「川に流されかけたんだって？」

「ああ。様子はどう？」

「着替えてもう落ち着いてるよ。見た目よりずっと強いからあの子」

　よかった。俺は心から思った。

　最悪の事態になっていたら、とてもこんな会話を交かわしてはいられなかっただろう。細屋の大手て柄がらだな。

「梨玖自身の調子は？」

「大丈夫。もう夕方だから、外でもそこそこ動けると思う」

　日が落ちたばかりで、まだまだ明るい時間帯だ。

『人ならざるもの』への転化当初は、どんな微弱なものであっても一いつ切さい日光を受け付けなかった梨玖だが、今はかなりの耐たい性せいを獲かく得とくしている。この程度なら問題ないということだろう。ちなみに、珠子ちゃん含ふくめた人間の友人たちには重度の紫し外がい線せんアレルギーということで通している。

　俺は一つ息を吐はいて切り出した。

「悪いけど、少し協力してくれ。ちょっと困ったことになってる」

「もちろん。たか兄のお願いなら何だってやっちゃうよ、私」

　即そく答とうして笑い、そして梨玖は少し表情を改めた。

「おかしなことが続けざまに起こってるんだってね。簡単に珠ちゃんから聴きいたけど……何があったのか、くわしく話してくれる？」

　そのつもりだ。俺は道中あったことを簡単にまとめて、説明した。

　なぜか足を取られて転倒する子どもたち、突然山道に開いた大穴、アブの群の襲しゆう来らい、そして川の不自然な増水。

「――偶然にしては頻ひん度どが少し異常だと思うんだよな」

「ふーん……」

　梨玖は腕うで組ぐみをした。

「難しいね。確かに狙いがよくわかんない。一いつ貫かん性せいがあるようなないような……なんだろう、この構ってちゃんが暴れてるような感じ。――犯人の見当はついてないんだよね？」

「ああ、わからない」

　何かやったとしたら人外の存在なのだろうが、誰がそうなのか俺に知る術はない。

　実み尋ひろ市しは人外が人の中にとけ込むための場所なのだから、人間か否いなかを探さぐることがタブーになるのはある意味当然なのだが、その事情が少し裏目に出ている。

　俺には人外の気配を見破る能力がない。コウタは多少できるが、限界はある。微弱なものは察知しにくいし、強力な神などが本気で自分の気配を消した場合、感じ取ることは不可能になる。

　今この瞬間にも何かが起こるかもしれないという状況では、極きわめて不利な条件だ。

「お前は何か感じるか？」

　梨玖は新米とはいえ吸きゆう血けつ鬼き。負の気には敏感だと聞いている。

「そりゃ、まったく感じ取れないわけじゃないけど、精度は神様レベルには遠いよ」

　そして梨玖は小さく首を傾かしげる。

「たか兄の方はどうしたいの？」

「どうしたい……ってのは？」

「何とかしたいと思ってるのはわかるし、どうせ首を突っ込む気なんだろうけど、どのレベルで対処するのかということ。犯人を捕まえる？　それともとりあえず今後のトラブルが防げればＯＫ？」

　俺は少し考えて答える。

「とりあえず、怪け我が人にん出さないのが第一。ハイキング楽しんでる奴やつも多いし、無事に終わらせてやりたい。犯人追つい及きゆうの優先順位はその次でいい」

「了解。じゃあその方針に基もとづいて協力するよー。ならさっそく対策の検討だけど――」

「何かあるか？」

「まず、警戒しておく。感覚を研とぎ澄すませ、気配を探り、何かあればすぐに駆けつける。コウタちゃんにも伝えて力借りる」

　そのあたりは当然だな。

「で、余力がある範はん囲いで、原因を探る。そうだね……例えば、怪我人出た位置やタイミングが正確にわかるかな？　データが揃そろえば、何か見えてくるかもしれない」

「ああ、あとで調べておく。――と、そろそろ時間切れか」

　俺は時間を確認する。これから野外炊すい事じ場ばで夕食作りだ。サポートという本来の役目を果たすためにも、また警戒する意味でも、子どもたちの傍そばに付いていなければならない。

「飯が終わったら、もう一回ミーティングってことで」

「ん、わかった」

　梨玖は肯き、そしてなぜかふふっと笑えみを浮うかべた。

「どうかしたか？」

「いや、やっぱりたか兄はそうやって人助けに燃えてるほうがらしいな、と思って。『天てん秤びんの会かい』に入ってよかったんじゃないかな？」

「……かもな」

　その肩かた書がきは俺の背中を押してくれる。行動する理由をくれる。他人に関かかわることに臆おく病びようになっていた頃ころと違ちがい、あれこれ思おもい悩なやむ必要がない。

　そういえば、『天秤の会』に入ることになったそもそもの切きっ掛かけは、梨玖との再会だったんだよな。あの事件の経けい緯いを考えれば、こうして今もこいつと会話していられるというのは、とても幸せなことなのかもしれない。

「……たか兄？」

「あ、いや、何でもない。念のため、手に負えない事態になったら、寮に救きゆう援えんを頼たのむって選せん択たく肢しも頭に置いておいて。俺が動けなかったりしたら、そのあたりの判断も任せる」

　わかった、と梨玖が肯いた。

　とはいえ、下山中に携帯が通じるとはかぎらないから、連絡を入れるなら明日朝の出発までがリミットということになる。今晩中にどう状況が動くか、どう対応するか、それが勝負になるだろう。

「――と、そういえば」

　携帯で思い出した。さっき亜あ夜や花かからメールが来ていたはずだ。梨玖の電話と川での事件の対応に追われてまだ確認していなかった。

　メールボックスを開く。

「ああ、これ……だ……？」

　俺は自分の眉み間けんに皺しわが寄るのを自覚した。




Ｆｒｏｍ：亜夜花

Ｓｕｂ：あなたに決めさせてもらいます

本文：人間嫌ぎらいで今まで人間を避さけてきました。でもこのままではいけないと思い、荒あら療りよう治じで治そうと思ってお誘さそいのメールしました。今回はあなたと関係をと興味をもち、メールしています。お返事の度にわずかばかりですが謝礼をさしあげることも考えております。

　配信停止はこちらまで




　……………………。

　――なんだこりゃ。

　もう一度言おう。なんだこりゃ。

　俺が絶句していると、横からひょいと梨玖が覗のぞき込こんだ。

「亜夜花ちゃん？　……あらら、見事にツギハギな感じだねー」

「ツギハギ？」

「ほら、スパムとか迷めい惑わくメールとかあるでしょ？　文面見た感じ、あれの寄せ集めじゃないかな？」

　言われてみればそんな気もする。そもそも俺はパソコン持ってないし、携帯のメアドも迂う闊かつにばらまいたりしないので、その種のメールを見る機会がほとんどないのだが。

「……俺、嫌がらせでもされてるのかな？」

　呟つぶやくと、梨玖がクスクスと笑った。

「多分違うよ。可愛かわいいじゃない」

「可愛いって……女の子的にはこういうのが可愛いのか？」

「あのね、手紙やメールは文面だけではなくて、その向こうにある感情を読み取るの」

「何かサイコメトラーレベルのことを要求されてる気がするけど……」

「友だちとのメール経験のまったくない亜夜花ちゃんが、どんなことを思いながらこれを書いたのか、それを考えると、やっぱりとっても可愛らしいと思うよ、私」

　よく分からないことを言う。

　とりあえず、どう返信したもんかな、これ。というか……一体どういう返信を期待されてるんだろう。

　俺は途と方ほうに暮れた。




★　★　★




　暇ひまつぶしに携帯からネットを眺ながめていたら、いつの間にか電池は半分ほどに減っていた。

　持ち運びできるのはいい。しかし画面は小さいし、マウスとキーボードに慣れた手には操作しにくい。やはりデスクトップＰＣの方が便利だと感じる。

　いやまあ、機能と商品コンセプトを考えれば当たり前ではあるし、承知の上で買ったのだけど。

（来ない……）

　天たか人とさんからの返信がまだ来ない。

　私用でメールを使ったことのない私が独力で文面を考えるというのは、やはりリスクがあると思った。なので、かつて受け取ったことのあるメールを最大限参考にしたわけだ。

　読み返しても、気持ちは伝わるし日本語として破は綻たんもしてはいない。最後の配信停止云うん々ぬんの意味はよくわからなかったが、過去私が受けた多くのメールに書かれてあったから、結語のようなものなのだろう。

　初めてにしては悪くないメールだと思う。

　しかし、返信は来ない。

　送ってからどのくらいたっただろう。

　宿泊棟に着いたのなら、もう携帯が使える環かん境きようにあるはずだけど。

　もう何度目かわからないため息をつこうとしたとき――

「あ……」

　受信中の文字が表示され、携帯が振動した。

　今度こそ、天人さんだろうか。いや、そうに違いない！

　ボタンを押すのももどかしく、メールを確認する。

　確認する――と……

　身じろぎの気配が伝わったのか、足元で丸くなっていたウルリカが目を覚まし、ふわあぉと大きな欠伸あくびをした。

「むにゃ……もうご飯なのですかー。きょうは万ま那なさまが天人さまのかわりにお夕飯を作って――」

　寝ぼけた声でそこまで言うと、ウルリカは眠ねむい目をこする手を止めた。

　そして、まじまじと私の顔を見る。

「……あの、亜夜花さま？　どうかしたのですかー？」

「…………」

　まったく予想外の事態に直面したとき、人はどういう表情をするものなのだろう。

　残念ながら鏡を持っていなかったので、このときの私にそれを知る術すべはなかった。




＊　＊　＊




　午後六時半。野外炊事場。

　子どもたちは数人ずつの班に分かれ、それぞれ割り当てられたかまどの前に集まっている。

　彼かれらの手元には薪まき、そして調理用具一式と材料。

　これから夕食のカレーを作るのだ。

　さて、カレーといえば野外料理の定番である。簡単だし、少々失敗してもリカバリーが利きくのでそうそう廃はい棄き物ぶつになったりはしない。初心者に作らせるには適したメニューと言えるだろう。

　もっともある程度料理を嗜たしなむ身としては、極めようとすればとたんにとんでもなく奥おくの深いメニューに化けることをも知っているが、とりあえず小学生たちには関係のない話である。

　ちなみに万が一に備えてレトルトのご飯とルーも用意されていたりする。緊張感を煽あおるため「失敗したら飯抜きだぞー」などと脅かしたりはするが、実際にそんなことになったりはしない。自分が小学生の時はまったく気付きもしなかったけど、色々考えてるんだなあ、先生たちも。

　姿を消していた細屋は、集合時間ギリギリになってようやく現われた。

「どこ行ってたんだ？」

「便所。や、冷えたからか、ちょっと腹具合が悪くなってな」

　はっはっは、と細屋は豪ごう快かいに笑った。

　――これからカレーを作ろうかというときに、変な連想を煽ること言うのはやめてくれ。

「……あ、あの、細屋先輩」

　こちらの姿を見つけると、珠子ちゃんがやってきた。

「よ、国こ府う田だちゃん、大だい丈じよう夫ぶだった？　君もお腹なかこわしたりしてない？」

「……お前、女の子にその質問はないだろう」

　珠子ちゃんは顔を真っ赤にして俯うつむいた。

「あ、あの、平気です……。その、ありがとうございました」

　俺はため息をついた。

　まあ、細屋の功績が消えるわけではないし、悪気があるわけでもないんだろうが、せめてお礼くらいは素す直なおに言える雰囲気を作ってやってもいいだろうに。いや、そういう空気が読めないからこそ細屋なのだろうが。

　Ｃ組を見るのは瀬せ名な先生、そしてサポート係である俺、細屋、梨玖、珠子ちゃんの全部で五人。このうち、細屋以外はある程度の料理技能を有しているので、それぞればらけて各班を見回ることになった。

「うわ、うまーい」

　包丁でするするっとジャガイモの皮を剥むいてやると、子どもたちから感かん嘆たんの声が上がった。ダテに寮りようの食事担当者をやってないぜ。

「練習次し第だいで誰だれでもできるようになるよー。でも今は素直にピーラー使うこと。怪け我がしたら困るから」

　爽さわやかに笑って言う。や、まあ、皮剥きなんて難しいもんじゃないし、料理スキルは身につけておくと何かと便利なので、男女問わず頑がん張ばって欲ほしいものだけどね。

「梨っちゃん、ちょっとあっち側の班見てきてくれるかな？　野菜切るのに手間取ってるみたい」

「はいはい、了解」

　他のメンバーの様子はどうかな、と視線を巡らせると、珠子ちゃんが梨玖にてきぱきと指示を出している光景が見えた。溺れかけたショックからは完全に立ち直っているようで、俺は安あん堵どする。

「あ、細屋先輩、手が空いてたら各班の進行状況確認してもらえますか？　特別に遅れているところがあったら教えてください」

　焦るでも慌てるでもなく、余裕を持って的確に人を動かしている。

　へえ、と俺は少し意外に思った。

「……あの子、フォロー役というか、サブリーダーの適性があるのかな」

　先頭に立って動くのは苦手っぽいが、全体の調整役は驚くほど上手うまい。

　梨玖も細屋も自分の判断でどんどん突っ走ってしまうタイプだから、一歩引いて全体を見渡せる珠子ちゃんとは相性がいいのかもしれないな。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　俺は子どもたちに問いかける。

「怪我と言えばさ、今日何人か転んでたみたいだけど、どこのクラスとかどこの班とかわかるかな？」

　いや、具合悪くなってないかとか心配だから、様子見に行こうと思って。そんな感じで言葉を続ける。

　こちらが本来の目的だ。子どもたちの監かん督とくをしながら、それとなく情報を集める。怪我人の出た位置。時間。状況。梨玖の方も同じように情報を集めている。後で突つき合あわせてみれば、何かわかることがあるはずだ。

　コウタの方は引いん率そつされる側という立場上、動きが制限されるので、不ふ慮りよの事態に対する警けい戒かいを頼んでいる。

　料理が進むに従って、情報も集まってきた。

「んー……」

　俺は小さく唸うなった。現時点までで聞いた話を総合すると、怪我人はやはりＣ組とその付近、つまりＢ組の後列、Ｄ組の前列に多くなっているようだ。まだ予断は禁物だが、事件の中心点がこのクラスにある、ということなのか――

「あ、名な塚つか君」

　次の班を見るために移動していたら、瀬名先生にそう声をかけられた。

「どう？　順調ですか？」

「順調ですよ。多分、どこもいい感じに出来上がるかと思います」

　進度や完成度にはばらつきがあるものの、調理自体は特に問題もなく進んでいた。

「そっか、ごくろうさま。引き続きお願いしますね」

「……あの、先生」

　歩き去ろうとする先生に、俺おれは思わず声をかけていた。

「なあに？」

「ちょっと、休んだ方が良いんじゃないですか？」

　夜目にもわかるほど顔色が悪く、表情に力が無くなっていたのだ。

　山を登ってきた以上、肉体的にも疲つかれてはいるだろうが、むしろ精神的に限界ぎりぎりであるように見えた。

　瀬名先生は笑みともいえない弱々しい笑みを浮かべた。

「大丈夫ですよ。山登りではうちのクラス、遅おくれて迷めい惑わく掛かけちゃったから、ここで頑張らないとね。それに、色々アクシデントはあったけど、子どもたち、楽しんでるでしょ？　いい思い出として残るよう、ちゃんと最後まで面めん倒どうみてあげないと」

「でも……」

　俺は言いかけて口を噤つぐんだ。

　カレー作りの監督くらいなら俺たちだけでもやれるだろう。ただ、何か起こったときに担任がのんびり休きゆう憩けいしていました、というのは責任上非常にまずい。だから、瀬名先生は休むわけにいかない。

　その辺りまでわかるだけに、沈ちん黙もくせざるを得なくなってしまう。

「それにしても……難しいね、教師って」

　瀬名先生がかすかに苦く笑しようした。

「もう少し、ちゃんとこなせるつもりだったんだけどなあ」

「…………」

　おそらくは返答を期待した言葉ではなかったのだろう。しかし、それでも気の利いた慰なぐさめの一言も言えない自分がもどかしかった。

　と、そのとき

「おや、お喋しやべりですか？　暇なんですかね、瀬名先生。かなり予定より遅れてますから、もう少さっさと動いて欲しいところなんですが」

　学年主任の禿はげた頭が視界に入った。嫌な表情を浮かべていた。わずか半日の付き合いだし、直接やりあったわけでもないが、こいつのねちねちとした物言いにはうんざりしつつある。

「あの！　別にお喋りしてたわけじゃ――」

　俺は言葉を飲み込んだ。瀬名先生が小さく首を横に振ふったのだ。

　嫌いや味み混じりの小言が開始される。彼かの女じよは行きなさいと俺に目で合図し、そしてうなだれて先輩教師からの叱しつ責せきを受け止めている。

　こんなんじゃそりゃ精神的に追い込まれもするよな、と思いながら俺はその場を離はなれた。

　何か力になりたかったが、余計な口出しは火に油を注ぐだけだろう。今は自分のやるべきことに集中、そう気持ちを切きり替かえる。

「どうだった？」

　梨玖を捕まえて尋たずねてみる。

「ん、Ｃ組に原因があるっぽいね」

　簡潔な答えが返ってきた。

「その近辺に被ひ害がい者しやが集中しすぎてる。たか兄の調べた方でもそうだったでしょ？」

　純粋に地理的な意味での『場所』に何らかの要因があるのだとしたら、常にＣ組の周囲にだけ被害が出るのはおかしい。俺たちはずっと移動し続けていたのだ。

　となれば、Ｃ組という『集団』の方に着目することになるわけだが――

「……話がややこしくなるな。何だよその中ちゆう途と半はん端ぱな攻こう撃げき範はん囲い」

　特定の個人を狙っているわけではない。とはいえ、もっと大きなカテゴリ――例えば『子ども』『小学生』『登山客』などに対する害意があるのだとしても、Ｃ組だけが標的にされる理由にはならない。

「まあ、動機なんてのは元げん凶きようを押さえてから直接聞くのが一番早いと思うけど……かといって、それを突き止めるにはまだ手て掛がかり不足だしね。うーん……」

　腕うでを組んで梨玖は唸った。

「一つ言えるのは、内部犯の確率が高くなったってことかな。断定には早いけど」

「そうなる、か」

　目的は不明だが、少なくとも無差別な攻こう撃げきではない。被害者の範囲は限定されている。Ｃ組を狙う動機を持ちうるものは、Ｃ組の中、もしくはその周囲にいる可能性が高い。

　単純に考えれば、Ｃ組内の『人ならざるもの』が一番怪あやしいわけだが――

「帆ほ村むらってお前が見てる班の中に居たよな？」

「ああ、問題児君？　珠ちゃんに聞いてる。人外だよね、あの子。決めつけるには早いけど、注意しておく必要はありそうかな」

「様子、どうだった？」

「んー、おふざけが過ぎる傾けい向こうはあるけど、カレーは真ま面じ目めに作ってたよ。あの班、多分、クラスで一、二番目に完成するんじゃない？」

「そうなのか？」

　意外だな、と俺は思った。もう少しハメを外すんじゃないかと警戒してたんだけど。道中、散々はしゃいだから気が済んだのだろうか。

「現状、わかるのはこんなところか」

　あまり前に進んだ気はしないが、仕方ない。

「今後も何が起こるかわからないから、警戒は継けい続ぞくだね。誰かが力を使えば、その瞬しゆ間んかん、私かコウタちゃんが察知できるかもしれないし」

「結局、相手の出方待ち、か」

　もちろん、このまま何も起こらなければ、それが一番いいのだけれど。

　俺と梨玖はひとまず検討を打ち切って、それぞれの仕事に戻もどった。

　夕食作りは大おお詰づめを迎むかえていた。

　カレー完成の一番乗りは、梨玖が予想した通り帆村の班だった。そして他の班からも次々に出来上がったという報告が入る。

　んじゃ、まあ、ひとまずは食事だな。一息つけるだろうか。




　――事件が起こったのは、そんなことを思った瞬間だった。
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「これ、水、多すぎない？　私、水っぽいカレーって嫌いなんだけど」

「分量通りのはずだよ？」

「やばそうなら、煮に詰つめたらいいんじゃないの」

「ねえ、こっそり人にん参じん抜ぬいたらだめかな」

　同じ班の女の子たちが作業をしながらお喋りしている。それを何となく聞きながら、ボクは目で天人の姿を追っていた。

　調理は特に大きな問題もなく順調に進行している。米は炊たきあがった。今は肉と野菜を煮込んでいるところだ。これにカレールーを割り入れてよく混ぜれば完成である。

　ボクには料理の心得がない。同じ班の子たちのほとんども同様だったが、透とう夏かが見事な手て際ぎわで効率よく料理を進めていった。父親がまったく役に立たないので、自然に覚えたのだという。途中、瀬名先生と梨玖が進行具合を確認しに来たが、問題ないというお墨すみ付つきを与あたえて立ち去った。

　天人は別の班の方を回っていたようだ。だから何だというわけでもないが。

　…………。

　天人からは、『人ならざるもの』が力を行使しないか特に注意していてくれ、と頼まれている。

　頼たよりにされたり、当てにされたりするというのは嬉うれしいものだ。無限の力が湧わいてくるような、自分にできることならなんでもしてあげたいというような、不思議な高こう揚よう感をもたらしてくれる。

　だから、見ていてほしいと思う。自分が頑張っているところを。役に立つところを。

　でも、天人は頼むだけ頼んでおいてずっとボクに注意を払はらっていない。そのことが、ボクを微びみ妙ように苛いら立だたせる。

　天人は今、瀬名先生と話している。少し疲れた様子の先生を気き遣づかっているようだ。

「……何に使うのかな、これ」

　調理用具を洗っていた子が、小さく言った。

　手に持っているのは皮むき器、いわゆるピーラーだ。彼女はその側面上部、ちょうど刃はの横側についた突とつ起きを撫なでている。

「ああ、芽取りね」

　透夏が答えた。

「ジャガイモにときどき芽の生えたのがあるよね？　ここをぐっと差し込んで、えぐり取るの」

　天人の性格から言えば、困っている人には手を差さし伸のべようとする。ボクのときもそうだったし、かなり参っている様子の瀬名先生に対してもそうだろう。彼らしいといえば、彼らしい。

「へー、捨てちゃうもんなの？　『ジャガイモの芽』ってなんか美お味いしそうな響ひびきだけどなー」

「ニンニクの芽とかタラの芽とかあるよね」

　しかし、言いい換かえれば、天人が気に掛かけるのは『属性：困り中』というラベルのみであり、その他のパーソナリティは二の次に追いやられるということに他ならない。困難に陥おちいることでしか天人の視線を自分に向けられないのだとしたら、このボク、和泉いずみコウタの人格、価値観、容姿や声というものに価値はないということなのだろうか。

　これは非常に面おも白しろくない考えだった。

「……毒」

「え？」

「毒だよ。ジャガイモの芽にはアルカロイド系の毒が含まれてるんだ。総そう称しようしてポテトグリコアルカロイド」

　ボクは半ば上の空で会話に口を挟はさんでいた。植物や薬物にくわしい。これもボクを構成する要素の一つ。

　天人はまだ先生と話している。

「皮や芽に多く含まれ、加熱しても分解されにくい。とはいえ毒性はさほどでもなく、摂せつ取しゆしたところでたいていはお腹が痛くなったり吐いたりする程度。残念だ」

　――自分でも何だかよく分からない思考になっている。残念って何が？　誰かに飲ませることでも考えてたのだろうか、ボクは。

「そっち方面に突つっ走ぱしるのは、あまり喜ばれないんじゃないかと思うわよ」

　透夏が少し呆あきれたような口調で言った。

「あ、え？　ボク？」

「そう。あー、個人的には肯こう定てい派はなんだけどね。そういう感情はこじらせるととんでもないことになりがちだから注意」

　ふと気付くと、同じ班の子たちが少し怯おびえたような目でボクを見ていた。

　余談だが、後日『毒殺王子』などという妙みような仇あだ名なが付いたことを知り、ボクは困こん惑わくすることになる。

「……まあ、何というか、八方美人な男ってムカつくのは確かだわね」

　透夏は不意に眉まゆを寄せてそんなことを言った。

　天人と話していた瀬名先生が学年主任にいびられ出したので、鷲わし住ずみ先生がまた仲ちゆう裁さいに入ったようだ。

「いや、別に、ボクは、そんなつもりは……」

「――あ、それ、ときどき軽くかき混ぜてね。焦こげ付つくから」

　聞き流された。

　そろそろ各班、調理が終わったようだ。

　手際の良さによって当然仕上がり時間には差がでるものだが、食べ始めるのは全班が完成してから揃って、ということになっている。

　個人レベルで判断すれば非合理的に思えるが、集団性社会性獲得のための訓練だと思えばこれでいいのかもしれない。有あり体ていにいれば、今のボクは『みんなで何かをする』ということを結構楽しんでいる。

　お腹もいい具合に減ってきてるしね。

「そろそろ盛りつけ始めたほうがいいのかな？」

「そうね。お皿、準備しといて」

　透夏とそんな会話を交わした――その瞬間だった。

　ボクはぴくりと身を震ふるわせた。背筋に悪お寒かんが走る。この感覚は――

　周囲を見回そうとしたとき、少し向こうのかまどが爆ばく発はつを起こすのが見えた。
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　俺たちが駆かけ付つけると、瀬名先生が右手を押おさえてうずくまっていた。皮ひ膚ふが焼け焦げ、ただれている。

　事態を把は握あくし、まず最初に動いたのは梨玖だった。

「――細屋先せん輩ぱい、事務所に行って氷がないか聞いてきて下さい。あればあるだけお願いします。珠ちゃん、保健の先生呼んできて」

　簡かん潔けつに指示すると、瀬名先生を水道に連れて行き、流水で火傷やけどの部分を冷やした。

「何があった？」

　俺は近くの女子に尋ねた。

「お、お鍋なべを火にかけてて――」

　火が小さくなって消えそうになったので、先生に見てもらった。そしたら急に爆発でもしたかのように炎ほのおが大きくなって瀬名先生の手を飲み込んだ――しどろもどろの話を総合するとそういうことらしい。

　どうやら子どもに怪我人は居ないようだ。不幸中の幸いである。

「だ、大丈夫。大したこと、ないみたいだから」

　瀬名先生は真っ青な顔で弱々しく微笑ほほえんでみせた。だが、押さえた指の隙すき間まから、色の変わり果てた皮膚が覗いている。どう考えても大したことないと言えるような火傷ではないだろう。

　しかし……なぜこんな事故が起きた？

　子どもたちに火を扱あつかわせる以上、細心の注意を払っている。当然ながら近くに危険物はおろか、燃えやすいものすら置いていない。つまり、爆発的に炎が大きくなるのは不自然なのだ。だとすると考えられるのは――

　梨玖が俺に視線を向け、一つ肯うなずく。

　――誰かが超ちよう常じようの力を使った、か。それ以外にないだろう。

　騒さわぎを聞きつけた子どもたちや教師たちがあつまり、人ひと垣がきを形成しつつある。瀬名先生は梨玖に任せ、俺はそっとその場を離れた。

　探すまでもなく、すぐにコウタが歩み寄ってきた。

「手当は任せて。不自然にならない程度に痛み止めと治ち癒ゆ促そく進しんをかけておくから」

「頼む。――何か、感じたか？」

　年若い魔ま術じゆつ師しは肯いた。

「悪意を持って、意図的に炎を操あやつったのが居る」

「誰だ」

「帆村大だい輔すけ」

　ああ、やはり、か。あの問題児だ。

　とうとう尻尾しつぽを出したということか。




　状態が落ち着くと、瀬名先生は宿しゆく泊はく棟とうにある救護室に向かった。こっそりとかけたコウタの治癒術が効果を現し始めていたようだから、こちらは大丈夫だろう。

　俺たちサポート組は子どもたちを宥なだめ、席に着かせた。とりあえず、夕食は食べさせないといけない。

　が、ここでまた問題が持ち上がった。

　帆村大輔の班が一人残らず姿を消していたのだ。作ったカレーを騒ぎの間に掻かき込こんで腹ごしらえをし、脱だつ走そうしたものと思われた。

　つまり、瀬名先生に火傷を負わせたのは陽動というわけか。小こ賢ざかしいことを考えるもんだな。

　そう言えば万那さんが言っていた。初等部に所属する『人ならざるもの』は精神的に未熟であるケースが多いと。なるほどね、要するにわがままで身勝手ってことだ。

　当然ながら複数人の児童が行方ゆくえ不明になるというのは大事件である。

　例の禿げた学年主任は教師たちを集め、青ざめた顔で指示なんだか八つ当たりなんだかよくわからない怒ど鳴なり声ごえを上げていた。

「……どうするんですか？　これから」

　ようやく解放されてうんざりした顔をしている鷲住に、俺は尋ねた。

「んー、とりあえず子どもたちにご飯食わせて、後片付けさせる。その間、俺たちは捜そう索さく隊たい組んで、脱走した奴を捜す。まったく最近のお子様は無む軌き道どうだな」

　ほんと迷惑な話だわ、とため息をつき、鷲住はおさまりの悪い黒くろ髪かみをがしがしとかき回した。覇は気きに乏とぼしいのはいつものことだが、パニックに陥ったり頭に血が上ったりしていない分、他の教師たちよりまだ頼りがいがありそうに見える。

「それでも見つからなかったらどうするんですか？」

　梨玖が言った。

「えーと、この後はキャンプファイアの予定だっけか。屋内メニューに切り替え、少人数の先生を監かん督とく役やくに残して、あとは引き続き脱走者を追っかける。お前らサポート部隊も、半分は捜索を手伝ってもらうことになると思う。――ちなみに捜索隊の責任者は俺ね。お前らはどうする？」

　逃にげ出だしているのは帆村とその班員。

　瀬名先生に怪我をさせたのは帆村であり、となれば、これまでの事件も愉ゆ快かい犯はん的に奴が起こした可能性が高いと言える。あのガキを捕つかまえればこの一連の事件も無事終しゆう了りようということになるわけだ。

　さほどの力はもたないとはいえ、『人ならざるもの』が鎖くさりを離れて暴走しているのだ。『天秤の会』としても放置しておくわけにはいかないだろう。

　ならば考えるまでもない。

「じゃあ俺、帆村たちの方に。――梨玖もこっちでいいよな？」

　夜ならば、梨玖もその能力を十全に発揮できるはず。一気に全すべてを解決する絶好のチャンスだ。

「んー……」

　しかし、梨玖は即そく答とうしなかった。

「どうした？」

「何か、違い和わ感かんというか――」

　小さく首を傾げた。

「微妙に引っ掛かるんだよね。見落としがある、ような、そんな感じ」




★　★　★




「よーし、んじゃ行くか」

　先頭に立つ背の高い少年が宣言する。

「おー」

「探検しよーぜ、探検」

　取り巻きたちが唱和し、彼ら七人は楽しそうな様子で山道を歩き始めた。

「しっかし、よゆーだったな、帆村」

「アホなんだよ、あいつら」

　帆村と呼ばれた少年は、少し得意げに鼻を鳴らす。

　担任に火傷を負わせ、その騒ぎに乗じて脱走してきたのだ。

　一行はハイキング道からやや外れた森の中を歩いている。教師たちが追いかけてきたところで、そうそう見つかったりはしない。

　炎に干かん渉しようしコントロールする能力は『火ひ蜥蜴とかげ』の特とく徴ちようだ。かつては火を司つかさどる精せい霊れいの一種として活動していたが、照明や暖だん房ぼう器具の発達により人間界に居場所をなくし、近年になって実み尋ひろ市しに越こしてきた種族である。

　一族の意向として、年若い個体は帆村のように曙しよ光こう山ざん学がく園えんにて学ぶことになっている。帆村の気き性しようの激しさと、人間に比して強い腕っぷしはクラスの男子たちの上に君臨するのにさぞ役に立ったことだろう。

　自然の中、人口の照明が存在しない穏おだやかな闇やみ――今夜のこの環境は羽目をはずすのに絶好のものだった。気が済むまで駆け回り、木々を蹴け倒たおし、岩を割り、暴れまわる。そして飽あきたら火をつけて全部燃やしてしまう。

　全て帆村には可能なことだ。気性的な意味でも、能力的な意味でも。

　と、そのとき、取り巻きの一人が何かに足をとられたのか、あ、と声を上げて転んだ。

「何やってんだよ、どんくせえな」

　高揚した気分に水をさされたのか、帆村は苛いら立だった声を上げる。転んだ少年は、へつらうように笑ってみせた。

「ご、ごめん、何かでっかい棒みたいなのが落ちてたみたいでさ」

　火蜥蜴という種族は夜目が利く。物体の温度差を感知して視覚に補正をかける機能を有しているためだ。

　日にち没ぼつからまだ間もないし月も出ているので、人間であっても今の状じよう況きようならある程度周囲の様子を見て取れるだろう。

　地面に太い倒とう木ぼくが転がっていた。

「なんだ、これ？」

　帆村は眉をひそめた。

　山の中に倒木が一本や二本あることは不思議ではない。だが、これは少し様相が異なっている。真ん中あたりが粉々になっていたのだ。そう、まるで何かに踏ふみ砕くだかれたかのように。

　しゃがんで地面を調べた帆村は、大きなくぼみを発見する。

　――大きな、おそらくは虎とらや熊くまなどよりさらに大きな獣けものの足あし跡あとだった。

「……まだ新しいな」

　土が湿しめっているせいもあって、くっきりと形が残っている。

「な、なあ、帆村、なんかこれ、やばくね……？」

　人間たちの表情に不安の色が濃こくなる。

　だが帆村は、そんな彼らの臆病さを鼻で笑った。

「なんだお前ら、びびってんのか？　――あ、そーだ、いいこと思いついた。この足跡の正体突き止めようぜ！」

　帆村は宣言した。ええーと異論を訴うつたえる声が上がるも、一睨にらみして黙だまらせる。

　自分の決定がすなわちこの集団の決定――それを押おし通とおすことに慣れた者の所作だった。

「――こっちにあった！」

「あ、これもっぽいよ」

　周囲に散らして足跡を探たん索さくさせると、すぐに次々と報告が上がった、

「向こうの方へ、緩ゆるやかにカーブしながら移動、ね。なんか、この『自然学習村』の周りを、様子をうかがうように動いてる感じだよなあ」

　楽しそうに帆村は呟く。

「ひっ！」

　そのとき一人の少年が鋭するどい声を上げた。

「んだよ、うっせーな！」

「む、むむ、向こうの方で、何か、動いた、光る眼めみたいなのが――」

「眼？」

　動どう揺ようする取り巻きたちをよそに、帆村は一人笑う。

「ふーん、やっぱ何か居るんだな」

　面白い、いい退たい屈くつしのぎだ。この俺様が狩かってやろう。

　――そんな意志の明らかな表情で、帆村は舌なめずりをした。




◆　◆　◆




　夕食後、ボクたちは学習棟とうの大部屋に移動し、映画の鑑かん賞しようをすることになった。

　本来はキャンプファイアを囲んで歌や寸劇を行う予定だったのだが、帆村たちが脱走した関係で――つまり、教師やサポート組の中高等部生による捜索隊が組織され、そちらに人員を取られるため、手のかかるプログラムが不可能になったのだ。

　火傷を負った瀬名先生は隣となりの宿泊棟の救護室で休んでいる。こっそりと治癒の術を施ほどこしておいたから、明日にはかなりマシになっているはずだ。

　スクリーンには少し前の名作アニメ映画が映し出されている。

　興味を惹ひかれないではなかったが、そちらにばかり気を取られているわけにもいかなかった。

　映画の前にこっそり呼び出されて、梨玖から指示を受けていたのである。




「コウタちゃんは、ちょっと注意していてほしいんだ」

「注意って……何に？」

「わからない」

　梨玖は屈くつ託たくのない笑え顔がおのまま言い切った。当然ながらボクは困惑する。

「いや、わからないって……」

　どうしろというのか。

「はっきりとはわからないけど、かなり高い確率で何かが起こる。多分、建物の外から、何者かが、何か仕し掛かけてくるはず。今日一日、色々とトラブルがあったと思うけど、それの最大規模のになるかも」

「……あいまいなんだか具体的なんだかよくわからない予測だね」

　それでいて、なぜか梨玖の表情は確信に満ちている。

　傍かたわらに立っている天人に視線で問いかけたが、小さく肩かたを竦すくめただけ。彼にもよくわかっていないらしい。

「で、注意してて、その〝何か〟が起こったとき、ボクはどうすればいいの？」

「怪け我が人にんを出さないようにみんなを守ってあげて。私たちも全力を尽つくすけど、魔ま術じゆつの使えるコウタちゃんが一番できることが多いはずだから」




　スクリーンの中では主人公の少年と幼いヒロインの交流シーンが展開されている。そういやこれ、人と『人ならざるもの』の触ふれ合あいがテーマの一つだよな。

　――まあ、協力するに吝やぶさかではないのだ。『天秤の会』絡がらみで力を貸したことはこれまでに何度もあるし。

　ただ、こういう漠ばく然ぜんとした指示は、対応に困る。

（何者かが、何か仕掛けてくる、か）

　瀬名先生に傷を負わせた帆村は、今、この施し設せつの敷しき地ちの外に居るはずだ。彼が戻ってきて攻撃をかけてくるということか？　それともまったく関係ない何かが起ころうとしているのか？

　スクリーンから視線を外し、薄うす暗ぐらい部屋の中をこっそりと見回す。

　ほとんどの子どもは映画に釘くぎ付づけになっている。壁かべ際ぎわに立っている姿は教師か。帆村たちの捜索に出ているので、数はかなり少ない。シルエットのみながら、天人と梨玖の姿も確かく認にんできた。

「……何きょろきょろしてるの？」

　隣の透夏が小さく囁ささやいた。

「いや、何でも――」

　と答えかけたとき、ボクは小さく床ゆかが振しん動どうしていることに気付いた。

　地じ震しん？　いや、微妙に違ちがう気がする。この感覚は――ヤバイ。

「――――ッ！」

　次の瞬間、悪意が強きよう烈れつな波となって襲おそいかかって来た。




＊　＊　＊




　――来た、と俺が腰こしを浮うかせかけた刹せつ那な、ズシンという地じ響ひびきとともに建物全体が大きく揺ゆれた。

　部屋の空気がざわめく。

　間かん髪はつを容いれず、さらに大きな揺れが続けざまに数回。

「な、なななな、何だ？　落ち着け！　いや、落ち着きなさい！」

　学年主任が大声を上げた。

　いや、一番落ち着く必要があるのは、あんたではないのだろうか。

　彼はおぼつかない足取りで前の方に出て、何か指示を出そうとする。

　その瞬間、ゴウゥンと轟ごう音おんとともに、今までで最大の揺れが起こった。

　子どもたちが悲鳴を上げて床に転がる。天てん井じようと壁に亀き裂れつが走り、室内の蛍けい光こう灯とうと窓ガラスが派手な音を立てて割れ飛ぶ。

　俺は血の気が引くのを感じた。やばい。あれが上から降り注げば、怪我人が出るのは避さけられない。

　だが、落下物は見えない壁に阻はばまれるように子どもたちを避けた。学年主任を直ちよく撃げきしようとした、人の頭ほどある映写機も含ふくめて。

　コウタが上う手まくやってくれたらしい。

　部屋の中は大混乱だ。しかし――まだ本格的なパニックには陥っていない。手が付けられなくなる前に、行動を起こさないと。

　俺は大声を上げた。

「はいはーい、六年Ａ組起立してー！」

　無む秩ちつ序じよの中に響く、シンプルな指示。子どもたちは戸惑いながらも素直に従った。

「回れ右、出口から外に出て」
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　こういうときに一番恐おそろしいのは、皆みなが我先にと出口に殺さつ到とうし、将しよう棋ぎ倒だおしになるというパターンである。だから、何か起こった場合は俺が主導権を取って順序よく避ひ難なんさせるという算段を立てておいたのだ。部屋の外には梨玖が待っていて、屋外まで先導してくれる手はずになっている。

　断続的に襲い来る揺れの中での移動だったが、途中からは我に返った教師たちも手伝ってくれ、ほどなく俺たちは全員を外に出すことに成功した。

　ふう、と安あん堵どの息を吐はく。

　まだ整列と人数確認の途中だが、逃げ遅れた者や重い怪我人はどうやらいないようだ。子どもたちの中に動揺したり涙なみだぐんだりしているのは見られるものの、すぐに平静を取とり戻もどすだろう。

　学年主任がまだ興奮して何やら騒いでいるが、あとはもう、児童を宿泊棟に戻して就しゆう寝しんさせるくらいしかやることはないはずだ。

「乗り切ったね、たか兄」

「……おつかれ」

　梨玖とコウタがやってきた。

「二人ともおつかれさん。こっちに残って正解だったな。――コウタもありがとな。お前の魔術があってよかったよ、ほんと」

「ん、別に、大したことじゃ……」

　コウタは横を向いて言った。暗いからよく見えないが、また耳まで赤くなっているに違いない。意外に照れ屋なのだ。

　帆村たちの捜索隊は細屋と珠子ちゃんに頼たのみ、俺たちはこっちの手伝いを志願したのだった。何が起こるのか正確に予測できていたわけではなかったが、どうやら被ひ害がいは防ぐことができたようだった。

　以上は全て梨玖の提案に従った結果である。

　子どもや教きよう師し陣じんは、おそらく局地的な地震ということで納なつ得とくしてくれるだろう。もちろん公的に地震情報が出ているわけもないが、それに気付いたところで真相を探さぐる方法など無い。

　さて、残る問題は一つ。

「――元凶は何、もしくは誰なんだ？」

「そこなんだよねー」

　梨玖はのんきにも感じられる口調で言う。

「コウタちゃん、どう思った？」

「……あの部屋にいた奴やつじゃないのは確か。力は外から襲ってきた」

　逆に言えばそれ以上はわからないということだ。

「ちょっと経験のない感かん触しよくなんだ。指向性が薄うすいというか、捉とらえどころがないというか。言葉ではうまく説明できないけど……」

　コウタの表情は冴さえない。

「状じよう況きよう的てきに考えれば、やっぱり帆村、か？」

　俺は言った。

　脱走した後、外から面白半分に攻撃を加えてきている――そう考えられなくもない。しかし、こっちにちょっかいを出すのが目的だとしたなら、そもそも脱走する必要はないんじゃないか？

　ちなみに奴らが見つかったという連れん絡らくはまだ入っていない。

「なあ、梨玖、お前は何か気付いてるんじゃないか？　もしかして……もう真犯人がわかってるとか？」

　俺は問いかけた。コウタも梨玖に視線を向ける。

　そもそも施し設せつ内ないで何かが起こることを予想したのは梨玖なのである。少なくとも、俺たちに見えていないことが、こいつには見えているのは間ま違ちがいない。

　梨玖は小さく頭を振った。

「過大評価だよ、たか兄。私自身は何もかも見通せるような、そんな大した存在じゃない。ただの新米不死人」

「いや、そうは言うけど――」

「ただね」

　少しいたずらっぽい顔で、幼なじみは俺の言葉を遮さえぎる。

「ちょっとした工く夫ふうで真相に近付くことは、できるんじゃないかとも思うんだ。一つ、考えがあるの。そうだね――真夜中くらいに、もう一度ここへ集合しようか」

　もちろんコウタちゃんも一いつ緒しよにね、と梨玖は微笑んだ。




★　★　★




「な、なあ、そろそろやめとこうぜ……」

「帰ろうよ……」

　気弱な仲間の言葉に、帆村は苛いら立だちを覚えた様子で舌打ちした。

〝怪かい物ぶつ〟の痕こん跡せきを見付け、追跡を開始して以降、帆村とは対照的に取り巻きたちの士気は下がりっぱなしだった。あるいは、時間が経たつにつれ脱走当初の興奮が冷め、疲ひ労ろうが重くのしかかってきたということもあるのかもしれない。

「びびってんじゃねえよ。何が出ても俺が倒たおしてやる」

　たとえ虎やライオンが出てきても問題ない。自分はひ弱な人間とは違うのだ。そんな自負がうかがえる言葉だった。

　少年たちはひとまず口を噤つぐんだ。未知の〝怪物〟と同様、帆村も彼らにとっては恐きよう怖ふの対象なのだ。

　そのとき、彼らの横手の茂しげみがガサガサと音を立てた。

　風などではなく、明確な意図を持った何者かが接近しているのだということは、彼らにもわかったようだ。帆村は身構え、それ以外の少年たちは細い悲鳴を漏もらして及および腰ごしになった。

　張はり詰つめる空気の中、やがてそれは草と低木を掻き分け、一行の前に姿を現す。

「……………………………………………………………………………………………ああ？」

　戦せん闘とう意欲満々の帆村も、震ふるえ上あがって逃げ出す体勢になっていた少年たちも、一様に気の抜ぬけた声を漏らす。

　現れたのは人ひと影かげ。

　それも、その場の全員が知っている姿だった。







四章　人間のカタチ







　消灯時間をとっくに回った真夜中過ぎ。

　宿泊棟一階の廊ろう下かに、救護室のドアをコツコツとノックする音が響いた。

　どうぞ、と応じた瀬せ名な先生は、姿を現した人物を見て少し意外そうな声を上げた。

「細ほそ屋や――君？」

「や、先生のことが気になって眠ねむれなくて。具合どうっすか？」

　笑顔で入室する細屋。

「あ、ありがとう。痛みもだいぶましになったみたい。これなら病院に行かなくても大丈夫だと思います」

「おお、それはよかった」

　細屋は大げさに肯く。

「何か不自由なこととか、やってほしいことないすか？　何でも遠えん慮りよなく言っちゃって下さいねー」

「…………」

　瀬名先生はしばらく沈ちん黙もくし、やがてぽつりと口を開いた。

「……疲つかれた」

「え？」

「一応、希望に燃えてた時期もあったんだけどな。――私、もともとこのクラスの副担任だったって知ってますか？」

「はあ、それは、まあ。名な塚つかがそんなこと言ってたような」

「そのときの担任の先生はね、五〇歳さいくらいの女の人だったんだけど……優やさしくて、でも同時に厳しくもあって、大学を出たばかりで右も左もわからなかった私は、とてもお世話になったんだ。教師としても、人生の先輩としても尊敬してた」

　瀬名先生はそこで一度言葉を切る。そして、ややあってから今度は苦痛をこらえるような声で話を再開した。

「その先生が亡なくなったのは、今から三か月ほど前、今年の四月半ばのことだった。急性の心しん疾しつ患かんで、自宅で倒たおれて病院に運ばれたときはもうダメだったって」

　細屋は一言も口を挟まず、話を聞いている。

「私、実家がお寺でね、その亡くなった先生は偶ぐう然ぜんにも檀だん家かさんで、だからうちでお葬そう式しき出したんだ。私もお通つ夜やの準備からずっと関かかわって……最後のお別れをして……で、絶対に先生の魂たましいを受うけ継ついで立派にクラスをまとめるんだって、心に決めた。――でも上手く行かなかった」

「あー……ひょっとして、もう聞いちゃいました？」

「うん。帆ほ村むら君たち、勝手に出て行っちゃって、まだ帰ってきてないんだってね。火傷が不注意だとか、子どもたちに対する普ふ段だんの教育がどうこうとか、色々怒おこられちゃった」

　瀬名先生は苦く笑しようする。

「がんばってがんばってがんばってこの結果なんだから、きっとこれ以上良くならないよね。明日も明後日もその次もそのまた次も、ずーとこんな日々。この仕事続けていく意味があるのかなあ？」

　細屋との会話というよりは、まるで自分自身に問い掛けているようだった。

　そのことに気付いたのだろうか、瀬名先生は、はっとしたように口調を改めて言った。

「ああ、ごめんなさい。愚ぐ痴ちみたいになってしまいましたね」

「いえいえ、俺みたいなんで良ければいくらでも聞き役になりますから」

　細屋は笑う。瀬名先生も笑い返す。

「……ありがとう。少し楽になったみたい」

　部屋の中の空気が、わずかに柔やわらかくなったようだった。




　くそ、と俺は内心で呟つぶやく。胃のあたりがキリキリと痛んだ。

　これから俺がやるのは、とても嫌いやな役目だ。

　しかし――避けて通ることはできない。

　俺は一つ深呼吸して、入り口の扉とびらから救護室の中に歩を進めた。

「細屋、そのへんにしとけよ」

　二人の視線が俺の方を向く。

「名塚君？」

　瀬名先生は目を瞬まばたかせた。

「何だよ、名塚。割り込んでくるなよー。和なごやかにお話してたのに」

　細屋は軽い口調で言った。俺は硬かたい表情を保ったまま、言葉を返す。

「そりゃ、邪じや魔まされたくなかっただろうな。――何しろ小細工繰くり返かえしてまで無む理り矢や理り作った機会なんだから」

　細屋は、はあ？と言って眉を跳はね上あげた。

「なんかえらくトゲのある言い方するじゃん。何の事だよ、いったい」

「ずっと観察してたんだ。お前さ、かなりの時間瀬名先生の近くにいて、何か起こるたび、こまめに声掛けてるんだよな。で、知っての通り、今日は色々とトラブルが多かった。往路で一時間以上予定オーバーしたから、お前が瀬名先生に声を掛ける機会も時間もたっぷりあっただろう」

「だから何だよ？」

「で、ふと気が付いた。もしかして、順序が逆なんじゃないか、と。つまり――トラブルがあるたび話しかけているのではなく、話しかける機会を作るためにトラブルを引き起こしているのではないか、ってな」

　俺は目の前の『人ならざるもの』を見み据すえる。細屋の表情は笑えみのままだ。

　瀬名先生はベッドの上に半身を起こし、ぽかんとしている。

「……言いがかりだよ名塚」

「帆村を唆そそのかしてるところ見てた奴が居る、と言ってもか？　あいつに脱走させたの、お前だろ？」

「…………」

　細屋は答えない。しかし、笑みは消えた。

　俺は正面の男の顔から目をそらさずに口を開いた。

「……お前がこういうことをやるとは思ってなかった」

「…………」

「これでも俺はさ、信じようとしたんだよ。お前が犯人のはずがないって。でも、もう言いい逃のがれの余地はないよな？」

「…………」

　細屋はやはり何も答えない。クラスメイトの顔に普段の陽気な笑みはなく、代わりにあるのは仮面でも被かぶったかのような無表情。

「なあ、細屋」

　俺は声を強めて問いかける。

「お前がやったのは、相手の信しん頼らいを否定して踏みにじることなんだ。わかってるのか？」

「あ、あの！」

　ここでようやく瀬名先生が言葉を発した。

「つまり、どういうことなの？　細屋君は、何をしたの？」

　俺は彼女に視線を移して言った。

「簡単に言うとね、こいつ、瀬名先生に近付くきっかけを作るために、いくつもの小さいトラブルを自分で起こしてたんですよ。今日、不自然なくらい様々なことがあったでしょう？　何かあったとき責任問われるのは先生だ。そうなればきっと落ち込む。落ち込めば付け入る隙すきができる。――そんな風に考えたんでしょうね」

「え、え……？」

　ゆっくりと俺の言葉が瀬名先生の意識に浸しん透とうしていく。

「そんな……細屋、君、嘘でしょ？」

「…………」

　しかし彼女の期待する言葉は返ってこない。

「ほんと……なの？　ねえ、どうして……どう、して？」

　細屋に心情を吐と露ろし、心を許しかけた瀬名先生にとっては手ひどい裏切りだっただろう。その胸の奥がズタズタに引き裂かれるのが見えるようだった。

　対照的に細屋は余よ裕ゆうの表情を取り戻していた。

「――あーあ、全部バラしちまいやがんの」

　くははは、と声を立てて笑う。

「はいはーい、そうだよ。全部俺の仕込み。精神的に追い込んだら、俺にもチャンスが生まれると思ったんだ。ヘコんでるときは狙ねらい目めだからな。まったく、もうちょっとだったのになあ」

「どうして――そんな、ひどいこと――」

「ひどいことかな？　でも俺のおかげで先生は愚痴を吐き出すことができたし、聴きいてやったことで多少は楽になったんでしょ？　名塚が余計なこと言わなけりゃ、すべて丸く収まったのに。どうしてくれんだよ、なあ、名塚」

　部屋が細かく震えだした。窓ガラスがびりびりと音を立てる。

　……もう一ひと押おし、か。

「そもそも騙だましてほしそうな顔してるからだよ、瀬名先生も。信用する相手をちゃんと選ばないのは、自分の責任じゃ――おわっ！」

　嘲あざけるように笑った瞬しゆん間かん、細屋の体は壁際まで吹ふき飛とばされていた。

「どうして」

　瀬名先生がゆっくりとベッドから立ち上がった。

　表情のない顔の中で、ただその黒い双そう眸ぼうだけが、底なしの深しん淵えんのように俺たちを飲み込もうとしている。

　背筋を冷たいものが走った。

「どうして、どうして、みんな、嫌がらせするの？　どうして、いじめるの？　私、頑がん張ばったのに。一いつ生しよう懸けん命めい頑張ったのにどうして、どうして、どうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうして――」

　圧力が増す。やがて瀬名先生の体から禍まが々まがしい気配をもった、煙けむりのようなものがじんわりとにじみ出てきた。初老の女性――だろうか。感知能力のほとんどない俺にも見える。これは、瀬名先生とは別の、何かだ。

　人格、自じ我が――その種の言葉で呼ぶには、あまりにも不安定で原始的な在りよう。

　強い思念、無念、怨おん念ねん、つまりは、依より代しろなくしては現世に留とどまれない、死者の想おもいの一部分。

「――出たぞ、コウタ！」

　俺が叫さけぶと同時にコウタが飛び込んできた。

「臨兵闘リンビヨウトウ者皆陣シヤカイジン裂在前レツザイゼンッ！」

　早口で言って指で格こう子し模様を描えがく。

　ギイイイッという耳みみ障ざわりな声を上げて、霊れいが吹き飛んだ。

「やったか？」

　――いや、まだ完全ではない。コウタの一いち撃げきは確実にダメージを与えていたが、消し去るには至らなかった。

　まるで仰のけ反ぞるように後ろに下がった霊体は、すぐに勢いを倍加させて襲い掛かってきた。一番近くに居た標的――すなわち俺に向かって。

　するりと内側に入り込まれるような感覚。続いて強烈な悪お寒かん。俺はたまらず床に膝ひざをついた。

「天たか人と！」

　余裕を無くしたコウタの声が聞こえる。

　俺の体は霊的なものと親和性が高い。もともとのルーツが神の代行者、すなわちその力を体内に通しやすく設計された存在だからだ。

　だから弱ったこいつが俺を狙うのは、必然のこと。

　良い依り代を得た――この霊が人語を解したなら、そんな表現をしたかもしれない。

　だが、現在、俺の体はとある絶対神と契けい約やく中だ。

　霊が完全に俺の体の中に納まりきった瞬間――俺は、接続元との経路をオープンにした。

「……いきなり人生が終わってしまって、心残りがない奴なんかいないよな。同情はするよ」

　俺の声は多分届いていない。それでもかつては人であったこの存在に、言わずにはおれなかった。

「でも、もう、あんたの居場所はどこにもないんだ。後こう輩はいに迷めい惑わくかけてまで居い座すわろうとすんな。おとなしく、消えてやってくれ」

　圧あつ倒とう的てきな力が俺の体内を巡る。一瞬後、霊体はあっけなく消しよう滅めつしていた。

　一時的、またきわめて限定的にではあるが、絶対神《在りて在るもの》の力を借用し使うことができる。これが俺の切り札。

「はい、おつかれさま」

　いつの間にか救護室に入ってきていた梨り玖くが、くたりとした瀬名先生を抱かかえていた。胸がかすかに上下している。どうやら気絶しているだけのようだ。

　終わった、か。

　ふう、と息を吐いて立ち上がる。と、その瞬間、小さな体が駆け寄ってきて俺おれの胸を掴つかんだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだった？　ごめん、ボクが祓はらいきれなかったせいで……。その、悪あく霊りよう祓はらいの類たぐいは専門じゃなくて、人間霊は生前の信しん仰こうに影えい響きようされるから、日本風に九字切ったんだけど、ああでも仏教徒だったってことなら、同じ九字でも印契の方がよかったのか。ボクがもっと――」

「……なんか、そういう様子見てると、歳相応に可愛かわいらしいな、お前」

「な――」

　コウタは言葉を失って口をパクパクさせた。

「お前が弱らせてくれたから、うまく俺の体に飛びついてくれたんだよ。じゃなきゃ、逃げられてたかもしれない。おつかれさん」

　俺のなかに移し変えてから祓うというのは、最初から選せん択たく肢しの一つとして考えていたのだ。ぶっつけ本番だったが、うまくいってよかった。

「……誰だれか、俺のことも心配したりねぎらったりしてくれませんかね」

　壁際から、細屋がのっそりと起き上がってきた。

「ああ、ひどい目に遭あった」

　後頭部をさすりながら顔をしかめているものの、特に大きな怪け我がはなさそうだ。

「乙おつ」

「軽っ！　名塚軽っ！　そんだけ!?」

「いえいえ、感謝してますとも」

　梨玖が笑顔で言った。

「ご協力ありがとうございました、細屋先輩。先輩がいなかったら作戦が成立しませんでしたよ。ほんとに助かりました」

「いやあ」

　一転して細屋はだらしなく相好を崩くずした。現金な奴だな。




　元げん凶きようの特定に一番大きな役割を果たしたのは、梨玖だった。

　不可解な地震の件が一段落し、コウタたち児童が宿泊棟に引き上げた後で、俺は真犯人について改めて梨玖に問いただしたのだ。

「真夜中って、いったい何をするつもりなんだ？　真相って何なんだよ」

　梨玖は少し困った顔になった。

「うーん、後でじゃ駄だ目め？　確証のないうちに、あんまりいい加減ことは言いたくないんだけど……」

「それまでに、また何か起きたらどうするんだよ！」

　大半の子どもたちはぐっすりと寝ねているだろう。対応が遅おくれるようなことがあれば、今度こそ犠ぎ牲せいが出かねない。

　少し考えて、梨玖はふうと息を吐いた。

「……オッケー。たか兄的には怪我人出さないのが最優先だったね。打ち合わせや準備がいるし、邪魔が入っても困るからどのみち解決は深夜にならないと無理だと思うけど――現段階での推測なら、教えられる。それでいい？」
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「ああ」

　俺は肯いた。それだけでも、危険度の判断や、心の準備をするための役には立つはずだ。

「違和感というか、ちぐはぐな印象はあったんだ。瀬名先生が火傷やけどしたときね、帆村君が火に向かって力を行使したのは私にも感知できたけど……何というか、ひどく雑だった。大して隠かくす努力もしてない感じ」

『人ならざるもの』の超ちよう常じよう的な力は、同じく『人ならざるもの』か、あるいは魔術師のように特とく殊しゆな技能を身につけた人間によって感知される。

　もっとも、行使する側はある程度力を隠いん蔽ぺいすることが可能だ。微び弱じやくな力ほど隠すのは容易。また、格の高い存在であれば、強い力も感知されずに使うことができる。

　ちなみに炎ほのおに干渉する程度なら、割合簡単に隠蔽できるようだ。

「わざわざ見せ付けるように力使ったところみると、あの子、幼よう稚ちで自己顕けん示じ欲よくが強いタイプなんじゃないかな、と思うの。さて、ここで試ためしに『これまでの全ての事件は彼かれが起こしたものである』と仮定してみる。そうすると、おかしいよね？」

「……山登り途と中ちゆうで起こった事件のときに、尻尾が掴めてない」

「そう、力の隠蔽に無む頓とん着ちやく、かつ目立ちたがり屋だったなら、とっくにボロを出してるはずなんだ。でもそうなっていない」

　ここに来るまでに起こったトラブルについては、コウタがその原因を把は握あくし切れていなかった。一方、カレー作りのときの一件では、コウタも梨玖もあっさりと犯人を特定している。

「先生に火傷を負わせたのは帆村で間違いない。でも、その事実は他ほかの事件もあいつが起こしたという証しよう拠こにはならない――か」

「その瀬名先生の事件を別にすると、大した怪我人は出てないんでしょ？　トラブルの質が違うという見方が成り立つ。だから次に犯人が複数いる可能性を考えてみる」

　つまり、瀬名先生の火傷のみが帆村の仕し業わざで、他の事件には他の犯人がいると考えるわけだ。

「前にもちょっと検討したよね。被ひ害がい者しやは無む作さく為いに選ばれているから、犯人の目的は誰か特定の人間を害するものではなさそう」

「ただＣ組中心に狙われてるのは間違いないから、そこには何かの理由があるはず。――んー、これって、単純に『Ｃ組に恨うらみがあるから標的にしている』じゃまずいのか？」

「そう言い切るには、少し攻こう撃げき範はん囲いがぼやけてる気がするんだよね。狙われてるのはあくまでＣ組中心であって、Ｃ組のみではない。アブの件なんか、かなり広範囲に被害が出る可能性があったでしょ？」

「まあ、そうだよなあ」

「だから、ちょっと発想を変えてみようと思うの。もしかしたら、動機ではなく手段の方にその理由があるのではないか？」

　俺は少し考えて答える。

「――襲いやすいから？」

「うん、私もそう思う。本来の標的はもっと大きく、おそらくはこの曙しよ光こう山ざん学がく園えん初等部六年生全体。Ｃ組付近が集中的に狙われるのは、そこがちょうど手の届く位置だから。――仮定の域を出ないけど、いったんこの説を採用してみるね」

　そして動機に関してだけど、と梨玖は続ける。

「『恨みを晴らしたい』というにはちょっと手ぬるい気がするんだ。大おお怪け我がする子が出てもおかしくないトラブル、だけど実際には軽傷者しか出ていない。――ね、たか兄。確実に怪我をさせたかったなら、もっとうまい方法があったと思わない？」

　普段と変わりない明るい笑顔で、梨玖は物ぶつ騒そうな話に踏み込む。

「例えば続出した転てん倒とう者しや、これが犯人の仕業だったとして、なんで道の真ん中で転ばせるの？　沢さわに落ちそうな道の端はしっこでやれば、あるいは宿しゆく泊はく棟とうの階段の最上段でやれば、もっと効果が大きかったんじゃないかな」

「……動機が、子どもたちを怪我させるところにはない？」

「だね。――さて、ここまでわかったことをまとめて、推測を一歩進めてみようか。標的に関して『野外教室に来ている曙光山学園初等部六年生』。動機に関して『トラブルは起こしたいけど、子どもたちを傷つけるのが目的ではない』」

「……ずいぶんと中ちゆう途と半はん端ぱな犯人だな」

　俺は頭をかいた。真相に近づいたのか遠ざかったのか、さっぱりわからない。

　だが、梨玖は確信をこめて肯うなずいた。

「うん、そこが急所なんだよ」

「急所？」

「中途半端なのは、ジレンマを抱えているからだと思う。攻撃したいけど攻撃したくない。憎にくみたいけど憎みたくない」

「おい、ちょっとまて……」

　俺はようやく梨玖が言いたいことを理解した。同時にこの事件の元凶の姿が、急速に具体性を帯びてくる。

　こんな行事メチャクチャになればいいと思ってるけど、子どもたちが怪我をすればいいとまでは思えない。この学校、この学年に関わるすべてを憎んでしまいたいと思っているけど、同時に憎んではいけないとも思っている。

　理想が高く、でも自分勝手な子どもたちの行動に悩なやまされ、低い評価しか受けられていない。

　そしてＣ組付近を狙って攻撃できる位置にいる人物。

「……瀬名先生」

「そうだね」

　よくできました、というように梨玖は笑った。

「でも……そんなことする人には、とても見えなかったんだけどな」

　少なくとも、俺にはそうだった。少し気弱だけど、一いつ生しよう懸けん命めいな人だったと思う。

「自覚的ではないんだと思うよ。『いい先生になりたい』という理想があって、かつ意識的に超常的な力を操あやつれるなら、『よりいい先生になる』ために使えばいいだけの話なんだから。『野外教室を潰つぶす悪い先生になる』のは論理的でも効率的でもない」

　まあ、結局監かん督とく不行き届きで怒られて、評価下げてるわけだしな。

「だから、今回の事件は、瀬名先生の無意識部分がストレス源を攻撃して、本体の負担を軽減しようとしたんじゃないかと思ってるんだけど。――ね、たか兄はポルターガイストって知ってる？」

「……確か、ものが勝手に動いたり音を立てたりする現象のことだっけ？」

　あまり詳くわしくはないが。

「うん。心しん霊れいの仕業、あるいは無意識の念動力の発はつ露ろとか、原因については諸説あるけどね。あれ、大たい抵てい、特定のキーパーソンが居るものなんだ」

　つまり、現場に彼ないし彼かの女じよが居るときだけポルターガイストが発生する――そういうケースが多いということである。

「で、そのキーパーソンは大きなストレスを抱えているという例が、これまた多い。本人は自分がポルターガイスト現象を引き起こしているって自覚はないんだけど。……似てるよね、これ」

　俺は肯く。

「加えて、さっきの地震モドキに『人ならざるもの』の力が働いているのは、私もコウタちゃんも確認した。以上もろもろを総合して、最後の推測」

　梨玖は言葉を一つ一つ句切るような、はっきりとした口調で言った。

「ストレスで弱った瀬名先生に、人ならざる何かが取り憑ついている」

　それが、この事件の元凶。

　俺は先日聞いた万ま那なさんの言葉を思い出していた。

『自我、自意識が薄く、個体として自立することができないようなもの。下級の精霊とか、ものによるけど死者の怨念、想念なんてのもこの分類かな？　居ることは居るんだけど、依り代を介かいさないと現世に関わることすらできないような存在』

　ある意味共生関係と考えればいいだろうか。

　憑ひよう依い体は存在に必要な生命力を先生から借り、一方で先生の精神的負担を軽減するため、ストレス源を攻撃する。もちろんこれは瀬名先生の望んだことではなく、この憑依体が本能で解かい釈しやくした結果に過ぎないわけだが。

　そしてストレスを消すために攻撃が行われるのだとしたら、火傷を負い、帆村たちが脱だつ走そうしたという状況は、その強力な引き金になりうる。

「だから、お前は帆村の捜そう索さくではなく、こちらに残るべきだって主張したわけか……」

「まあ、あの時点では確証が取れてたわけじゃなかったけどね。結果オーライだね」

　梨玖はそう言って笑った。




　意識を失った瀬名先生は、そのまま救護室のベッドに寝かせてきた。念のためコウタがついていてくれるそうだ。認にん識しき修正の結界外なので記き憶おくはどうなるのかなと思ったら、これもコウタが調整しておくと請うけ負おってくれた。

「誰かを傷つけたり、誰かに傷つけられたりなんてのは、覚えておきたくない記憶だろうしね。多分、そう難しくないよ」

　とのことだ。まあ、そういうことが平気な人だったらここまでストレス溜ため込こまなかっただろうしなあ。

　細屋の来訪あたりからの記憶はすべて消去され、ただ寝ていただけという認識になるのだろう。

　弱音を吐いたのも、なかったことになる。それが彼女にとってどういう影響を与あたえるのか、俺には分からない。折れかけていた心は静かにそのまま折れてしまうのか、それとも立て直してまた理想を追い続けるのか。

　鷲わし住ずみは彼女のことを気にかけていた。俺だって何かできればと思う。

　少なくとも自分を孤こ独どくだと思い込んだまま、重圧に押おしつぶされるようなことはあってほしくなかった。他人の力が及ぶ範はん囲いではないのかもしれないけど、それでも――

　俺は大きく一つ息を吐いて首を振った。後はもう、瀬名先生の問題だ。

「……てかさ、これ、よく考えたら俺が完全な悪役じゃん。ひでえ役回りだ」

　廊下を歩きながら細屋がぼやいた。

「ごめんなさいね」

「あ、いや、いいんだよ、梨玖ちゃんの頼みなら何でもしちゃうよ、俺」

　一転、でへへとだらしなく笑う細屋。

「どうせ先生は忘れちゃうから、無かったことになってるよ。――まあ、迷めい惑わく掛かけた。今度、何か奢おごる」

　俺はそう約束した。

　標的を確認するため、俺たちは瀬名先生に憑いているものをまず表面に引っ張り出さなければならなかった。

　対象の行動原理は瀬名先生のストレスを軽減すること。なら、強きよう烈れつな負ふ荷かをかけてやれば、それを解消しようとする力が表に出てくるはず。そこを叩たたく。

　確実に嫌な目に遭う瀬名先生にとっては気の毒な話だが、これ以上事態がエスカレートするのを阻そ止しするという意味では、一番確実な方法だと判断したのだ。

　細屋に協力を頼んだのは、瀬名先生にアプローチを掛けていた彼がストーカー的な役回りを果たすことで、彼女にとって一番納得しやすく、かつ恐怖と不快を覚えるストーリーを演出できるからである。人ではなく、『天てん秤びんの会かい』の役目のことも知っているという意味でも適任だった。もちろん、細屋にストーキングの意図などなく、帆村を唆していたという事実もない。全すべては、芝居しばいである。

　ちなみに、すべてのシナリオを描いて細屋にこの役を割り当てたのは梨玖だった。

「……ん？」

　ふと、俺は足を止めた。

「どうしたの？　たか兄」

「いや、今、何か聞こえなかったか？　何か重い荷物を下ろすような……」

「んー、俺も聞こえた気がする」

　細屋が同意する。

　俺たちは音の方に足を向けた。宿泊棟の裏口付近だ。

　外をうかがおうと、そっと扉を押し開ける。

「……あれ？　何だこれ」

　思わず俺は声をあげていた。

　足元に人が横たわっている。全部で七人。帆村とその仲間――つまり脱走した子どもたちだ。

　一瞬の茫ぼう然ぜん自じ失しつから立ち直ると、俺は慌あわてて彼らを抱え起こし、具合を見た。

　――目だった傷はないし、呼吸もしている。

「こっちも大丈夫そう。気を失っているだけだな。俺ちょっと誰か呼んでくるわ」

　細屋はそう言って駆かけていった。

「ん、よく寝てるね。遊び疲れたのかなー？」

　梨玖は特に驚おどろいた様子も見せず、呑のん気きに微笑ほほえんでいる。

「……なあ、梨玖」

「なあに、たか兄」

「お前さ……もしかして、こいつらに何かやったのか？」

「私は何もしてないよ。大体、ずっとたか兄と一緒に瀬名先生対策やってたじゃない。他のことに関わってる余裕なんかなかったって」

　この幼なじみの笑顔は、ときどき感情を読みとるのを困難にさせる。

　いや、言っていることは確かにその通りである。こいつは帆村たちが脱走してから今このときまで、ほとんど俺と一緒だった。そもそも裏口で物音が聞こえた瞬間も、すぐ隣に居たのだ。

　しかし――

　俺は言うべき言葉を探し……そして一つ息を吐いて諦あきらめた。

　まあいいか。敢あえて追及する必要もない。大した怪け我が人にんもなく、事件は終息した。多少の謎なぞが残っても、その事実が変わるわけじゃないんだから。

「これで一区切りだね。無事に一件落着してよかったよかった」

　梨玖は明るく笑う。

　廊下の向こうから、細屋に連れられた保健の先生と学年主任がぱたぱたと駆けてきた。

　きっともう何も起こらない。明日は普ふ通つうに山を楽しもう。




　と――そのとき俺は正体不明の違い和わ感かんを覚えた。

　何かがひっかかる。

　事件が終わったのは間違いない。でも、見過ごせない問題が一つ残っているような、不快な感覚。

　何だろう、これは。




＊　＊　＊




　翌日。

　特筆するべきことは何もなく、俺たちはあっけないくらいにあっさりと下山し、駐ちゆう車しや場じようのバスに乗り込んだ。




　瀬名先生は梨玖と一緒の車で一足先に帰っていった。コウタによれば記憶に関しては問題ないということである。とはいえ火傷のこともあるし、しばらく休職するだろうか。いずれ見み舞まいにでも行ければいいのだけど。

　帆村たちは、あれからほどなくして目を覚ました。

　脱走したものの、疲れて戻もどってきてうっかりそのまま眠り込んでしまったのだ、と全員が口を揃そろえて証言。何があったのか教師たちが厳しく追及しても、ガンとしてそれ以上話さなかったという。

「散々捜し回った俺たち、結局、単なるくたびれ損だったよなあ」

　と鷲住がぼやいていたのが印象的だった。

　ちなみに、帰り道は全員、人が変わったようにおとなしくなっていた。

　何があったのかは俺も少し興味を覚えたが、多分知る機会は訪おとずれないだろうなあという、なぜかそんな気がした。

　学年主任を筆頭とする先生方は、新聞沙ざ汰たを回かい避ひできてひとまずほっとしたようだった。帆村たちの失しつ踪そう、研修室を襲おそった謎の地じ震しん、その他不可解な現象は深く追及されることなく、うやむやのままになるのだろう。




　バスが初等部校舎に到とう着ちやくする。

　行きと同じように校庭に整列し、学年主任のちょっと長めのお話を聞く。そして解散。

　これにて野外教室は終しゆう了りよう。

　俺は大きく息をついた。常人より体力はあるはずなのだが、これ以上歩きたくないくらい、ずっしりと体が重かった。たった二日間の学校行事だというのに、ずいぶんとまあ色んなことが起こったもんだ。

　そして――俺にとってそれはまだ終わっていない。

　珠たま子こちゃんや、それなりに仲良くなった六年Ｃ組の面々に挨あい拶さつをすませ、用事があるからといって、コウタを先に帰らせた。

「よーっす、名塚、おつかれ！」

　校門の手前で一人立っていると、細屋が声をかけてきた。疲れの片へんりんすら感じさせない、ノーテンキな笑え顔がおである。

「やー、波は乱らん万ばん丈じようだったなあ。まあ、瀬名先生がリタイアしちゃったから、俺としては当初の目的が達成できなくて、残念だ」

　わはははと声をあげて笑う。

「お前はどーだ？　実りある野外教室だったかー？」

「……なあ、細屋、ちょっと付き合ってくれないか？」

　俺は問いには答えず、細屋にそう言った。

「ん？　予定ないし別にいいけど。何か食いにでも行くか？」

「そこまででいい」

　とりあえず、近くで人目に付かないところ。初等部の校舎裏あたりでいいか。

　俺が歩き出すと、細屋は妙みような顔をしながらも付いてきた。

「……雨、降るかな？」

　空を仰あおいで俺は尋たずねる。

　昨日はいい天気だったが、今日は朝から雲が多かった。夕方近くになって、色の黒い雲がぐんぐんと勢力を拡大している。

「あー、降るねー、多分一〇分以内。濃こい目めの水すい気きが感じられる」

　細屋はのんきな声で答えた。

　人気のない一角で俺たちは足を止めた。

「中学生あたりの理科でやったかな。雨雲って地表から何百メートルか上空にあるんだっけ。で、お前はそれがさらに何キロも先にある状態で、気配を感じ取ることができる。すごいよな」

「まあねー、つっても元々そういう存在なんだから、俺にとっちゃ当たり前のことなんだけどさ」

「雨を呼んだりもできるのか？」

「水気を操れば一応な。ほいほい力を消費できるようなご時勢じゃないから、まずやらんけど」

　そういって細屋は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「ってか、んなこと聞いてどうすんだ？　俺に雨あま乞ごいでもやらせたいのか？　んなことせんでも、すぐに降ってくると思うけど」

　俺の意図はすぐにわかるよ。

　胸の内でそう言って、俺は話を続けた。

「……昨日、山登りしてるとき、色々事件が起こったよな？」

　急な話題の転てん換かんに細屋は目を瞬かせたが、すぐに陽気な声で応じた。

「おう。大変だったよな。俺も巻き込まれて、えらく迷惑したし。そういや、奢ってくれるんだったよな？　約束忘れんなよ？」

　そう笑い、俺の背中を叩く。俺の方は笑う気分になれないまま、続ける。

「『自然学習村』に着く直前くらいに、川が異常な増水したってのがあったよな、覚えてるか？」

「あ？　ああ、もちろん」

　細屋は肯いた。

「国こ府う田だちゃんが流されたやつな」

「俺、上流から水の塊かたまりが押し寄せてきたとき、すげー驚いたよ。あんな現象、自然に起こるようなもんじゃないよな、どう考えても」

「そりゃな。――瀬名先生、つか、先生に取とり憑ついてた奴の仕業だったんだろ？」

　細屋の声に、不安そうな響ひびきが混じった。

　――いや、俺の錯さつ覚かくだろうか。そうであってほしい。

「誰の仕業か断言できるだけの証拠を、俺は持ってないよ」

　他た愛あいない会話を交かわしているだけだったはずの、俺たちの間に横たわる空気が徐じよ々じよに張りつめていく。

　細屋の顔からは笑みが消えている。気付いたのだ。俺が気付いたということに。

「ただ……たださ、後で一つ疑問に思ったことがあるんだ。お前、数キロも先の水の気配を感じ取ることができるんだろ？　だとしたら、あの異常な増水に気付いたのが、俺の目視とほぼ同時だったってのは、おかしくないか？」

「…………」

「そもそも、瀬名先生の起こしたのはどれももっと小規模な事故だった。あれだけが、複数人の死者が出かねない、異質な出来事なんだ。俺が避ひ難なんの時間稼かせいで、お前が珠子ちゃん助けたから結果的には全員無事だったけどな」

　俺はゆっくりと息を吸い、そして言った。

「お前がやったのか？　細屋」

「…………」

　返事はなかった。

「ちょうど、橋の上を帆村たちが渡わたってるタイミングだったんだよな。あの日、駐車場であいつにちょっかい掛けられて、お前、結構イラついてた」

　口にしたくはない。しかし、俺は問わなければいけない。

「お前、もしかして――殺そうとしたのか？」

　否定してほしいと思った。

　冗じよう談だん言うなよ、と笑い飛ばしてほしいと思った。

　しかし、どれだけ待っても細屋の唇くちびるが動くことはなかった。

　人ではないものの価値観は、往々にして人のそれと食くい違ちがう。外見的に人間と変わりなくても、またどれだけ人間の社会に順応しているように見えても、それは起こりうる。

　時と場合によって、『人ならざるもの』は人の命を羽う毛もうより軽く扱あつかうことがある。そのことを俺は知っているつもりだった。

　しかし、こいつとの付き合いの中でこんな気分を味わうことになるとは、欠片かけらも思っていなかった。

　そう、結果的には誰も死ななかった。

　しかし、細屋の行動に一片でも未必の殺意があったなら、誰かが命を落としても別に構わないという考えが存在していたのなら、俺はそれを許容することができない。

　絶対に。

　絶対に、許せない。

「答えられないのか？」

　詰きつ問もんのつもりで発したその台詞せりふは、まるで懇こん願がんのように響いた気がした。

　頼むから――頼むから違うといってくれ、と。

　頬ほおにぽつりと滴しずくが当たった。

　間を置かず地面をぱらぱらと叩く雨音が聞こえてくる。

　俺は正面の男の顔から目をそらさずに口を開いた。

「……お前がこういうことをやるとは思ってなかった」

　今度は芝居ではない。本心からの言葉だった。

「これでも俺はさ、信じようとしたんだよ。お前が犯人のはずがないって。でも、もう言いい逃のがれの余地はないよな？」

「…………」

　細屋は何も答えない。クラスメイトの顔に普段の陽気な笑みはなく、代わりにあるのは仮面でも被ったかのような無表情。

　友人と思っていた者を追及するというのは決して愉快な作業ではない。だが、それでも、手控えるつもりはなかった。

　こいつがやり方を間違えたのは、歴然とした事実だったのだから。

「なあ、細屋」

　俺は声を強めて問いかける。

「お前がやったのは、人のすべてを否定して踏ふみにじることなんだ。わかってるのか？」

　長い沈ちん黙もく。

　細屋はやがて、小さく肩かたを震ふるわせ始めた。笑っているのだ。

　今度は俺が言葉を失う番だった。

「……お前さ、ほんっと甘あまいよなあ」

　嘲あざけりを含ふくんだ声だった。

「一度信用したら油断しまくり。俺、いつばれるかと思ってたのに、まったく疑わないんだもんなあ。川の件のあと、警戒して避けてたのがバカみてえだ」

「…………」

「そうだよ、俺はあいつらが死んでも構わないと思って水を操った。仕込みは、国府田ちゃんと一緒にあの大穴の見張り番をした直後だ。トイレに行くと言って一人で森の奥おくに入り、川の水を堰せきとめた。六年Ｃ組の連中があの橋に差し掛かったとき、水が一気に解放されるよう術式を施ほどこしてな。――どうだ、これで満足か？」

　俺は今、どんな顔をしているのだろう。そんなずれたことを考えながら、細屋の告白を聞いた。

　トラブルごとに犯人が異なる――つまり複数の犯人がいるという可能性は、梨玖が指し摘てきしていた。実際、一連の事件にはその多くを引き起こした瀬名先生、そして炎を操って彼女を負傷させた帆村という二人が絡からんでいた。

　一人だと思っていた犯人は二人だった。ならば、二人だと思っていた犯人は三人だった、なんてこともありうるわけだ。それを疑わなかった俺が悪いのだろうか。

「……理由は？」

「あん？」

「そんな真ま似ねをした理由だよ！」

　思わず声が高くなった。対照的に細屋は、開き直ったのかどこか余裕のある表情を浮うかべている。

「ああ、お前の言った通りだよ。少々奴やつらの態度にムカついたんで、お灸きゆうをすえてやろうと思ったわけ。まあ確実念入りにぶっ殺すのも大人気ない話だから、下手すれば死ぬかもって程度に留めたんだけどな。死は案外身近にあるってことを教えてやるのも、親切ってもんだろ。――で、真実を知ったお前はどうするつもりだ？」

「……てとらさんたちの指示を仰ぐよ。そんな軽い動機で人間を殺しかねない奴を放置しておくわけにはいかないしな」

「『天秤の会』、ね。めんどくせーな」

　忌いま々いましげにため息をつき、そして細屋は俺に笑顔を向けた。

「なあ、名塚よ、見み逃のがしてくれない？　俺ら、友だちじゃん」

「…………」

　言いたいことは山ほどあるのに、言葉は出てこなかった。この感情はなんだろう。怒いかり、憎ぞう悪お、それとも他の何かなのか――

　気が付いたときは、思い切りその頬を殴なぐり飛とばしていた。細屋は無様に地面に転がった。

「――ってぇ」

　唇の血をぬぐいながら、ゆっくりと起き上がる。

　俺の腕わん力りよくは常人を軽く上回っている。だが、こいつもまた人間ではないのだ。

「半はん端ぱ者ものの割にいいパンチじゃねえか。――返すぞ！」

　今度は俺が吹っ飛んでいた。

「これでもさ、結構古くて名のある存在なんだぜ、俺。ま、本気はこんなもんじゃないけどな」

「……黙だまれよ」

　半身を起こした。頭がぐらぐらする。

　意志の力で無理やり抑おさえ込こんで、立ち上がった。

「ああ？」

「黙れ。喋んな。口を開くな。じゃないと――ぶっ殺したくなる」
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　抑よく制せいが利きかなくなっていた。

　俺の行使できる切り札、神の力を借り受けるための経路を開く。力が爆ばく発はつ的てきに高まるのを感じた。

　細屋の顔色が変わった。一瞬息を呑のみ――そして笑う。

「……ああ、そうかよ、そんなにムカついたか。――上等だ、やってみろ。さあ！　やってみろよ、名塚ぁッ！」

　圧力が増した。細屋が決して弱い存在ではないことを、俺は理解する。これはおそらく、神と呼ばれるものたちに近いレベルにある〝何か〟だ。

　俺はもう収め方がわからなくなっていた。拳こぶしを引っこめることができなくなっていた。細屋もおそらく同じだろう。

　だから――ここからは正しよう真しん正しよう銘めいの殺し合いだ。

　俺は地面を蹴ける。細屋も同時に前に出る。多分、一瞬後にはどちらかの肉体が消し飛ぶ。

　それを承知の上で、俺たちは全力の一撃を――

「――いや、殴り合って友情を深めるというのは、確かにドラマの王道展開ではあるんだけどさあ」

　聞き覚えのある、のんびりとした声が耳に届いた。

　俺たちの拳は、お互たがいに届く寸前のところで停止していた。声の主に手首を押さえられていたからだ。

　そう、軽く掴まれているだけなのだ。しかし、なぜか一ミリたりとも動かすことができなくなっていた。

「お前ら、ちょっとやりすぎ。程度を考えような」

　鷲住はいつものやる気なさそうな表情で、そう言った。

「邪じや魔ますんなよッ！」

　俺より先に細屋が反応した。感情を露あらわにして怒ど鳴なりつけると、そのまま逆の手で殴りかかる。

　鷲住は一つため息をつく。次の瞬間――

「があっ！」

　閃せん光こうと轟ごう音おん。悲鳴。細屋の体が地面に大きくバウンドし、落下。そして動かなくなった。

　これは――

「……雷らい霆てい？」

「おう、詳しいな」

　雷に似た、破は壊かい目的のエネルギー弾だん。以前、とある男と戦ったときに俺は喰くらったことがある。

「魔ま術じゆつにも取り込まれてるからなあ。ま、こっちが本家だけど」

「まさか、あんた、神だったのか――って、おい、細屋！」

「大丈夫よ、あの程度」

　いつの間にか目の前に現われた透とう夏かちゃんが、俺を片手で軽く押しとどめた。それだけでまったく体が動かなくなる。

「そういうこった。相手に合わせてちゃあんと手加減してるし、それにこいつ結構強いんだよ。――おい、起きられるか？」

　暴れても無意味だと悟さとったのだろう。細屋はふてくされた表情でのろのろと体を起こした。服はズタボロだが、確かにダメージは大したことなさそうだ。

　俺はほっと胸を撫なで下おろした。

「つかさ、なんでお前が先にキレるんだよ」

　鷲住はため息をつきたげな顔で言った。

「まるで何かヤケを起こしてるようだな。本来、腹立ててたのは名塚の方じゃないのか？」

「…………」

　細屋は答えなかった。

「黙んな。子どもかよ。――名塚は？　まだ続けるか？」

「……いいですよ、もう」

　一時の激情が去ると、不思議なほど心が醒さめていた。ひどく虚むなしい気分だけが胸の奥にわだかまっている。

「よし、んじゃ、喧けん嘩かはここまで。――さて、落ち着いたところで自己紹しよう介かいしておくと、だ、俺は二つ名を《天なるもの》という神の一柱。まあ、『天秤の会』の外部協力者というか、そんな立場なわけだ」

　――ああ、そうか。

　そりゃそうだよな。初等部に所属している『人ならざるもの』は『精神的に幼い』のだ。何をしでかすかわからないようなのへの対応役が、俺みたいな経験も力も半はん端ぱな奴に務まるわけない。鷲住と透夏ちゃんが居ることを知っていたから、俺が同行することにてとらさんは何も言わなかったのだ。

　俺は、一人で必死になってただけか。

「……あのさ、なんか卑ひ屈くつなこと考えてそうだけど、誤解しないでよね。今この瞬間まであたしたちが正体明かさなかったのは、野外教室であなたがトラブルにちゃんと対応できてたからなんだから」

「うん、そういうこと。ヤバそうなら手を貸すつもりだったけど、結局、その必要はなかったってわけ」

　鷲住が肯いた。

「ああ、唯一、川で重力反転させたのがちょっと不用意だったか？　でもまあ、誰が何をどうやったのかわかった人間はいないだろうし、濁だく流りゆうが荒れ狂ったって認識に収まる範囲かね」

「……何が起きてたのか、全部把は握あくしてたんですね」

「まあね。――ある程度聞いてるかもしれんけど、事の発ほつ端たんは少し前に六年Ｃ組の前担任が亡なくなったことだ。死因は病気で、不幸な出来事ではあるが不ふ審しんな点はない」

　急性の心しん疾しつ患かんだっけか。瀬名先生が細屋にそう話していた。

「ただ、責任感の強い人だったから無念だったんだろうなあ、想念、執しゆう着ちやく、そういったものの一部が消えないまま現世に残ってしまった」

「それが瀬名先生に？」

「そ。憑いた。一いつ緒しよの職場だったし、しかも瀬名ちゃん、通つ夜やと葬そう式しきに立ち会ったもんだから、感情移入しちゃったんだろね。ま、それ自体はないことじゃないし、コンディションの良い健康な状態の人間なら、そのうちあっさり死者の方は消えちゃうもんなんだけど――理想と熱意に反して、担任の仕事はなかなか上う手まく行かなくて、あの子どんどんストレス溜め込んでね。軽く祟たたり始めるあたりまで、故人の想念が育ってしまう」

「祟り……」

　そういえば、俺と細屋は代理でこの役目に就ついたのだった。急病と怪我による欠員のため、と鷲住が言ってたな。

「事前に何とかならなかったんですか？　その、想念を取とっ払ぱらうとか」

「健康な人間ならそのうちあっさり消えちゃうって言ったでしょ。本来この世界は生者のものなんだから」

　答えたのは透夏ちゃんだった。

「実際、いつ消えてもおかしくなかったの。もともと死人なんてその程度の力しかない。そうならなかったのは瀬名先生の仕事が上手く行ってないせいだけど、だからといって、仕事で悩んでる人にいちいち手を貸しに行ってたらきりがないわ」

「でも、クラスを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてたのは、主に帆村なんだろ？　あいつは人じゃないわけだし、だったらどうにかすることで先生の負担を――」

「あたしはあいつが『人ならざるもの』としての力を濫らん用ようしないよう、クラスの中から監かん視ししてた。向こうもあたしが人間じゃないってことは薄うす々うす気付いて警けい戒かいしてたしね。少なくとも人間の範はん疇ちゆうを超こえる出来事に関しては干かん渉しようして、秩ちつ序じよを保ってたわよ」

　透夏ちゃんは胸の前で腕うでを組んだ。

「だからこそ、人としてできることはちゃんとやってもらわないと困るの。実際前の先生の時はここまで荒あれなかったし、たとえば瀬名先生が一度帆村をしっかりと叱しかりつけるだけで、状じよう況きようはずいぶん変わってたと思うんだけど？」

「ま、透夏は要求が厳しいから」

　苦く笑しよう気味に鷲住が言う。

「あんたが甘いのよ！　特に女に対して！」

「とはいえ、我々にも言い分があるわけでね」

　がーっと歯を剥むいた透夏ちゃんの反論をさらりと流し、鷲住は続けた。慣れてるなあ。

「『天秤の会』が基本的に中立なのは知ってるだろ？　どうしてだと思う？」

「そりゃ――ここは人とそうでないものが融ゆう和わして生活する街で、どちらかに肩かた入いれするわけにいかないから……」

「では、なぜ俺たちはこの街に住まうことになった？」

「力が失われてきており、この世界に居場所を見付けるためには、人間に溶とけ込こんで生きられるようになる必要があるから、でしたっけ」

「そ。まあ、まだ多少は余裕があると思うけど、いずれその日は必ずやってくる。すなわち、神が力を失い消しよう滅めつする、もしくは人と変わらなくなる日が。だからこそなんだ」

「だからこそ？」

「うん、だからこそ『力あるものが人間を保護し導き支配する』という形は排はい除じよしていかないといけない。ここはそんな構造からの脱だつ却きやくを目指す街でもあるわけだな」

　へらっと笑って鷲住は髪かみを掻かき上あげる。

　俺の方に返す言葉は、もうなかった。

「ま、何とかするつもりがないわけじゃなかったんだよ、これでも。最後の見み極きわめをこの野外教室でやって、状況が悪化しそうなら俺たちが介かい入にゆうするつもりだった。さっきも言ったように、お前らのおかげでその必要はなくなったわけだけど」

「……そういえば、よく瀬名先生に話しかけてましたね」

　気に掛けていたのは確か、か。

「うん。まあ、あれはほとんど趣しゆ味みだけどな」

　鷲住は爽さわやかな笑顔を浮かべた。おい、趣味って言ったぞこの神。

「仕事抜ぬきにして好みなんだよねえ、ああいう子。綺き麗れいで、なかなか保護欲をそそるタイプで――あいてててっ！」

　透夏ちゃんが、鷲住の足をぐりぐりと踏んでいた。

「私、情、を、挟、む、な、ってあれほど言ったでしょーが！」

「で、でもお前だって口ではきついこと言うわりに、結構瀬名ちゃんに肩入れしてたじゃん。予定変へん更こうして帆村のこと、ベコベコにへこまそうとしてたくせに」

「あ、あれは、先生だけじゃなくクラス全体が迷惑するレベルであいつが調子に乗りだしたからよっ！　それとこれとは別！　それに結局やってないし！」

「え、ちょっとまって」

　俺は声を上げた。

「帆村に手を下したの、あんたたちでもないの？　なら誰がやったんだ？　あれは」

　宿泊棟に戻ってきた後、妙に大人しくなったし、間ま違ちがいなく誰かが制裁を加えたのかと思ったんだが。

　鷲住と透夏ちゃんは顔を見合わせた。

「……名塚、聞いてないのか？」

「なら――うん、まあ、気にしなくてもいいんじゃない？」

　言葉を濁にごされた。

　反応を見るに、俺の知っている奴なのだろうか。

　あいつらが宿泊棟に運ばれてきたとき、梨玖と細屋は俺と一緒で、コウタと瀬名先生は救護室に居た。他にあんな事やりそうな奴の心当たりはないんだけど――

「あー、で、あとはお前なんだが……」

　鷲住の声で現実に引ひき戻もどされる。

　その視線は、口を噤つぐんだまま地面に胡坐あぐらをかいている男に向けられていた。

「どうする、細屋？　自分で言うか？　それとも俺が説明しようか？　こっちも悪かったわけだし」

「……自分で言うよ」

　細屋は俯うつむいたまま、ため息をつく。

　そしてゆっくりと語り始めた。

「川の一件、な。ガキどもが死ぬ可能性もあると知っててやったのは事実だ。ただ、別に殺すことが目的だったわけじゃない。あのときは、そうすることが必要だと思った。大を生かすために小を殺すというかさ」

　顔を上げ、ようやく視線を俺に向ける。何も表情は浮かんでいない。

「……いやーな感じはずっとしてたんだよ。一応、俺も人じゃないから、そういう気配には敏びん感かんなわけでね。で、警戒しながら歩いてたら、あるとき、一瞬だがとんでもない力をＣ組のなかから感じた」

「とんでもない、力？」

「そ。こいつが俺たちに本気で仕し掛かけてきたら数十人単位の犠ぎ牲せいが、下手すると全ぜん滅めつの可能性もあるってレベルの、凶きよう悪あくな奴だ。だから俺は一刻も早くそいつを特定しないとまずいと思った。そのためにはどうすればいい？　俺は考えた」

「――クラス全体を巻き込む形で仕掛けてみる、か」

「そういうこと。そうすれば身を護まもるために何かの動きを見せると思った。人間にはまず回避できないだろうから、炙あぶり出だせる」

　手順自体は先ほど聞いた通りだ。

　水気を操る力で水を留とどめておき、タイミングをはかって一気に開放する。

「それで何人かが命を落としても、全員死ぬよりはずっと合理的で効率がいい。本気でそう思っていた。決定的に間違ったと気付いたのはお前や国府田ちゃんの姿を見たからだ。必死になっているのを見て、これは〝人間〟の取る選せん択たくとしては、きわめてまずいものだと悟った。だから国府田ちゃんを助けに行った」

　少数ならば犠牲にしても構わない、という発想が、俺と細屋の断絶を象しよう徴ちようしているように思えた。人間として生きることと、人間を装よそおって生きること――両者の間には、容易に埋うめがたい距きよ離りがある。

　こいつは別に悪逆非道で血を見るのが大好きな怪かい物ぶつであるというわけではない。そのことを俺は知っている。

　それでも――違うのだ。心の在りようが、根本的に。

　なあ、細屋、俺、お前は人間として生きていると思っていたんだ。

　漫まん画がが好きで、女の子が好きで、カラオケは下手だけど好きで、数学が苦手で、食い意地が張っていて――人ではないけれど人間の世界を楽しんでいる、陽気で少しばかり空気を読むのが下手な、だけどいい奴だと思っていた。

　俺は半天使ネフイリムだけど人間として育ってきたし、この世界が大好きだ。多分、俺は細屋も同じで、この気持ちを共有できると思っていた。勝手に、無む邪じや気きに、信じ込んでいたんだ。

　お前と友人のつもりでいた、俺が間違っていたのか。

　不意に――自分の感情を理解した。

　――ああ、そうか、裏切られたようで悔くやしかったんだ、俺。

「細屋は……人間のことが好きなんだと思ってたよ」

「大好きだよ」

　細屋は口元を歪ゆがめる。

「お前にわかってもらえるとは思わんけどな」

「…………」

「…………」

　わずかの間視線が絡からみ、そして外れる。それでお互い言うべきことが尽つきたのを確かく認にんできた。

　――なら、もうここに留まるべき理由はないだろう。

　どこか後うしろ髪がみを引かれるような思いを覚えながら、俺は踵きびすを返そうとする。

　と、そのときだった。

「なあ、名塚、〝人間〟とは何だろう？」

　鷲住が唐とう突とつにそんなことを言った。俺は思わず足を止め、目を瞬またたかせる。

「選せん択たく肢しＡ！　地球を俯ふ瞰かんしたとき、そこに見える約七〇億の集合体のことだろうか！　あるいは選択肢Ｂ！　古アパートの一室で孤独にラーメンをすすっている一人の青年のことだろうか！　どちらが正解か選べといわれたら……さあ、お前はどうする？」

　まるで演劇のような節回しとポーズ付きの台詞だった。何か変な電波でも受信したのだろうか。

　反応に困った俺の顔を見て、鷲住はくっくっと声を立てて笑った。

「まあ、いうなれば国語の補習だよ。正解はどっちだ？」

「どっちって……どっちもでしょう。個人でも集団でも、人間は人間だ」

　一人だろうが一〇〇人だろうが、そのことが変わるわけではない。だから、少数の犠牲ならばよしとした細屋と俺は相あい容いれることが――

　…………。

　ああ、ならば、『細屋も人間を守ろうとした』という言い方も可能なのか。

　だが、人は皆みな、それぞれ固有の人生を持っている。死ねば悲しむ家族が、友人たちが居る。『効率』とやらのためにそれらを軽かろんじるような考え方は、やはりどうしても認めることができそうにない。

　――と、そのとき、何かが心の隅すみに引っ掛かった。

　俺は……見落としをしていないか？

　物事を自分の物差しだけで測っていないか？

　今までの細屋の言動、どこかに彼を理解するヒントがなかったか？

　――そう考えて、思い当たる。

「細屋、お前さ」

　俺は口を開いた。

「もしかして、人間の個体の区別が――」

　いや……これは正確ではない。

　日常生活を見る限り、単純に外見を見分けるだけなら可能なはずだ。しかし、女性への対応、子どもたちの扱いを考えると――

「個体の差を意識できない――のか」

「…………」

　細屋の表情が、ほんのわずかに動いた気がした。

　そう。

　こいつの視点から見た人間は、あくまで集合体。

　だから、個々を区別し、それぞれをかけがえのないものとみなす概がい念ねんが希き薄はくになる。

　言いい換かえれば人間全体を一つの群体として捉とらえているわけだ。個人は細さい胞ぼうの一つ一つに相当し、それが数多く集まって一つの生命体を構成している。

　外げ科か手術を考えればわかりやすい。ガン細胞を切除する際、再発のリスクを低下させるため、一緒にその周囲の健康な細胞まで大きく切り取るという処置がよく行われる。少々の細胞よりも、個体としての生命を守る方が優先されるわけだ。

　こいつが考えていたのは、そういうことではないのだろうか。

　真しん剣けんに子どもたちを守ろうとして、必死に手段を考えて、その結果、少しずれてしまっただけではないのだろうか。

　軽んじたのではない。人間が、その構成要素の最小単位にすぎない一つ一つを、そんなにも重要視することを知らなかった――それが、俺の目には容よう認にんしがたい価値観として映ったのではないか。

　細屋はしばらく無言だった。

　しかし、肩を揺ゆらして笑い出し、そして、口を開いた。

「や、俺さあ、元々は洪こう水ずいや川の氾はん濫らんを司つかさどる存在だったんだよねー。本ほん性しようは多頭の蛇へび。この国で結構有名。知ってるか？　洪水っておっそろしい災害扱いされがちだけど、実は肥えた土をもたらす農業の味方でもあるんだぜ」

　唐突に普ふ段だんの細屋に戻ったようだった。

　一いつ瞬しゆんあっけにとられた俺は口を挟はさむ機会を逃のがし、ただ続く言葉を聴きく。

「まあ、俺的には共存共栄Ｗｉｎ－Ｗｉｎのつもりだったんだよなー。祀まつられるし、貢みつぎ物ものももらえるし、人間の営みを見るのも楽しかったし。災さい厄やくとして疎うとまれていたなんて思いもしなかった。いい気分で貢ぎ物かっ食らってて、いきなり襲われたあのときまではね。俺はさ、自分が人間のことを理解してないなんて、実はめちゃくちゃ恨うらまれてたなんて、まったく、本当に、欠片もわかってなかったんだ」

　その口調はあくまで陽気でノーテンキである。

「さてさて、時代は変わり、実み尋ひろ市しで人との共存が実験的に開始されるようになった。俺は人の姿になって学校に通い、休みの日には街へ出て人間を観察した。その挙動を学ぶためだ。笑い顔、怒おこり顔がお、泣き顔の作り方を覚え、次に、何をされたとき笑えばいいのか、怒ればいいのか、泣けばいいのかを覚えた」

　感情表現のパターン学習。

　人間なら生まれたときから誰だれでも簡単にできることだが、こいつは努力しながら一つ一つ身につけていくしかなかった。

　いや――むしろ、そうまでして身につけたかったということなのだろうか。

「観察してて思ったんだけど、基本的に女の子の方が表情豊かなんだよねー。特に若い子はテンション高くて、くるくる変わってさ。だから自然に女の子を重点的に観察するようになった。今でもずっと続けてるんだぜ？　俺様、すげー努力家。まあ、自分で言うなっつー話だけど」

　細屋はからからと笑った。

「実際、どの刺し激げきに対してどの反応が人間っぽいのか、それを理解するまでには結構苦労したよ。今は九割以上の確率で不自然じゃない反応を返せていると思う。――どうだ、上手いもんだろ？　ちゃんと人間が感じ、考えてしゃべってるように見えるだろ？」

　生き生きとした表情で、両手を広げてみせる。

「けど、俺にできたのはここまでだ。人間は楽しいときに笑う。でも俺は、人間なら楽しいだろうと思ったときに笑う。人間は悲しいと泣く。でも俺は人間なら悲しいだろうと思ったときに泣く。どれだけ頑がん張ばってみても、その差がなかなか埋まらないんだな、これが。そして、それを埋めきれないまま、今回みたいなドジを踏む」

「…………」

「そうだよ。人間がそんなにも個々を大切にするなんて、それが当たり前の価値観だなんて、俺はあの瞬間まで、まったく知らなかったんだ」

　細屋は少し寂さびしそうに、悲しそうに、苦笑した。

　こいつの言うことが正しいなら、この表情も――作り物なのか。

「……なんで言わなかったんだ？」

「言ってどうなる？」

「そりゃ、色々協力したり、教えてやれることだって……」

　俺の言葉を聞くと、細屋は笑った。今度は声を上げて楽しそうに。

「おお、そりゃお前は生まれたときから人間側だもんな。人の感覚も感情もよくわかるだろうし、色々伝えられることだってあるだろうさ。でもそれ、なんか、上から目線だよなあ。できる奴が赤点取った奴に向かって、僕ぼくが勉強教えてあげればこんなことにはならなかったのに、みたいな」

「見下すつもりはないんだ。――いや、見下すことになっても、それでも……！」

「うーむ、わかんねえかなあ。知られたくねえんだよ、お前には」

　気安い口調で言うと、ぽんと俺の肩を叩く。

　そして――次の瞬間、一いつ切さいの表情が消えた。

「俺と人との差は、そのまま俺とお前の差だ。それを見せつけられるのは、屈くつ辱じよくと絶望でしかない。俺はどうしても、お前みたいになりたかった。なりたくて、なりたくて、なりたくて――でも、どうやってもなれなかった、出で来き損そこないなんだ。お前、自分に何が言えると思ってるんだ？」

　俺は何も言えなかった。

　そして細屋はそれ以上口を開かず、歩き去っていった。

「んー……全部吐はき出ださせることができただけ、収しゆう穫かくじゃないかねえ？」

　見送って鷲住が言う。

「そうなんですかね……」

　人になりたかった怪物、か。

『人間が大好きだ』と言ったその言葉に嘘うそはないと、今ならわかる。

　もう少し、機会と時間が欲ほしい。一方的に断罪した負い目はあるが、それだけではない。同情とも少し違う。何というか、こう――もどかしいのだ。細屋はもう少し楽に生きられるのではないか。そして、そのために侮ぶ蔑べつでも憐れん憫びんでもない何かを俺は伝えられるのではないか、そう思うのである。

「人間界に適応する苦労も色々あるわけよ。お前は最初から無条件に人間側だったけど、だからこそできることだってあるわけだしな。――俺のお節せつ介かいはここまでだ。後は細屋と喧嘩するなり語り合うなり好きにしろ。ま、言葉は意外に有用なもんだし、なるようになるだろ」

「親切なんですね」

　鷲住自身も人間ではないはずだが。

「『人ならざるもの』だって十人十色だってこと。『天秤の会』みててもわかるだろ。あと、仕事上の責任もあるしな」

「仕事上？」

「俺、担任で、お前ら生徒なんだぞ。忘れてないか？」

　すっかり忘れてました。

　そこでふと気付く。

「……そういや、『こっちも悪かった』ってのは？　先生、さっき細屋にそう言ってましたけど」

「あー、それはだな」

　鷲住は少々人の悪そうな笑えみを浮かべ、透夏ちゃんをちらりと見る。なぜか透夏ちゃんは気まずげに目を逸そらす。

　よく考えたら、さっきから一言も喋しやべってないな、この子。どうかしたんだろうか。

「名塚、あの日、あの川に着くまでに起こったこと、覚えてるか？」

「起こったこと――」

　転てん倒とうする子どもがやたら多かった。道が崩くずれ大穴が空いた。アブの大群に襲われた。

「細屋が、でかい力を感じた瞬間というのは、そのうちのどれだと思う？」

「大穴ですかね」

　転倒事件のときはどれも微び弱じやくな力だったはず。そもそも子どもを転ばせるのにそんな規格外のパワーは必要ない。そしてアブのときは、細屋は現場にいなかった。

「ああもう！」

　不意に透夏ちゃんが大声を上げた。

「わかったわよ、確かに軽けい率そつでした！　――あれやったの、あたしです！　結果的に、みんなに迷めい惑わくを掛けました！　申し訳ありませんでした！」

　勢いよく頭を下げる。戸と惑まどう俺。

「えっと……どういうこと？　いやまあ、どういうことかはわかるけど、何でそんな真似をしたの？」

「ムカついたからっ！」

　透夏ちゃんは、うーっと涙なみだ目めで唸うなりながら鷲住に視線を向ける。

「だって！　蓮れん太た郎ろうが！　瀬名先生にばっかり親切にするから！　あたしには全然構ってくれないのに！　ええ、ただのヤキモチですよ。わがままですよ。悪いか！」

　えーと、つまり。

　透夏ちゃんが、瀬名先生と鷲住が喋ってることに嫉しつ妬とする。で、軽くお仕置きするくらいの感覚で、鷲住を落とし穴に叩き込む。強力な神である透夏ちゃんとしては、気配を完璧に消して力を行使したつもりだったけど、実はそれなりに力ある存在だった細屋には気取られていた。そして細屋は、とんでもなく恐おそろしい存在がこの集団に攻こう撃げきを仕掛けてきていると勘かん違ちがいしてしまい――

　あー……

　なんか、すごく馬ば鹿か馬ば鹿かしい経けい緯いで大おお事ごとになってないか、これ。

「ファザコン災害……」

　思わず俺が呟つぶやくと、透夏ちゃんはきっとこちらを睨にらんだ。

「ファザコン？　今、ファザコンって言った？」

「あ、いや、その……」

「冗談じゃないわよ！　そんな言葉に当てはめられたら、まるであたしが我わが儘ままな子どもみたいじゃない！」

　違うのだろうか。いや、口にするとどうなるかくらいは想像つくので、言わないけど。

「いーい？　名塚さん、よく聞きなさい。あたしたち、実は親子じゃないの」

「あ、ちょ、待て透夏――」

　なぜか焦あせった様子で鷲住が制止するが、透夏ちゃんは構わず続けた。

「あたしの二つ名は《絆きずな結ぶ貴人》。結けつ婚こんと母性の女め神がみ。そして――蓮太郎の伴はん侶りよにして正妻！」

「……え？」

　俺はぽかんと口を開けた。伴侶にして正妻って、つまり……

「夫ふう婦ふ、なんだ？」

　その言葉に透夏ちゃんは誇ほこらしげに肯うなずき、鷲住は天を仰いだ。







エピローグ１　この世界にたった一つの







　週が明けて月曜日の朝。

　登校してきた俺おれは、机の上に突つっ伏ぷしていた。

　もう一度細ほそ屋やと話をしてみたいと思い少し早めに登校してきたのだが、どうにもきっかけが難しい。細屋の方も似たような心境なのか、最初に軽く挨拶を交わしたきり話しかけてこなかった。

（『適応する苦労も色々ある』、か……）

　細屋のような悩みを抱かかえた存在は、まだまだ大勢いるのだろうか。『天てん秤びんの会かい』に関かかわっているとはいえ、俺はまだまだこの街の表面しか知らないのだなということを、思い知らされる。

　初等部の、瀬せ名な先生や帆ほ村むらはどうなっただろう。

　透とう夏かちゃんが鷲わし住ずみの娘むすめとして学校に通っているのは、子どもの側から『人ならざるもの』を監かん督とくするためなのだそうだ。教師として関わるよりは長い時間接していられる。監督対象も周囲も幼い分、より気を遣つかう必要があるということなのだろう。

　もっとも理由はそれだけではないようで、

「それにね、子持ちとなれば蓮れん太た郎ろうに寄ってくる女が減るでしょ？」

　得意満面の透夏ちゃん。一方、鷲住はげんなりとした顔をしていた。

「それでも諦あきらめないようなら、今度は本当のことを話す。『実はあたしと彼かれは愛し合ってるの』って」

　うわ、それは致ち命めい的てき。

　実際のところはさておき、透夏ちゃんの外見は小学生相応である。聞かされた方が鷲住にどういう印象を持つかは、考えるまでもない。

「どう？　完かん璧ぺきなプランだと思わない？」

　そう言って透夏ちゃんは胸を張ったものだ。

　うん、完璧であることに異論はない。あまり頭よさそうには見えないけど。

　ともあれ、俺は鷲住に深く同情した。




　さて、そろそろその鷲住がやってくる朝のＨＲの時間だ。

　結局、細屋とはほとんど会話できないままになりそうだった。

　と、そのとき――

「あの、名な塚つかさん」

　声をかけられて俺は顔を上げた。珠たま子こちゃんが廊ろう下かから顔を覗のぞかせていた。その胸に紙かみ袋ぶくろを二つ持っている。

「や、こないだはおつかれさま。――それ、ケーキ？」

「あ、はい。今度はチーズケーキ焼いたので、また皆さんで……」

　袋を一つ俺に渡すと、珠子ちゃんは少し口ごもり、そして言った。

「それと、あの、細屋先せん輩ぱいを呼んでもらえますか？」

「細屋？　ちょっと待ってて」

　声をかけられてやってきた細屋に、珠子ちゃんは袋を差し出した。

「――お礼、です。この間の」

　細屋は目を瞬かせる。

「この間って？」

「助けてもらった、あの、川に流されたとき」

「ああ」

　思い出したように肯き、そしてしばらく考えて細屋は口を開いた。

「……でも、俺にこれを受け取る筋合いはないと思う」

　え、と顔を曇くもらせる珠子ちゃん。

「悪いよ。だって俺はあのとき国こ府う田だちゃんが死んでもいいと――」

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　俺は思わず割り込んだ。

「いやいやいやいや、こいつ照れてるんだよ！　なんせ女の子にものをもらうことなんてまずなかったから。ほ、細屋、変に遠えん慮りよすると、珠子ちゃんも困るだろ？　素す直なおに受けとっとけって、な？」

　俺は珠子ちゃんから袋を奪うばって細屋に押おしつける。

　事態がうまく飲み込めずきょとんとしていた珠子ちゃんだったが、細屋が袋を手に取ったのを見ると、少し赤い顔で一礼して去っていった。

「お前、一いつ般ぱん人じんに何口走ってんだバカ！」

「言っちゃまずかったのか」

　細屋は紙袋を弄もてあそびながら言った。

「間違ったことを謝あやまろうとしたが、それも許されない。難しいな、人間の感覚は。――そう、あの子は一般の、普通の人間で、俺はあの子を殺そうとした怪物なんだよ。感謝される理由は何もないんだ」

「珠子ちゃんにとって、お前は命を助けてくれた恩人だろ」

「勘かん違ちがいだよ。バカな子だな」

　俺はため息をついた。ずっと引きずってるのか。もちろん責任の一いつ端たんは俺にもある。

　今度は少々気まずくなっても引いたりせず、ちゃんと踏み込むんだ。

「あのさ、じゃあつまり、珠子ちゃんはお前にとって『勘違いでケーキをくれたバカな子』ってことになる。そうだよな？」

「ああ」

　俺が何が言いたいのかわからない様子ながらも、細屋は肯いた。

「つまりただの人間じゃなく、『勘違いでケーキをくれたバカな子』という、お前にとって世界で唯ゆい一いつの人間ってことになる。他ほかの誰とも違う、特別な人間だ」

「…………」

「で、仮に『そのケーキ、分けてくれよ』つって勝手に一口囓かじった奴が居たとしたら、お前にとって『ケーキを勝手に囓った奴』って唯一の人間ができるし、『うまそうだからパクっちまえ』って奴が居たとしたら、お前にとって『ケーキを盗ぬすんだ奴』って唯一の人間ができる。つまり、何がいいたいかというと、あー――全員が等価じゃなくていいってことなんだ」
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「等価じゃなくていい？」

「同じ人間でも、お前にとって好ましい奴、ムカつく奴、居ない方がいい奴、一人一人違うカテゴリに入れられるだろ？　そういう分類が、個々の人間を理解するってことなんだよ」

「……よくわかんねえよ」

「なら……」

　俺は細屋の持った紙袋を指さした。

「まずそれ、食ってみろよ。その味を出せるのは、世界にたった一人、『国府田珠子』って女の子だけ。それが人間という集合を離はなれた、あの子固有の価値だ。特別うまいと思うことができたら……それは、お前が珠子ちゃんを一つ理解したってことなんだよ」

「…………」

　細屋が眉をひそめて袋に視線を落としたとき、教室の扉とびらが開いて鷲住が入ってきた。

「席に着けよー、ＨＲ始めるぞー」

　いつも通りの眠そうかつやる気なさそうな声だった。

　ガタガタと全員が席に着いたのを見計らい、名めい簿ぼを広げる。

「あーそれじゃ出席を……ん、何だ細屋、今ごろ朝飯か？」

　もしゃもしゃと三角形を囓っている教え子を見、そして咎とがめるでもなく、尋ねる。

「うまいか？」

「……めちゃくちゃ、うまいっす」

「そうか、そりゃよかった」

　呑のん気きな口調で言うと、鷲住は出席を取り始めた。

　誰だって、生まれたときから言葉を話せたわけじゃない。この世に存在するようになったその瞬間から、今と同じだけの知識を持っていたわけじゃないし、今と同じ価値観を身につけていたわけでもない。生きてきた中で誰かに学び、真似をして、考えて、そして獲かく得とくしてきたのだ。

　きっとそれは特別じゃなく、誰にだってできるはずのことだ。人間であっても、そうでなくても。

　だから、このバカが人になれる日もいつか来る。必ず。

　珠子ちゃんからケーキ預かったことは、後で梨り玖くにメールで連れん絡らくしておこう。

　喜ぶだろうから、ついでに亜あ夜や花かにも。あいつには、野外教室のとき、結局メール返しそびれてたし……あと、正しいメール文化とその作法を教える必要もありそうだしな。







エピローグ２　ティータイム・トーク







　週が明けて月曜日の放課後。

　ボクは終業のチャイムを聞くと同時に教室を出、寮りようへと足を急がせていた。一刻も早く確かめたいことがあったのだ。

　玄げん関かんに入ると、いつものように小さなメイドが出で迎むかえた。

「おかえりなさいなのですー、コウタさ……ま？」

　放ほうり出だすように靴くつを脱ぬいで距離を詰つめたボクに、ウルリカは目を瞬かせる。

「訊ききたいことがあるんだ」

「わう？」

「先週末、ボクは山に行ってたよな」

　トラブル続きだった一泊二日の野外教室。

「――あの場所に、ウルリカ、お前たちも来てたのか？」




　――そんな疑問を抱いだくに至ったのには、もちろん理由がある。




　今日は野外教室後初の通常授業。

　予想通り、瀬せ名な先生は火傷やけど、及および心労のため休みだった。

　一応治ち療りように関わった者として言わせてもらえれば、彼かの女じよはしばらく休養した方が良いと思う。肉体的な意味でも、精神的な意味でも。十分にコンディションを整えてから、また戻ってきてくれればいいのだ。

　教師としての熟練度はさておくとして、少なくともＣ組内において彼女は好かれている。疲ひ弊へいして壊こわれていく様を見たい者など、誰も居ない。

　今日も早さつ速そく透とう夏かがクラスを取り仕切り、お見み舞まいに行く算段を立てていた。もともと異を唱えるような者もいないだろうが、全員の意思をまとめあげて具体的な行動に移すリーダー役がいると、効率が段だん違ちがいである。

　もっとも、野外教室後の変化として特筆すべきは、そこではない。

　クラスの雰ふん囲い気きが一変した原因――それは帆ほ村むらとその一派が、借りてきた猫ねこの如くおとなしくなっていたことだった。

　思い起こせば野外教室の二日目から――いや、正確には脱だつ走そうして戻ってきてから、帆村の様子はおかしかった。それまでの粗そ暴ぼうで尊大な態度が影かげをひそめ、寡か黙もくで真ま面じ目めな一小学生と化していたのだ。

　仮にも『人ならざるもの』である彼を、何がここまで変えてしまったのだろうか。不思議に思ったボクは、昼休みに話を聞いてみることにした。興味を覚えたことに関しては、自重しない性しよう分ぶんである。

　帆村の口は重かった。怯おびえていた、と表現してもいいだろう。

『天てん秤びんの会かい』の名前も出し、宥なだめたりすかしたり脅おどしたりしてようやく聞き出すことができたのは、次のような話だった。




　巨きよ大だいな足あし跡あとを追つい跡せきしていた帆村たち。

　草を揺らして彼らの前に姿を現したのは――一人の幼い少女。金色の髪を持ち、服を着ていない。

「お前――？」

　帆村は眉を寄せた。見覚えがあったのだ。

　少し前に商店街のスーパーで見かけた奴だ。あのときはメイド服だった。珍めずらしい格好なのでみんなでからかってたら、透夏とコウタがやってきて追おい払はらわれた。

「こんなところで何をやってる？」

　帆村は問う。

　少女は答えずにこりと笑い、そして次の瞬間――

　巨大な怪物が、目の前にいた。

「……え？」

「な、何、これ……」

　取り巻きたちが震えた声を漏もらす。

　人間を一ひと呑のみにできそうな口。自分たちの腕ほどもありそうな牙きば。銀色のたてがみに、がっしりと太い手足。

　形は犬や狼おおかみに似ている。だがそのどちらだとしても、絶対にあり得ない大きさだった。

　怪物が一歩前に出る。

　彼らは二歩下がる。

　怪物がもう一歩前に出る。

　そして――帆村以外の全員が、悲鳴を上げて背中を向けた。

「あ、おい、お前ら！」

　くそ、このヘタレ野や郎ろう共が。あとでぶん殴ってやる。そう思った帆村はしかし、信じがたい光景を目にする。

　逃にげようとしていた奴らが、糸の切れた人形のようにバタバタと倒たおれ伏ふしていったのだ。そう、まるで、活力を何者かに奪い去られ、手足の自由を失ってしまったかのように。

　こいつの仕し業わざか？　と怪物に視線を戻した帆村は、いつの間にかその巨大な胴どう体たいの上から自分を見下ろしている女に気付いた。

　安物のジャージに、長い髪。左右の瞳ひとみの色が違うことを除けば、さほど奇き異いな外見ではない。

　しかし、彼は全身から冷ひや汗あせが吹ふき出だしていることに気付いた。

　指一本動かせなかった。妙な術か何かで動きを封ふうじられているわけではない。圧あつ倒とう的てきな格の違いを実感して、身が竦すくんでいるのだ。

　怪物の方も相当だ。今まで自分が見てきたどの怪物、幻げん獣じゆうよりおそらく格上だろう。

　だが、その上に乗っている女は更さらに次元が違う。

「絶対に勝てない」などという程度の表現では生ぬるい。目を合わせるだけで消し飛ばされてもおかしくないほどの力の差がある。存在そのもののレベルが違う。そのことを帆村は直感的に理解した。

　殺される、と思った。発はつ狂きようしそうなほどの恐きよう怖ふが、頭の中に刻み込まれる。
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「幼き火ひ蜥蜴とかげの眷けん属ぞくよ」

　女は静かな声で語り出した。

　帆村は神しん託たくを受ける預言者の気分で、耳に神経を集中させた。

「えーと――学校の授業は真面目に受けなさい」




　――女は取り巻きにもそれを遵じゆん守しゆさせることと、この件を口外しないことを求め、震え上がりながら帆村は承しよう諾だくした。記き憶おくに残っているのはそこまでで、気付いたときは『少年少女・自然学習村』の宿しゆく泊はく棟とうだったという。




「ええ、確かにウルリカと亜あ夜や花かさま、お山にいたですよー。で、前にスーパーにいた男の方たちと、おあいしたです。コウタさま、なんでご存じなのですかー？」

　ウルリカは目を不思議そうに瞬かせた。

「亜夜花さまから『知られちゃダメ』って言われてたのになあ」

「……やっぱり、来てたんだね」

　巨大犬化する幼い少女なんて他に心当たりがない。

「なんで居たの？」

「えーとですね、亜夜花さまがめずらしくお外に遊びにいきたいとおっしゃったので、ウルリカ、犬化してこっそりおはこびしたのです。お山についたら人間型にもどってお洋服きて、おさんぽしてましたー。そういえば、亜夜花さまのおつかいに行くとちゅう、天人さまとコウタさまお見かけしたですよー」

　ウルリカは屈くつ託たくのない笑え顔がおで続ける。

「あー、でもでも、別に天人さまやコウタさまのあとをつけたわけではないのです。たまたまぐうぜん行き先がいっしょになってしまっただけなのですよー。これ、亜夜花さまがなんどもなんどもおっしゃってたので、まちがいない――もご」

　音もなく飛んできたパジャマ姿の亜夜花が、背後からウルリカの口を押さえていた。

「ウルリカ、あれほど内密にと――」

「いや、ボクは別ルートで知ったんだよ。ウルリカには確認取っただけ」

　そういや亜夜花、天人にはついて来るなと言われてたんだな。まあ、別に告げ口する気もないけど。

「にしても、わざわざ山まで来ることないだろ。天人といつでも連絡取れるように携けい帯たい持ったんじゃなかったの？」

「…………」

　亜夜花は気まずそうに眉を寄せ、そして一つ息を吐いた。

「……やはり、コミュニケーションの基本は顔を見て言葉を交かわすことだと思います」

「何のためにわざわざ携帯買ったんだよ……」

「別にメール等を否定しているわけではありません。ですから私は、双そう方ほうの利点をともに享きよう受じゆする方法を思いつきました。すなわち――」

　生き真ま面じ目めな無表情で亜夜花は言った。

「顔の見える位置でメールする」

「…………」

「同時に行えばいいのです。顔を見たいという欲求、メールをしたいという欲求を一度に満たすことができます。これはきわめて画期的かつ合理的な行動と言えるでしょう。論理に穴はありま――ありま、せん……？」

　途と中ちゆうで自信無くして疑問形になるくらいなら、そんな無む茶ちやな理り屈くつこねなきゃいいのに。

　――でもまあ。

　気持ちは何となく分かったりするのだ。不思議なことに。

　だから追つい及きゆうはしない。

「まあ、それはおいといて。一つ確認したいことがあるんだ。亜夜花、あの野外教室中に、もしかして梨り玖くから――」

「あら、私の話ー？」

　ちょうどそのとき、眠ねむそうな目をした梨玖が通りがかった。

「――もう起きてきたの？」

「最近は昼過ぎにはだいたい起きてるんだよ。人間時代から、早はや寝ね早起きがモットーなんだ。太陽にも慣れてきたから、もう少し昼型にシフトできないかなと思って」

　そう言うと梨玖は、ふぁあと欠伸あくびをした。

「どうしても日が出ている間は、調子でないけどねー。――ん、たか兄が帰ってくるまでには、まだ一、二時間あるのかな。細屋先輩にご飯奢ってくるって、連絡来てたし」

　笑顔がこちらを向く。

「コウタちゃん、何かお話があるみたいだね。私の部屋でお茶でもどうかな？　よかったら亜夜花ちゃんも一緒に」




　初めて入る梨玖の部屋。

　本ほん棚だな、勉強机、座ざ卓たく、ベッド――鏡台の類がないのは、無用の長物だからだろう。吸きゆう血けつ鬼きは鏡に映らない。端たん的てきに表現すれば、内装は極きわめてシンプルで調度品も必要最低限だ。もっとも、魔術書と薬品薬草の類がやたら多いことを覗けば、ボクの部屋も大差ないのだけど。

　小さな座卓（とはいえ、三人で囲める程度の大きさはある）の上に、ウルリカが持ってきてくれたアイスティー。

　ボクの隣となりには居い心ごこ地ち悪そうな顔で亜夜花が座すわっている。彼女はどうも梨玖に少し苦手意識があるようだ。ボクと同じく。

「珠たまちゃんのチーズケーキのお土産みやげがあるみたいだね。たか兄から連絡あった。もう少し待てばお茶ちや菓が子しができたんだけどねー」

「それ、私にもメールがありました」

　対たい抗こうするように亜夜花が言った。

　あまり長居したいわけでもない。グラスには手を付けず、ボクは早々に話を切り出すことにした。

「あのさ、ちょっと気に掛かかってたんだけど――野外教室の時、もしかして、梨玖は亜夜花と連絡取ってた？」

「どうしてそう思うの？」

　梨玖は笑顔のまま首を傾かしげた。

　否定はしなかったな。すなわちそれが答えということだろう。

「あのときの梨玖は、あまりにも――」

　ボクは一呼吸置いて続けた。

「あまりにも優ゆう秀しゆうすぎた」

「…………」

「野外教室には夕方からの合流で、事情については又また聞ぎきしただけ。なのに、いつのまにか状況を完全に把握していて、真相を完璧に言い当てた。なんでそんなことができるか不思議だったんだ。『人ならざるもの』に対する感知能力は、ボクとそんなに変わらないはずなのに」

「そりゃ独力じゃ無理だよ。うん、コウタちゃんの言うとおり、私は亜夜花ちゃんとメールで連絡取ってた」

　梨玖はあっさりと認めた。

　ようやく腑ふに落ちた。つまり、高位の神である亜夜花に状況を探さぐらせ、その結果を教えてもらうことで、何が起こっているのかを把握していたわけだ。それがあの理屈じゃ説明できないほどの洞どう察さつ力りよくの理由。

「お目付役というか、万が一の場合の対応係は別に居たみたいだから、放っておいてもそうそう大変なことにはならなかっただろうけど――たか兄は事件を解決したいと望んでいたし、私はたか兄の希望を叶かなえたかった」

　明るい声で話は続けられる。

「何人かの思おも惑わくが入り乱れてちょっと複雑なことになってたし、亜夜花ちゃんの力がなければ苦労しただろうね。私は全ぜん貌ぼうを正しく理解して、で、たか兄のオーダーが『子どもたちを怪け我がさせないこと』だったから、その優先順位に沿うように解決策を提案していったわけ。亜夜花ちゃん、『人ならざるもの』の気配を感知することに関しては桁けた違ちがいだからね。さすが神様だ。助かったよー」

　梨玖は笑った。

「……ああ、そうか、脱走した帆村たちに釘くぎを刺さして連つれ戻もどすところまで、梨玖の指示だったんだね」

「あの問題児君の鼻っ柱を折ってやれば、かなり状況が改善されると思ったから。亜夜花ちゃんとウルリカちゃんだったら簡単だっただろうしね」

「結界の範囲外だってのは知ってたよね？　彼らに記憶を残すことのリスクは考えなかったの？」

「むしろ好都合だと思ったよ。恐怖の思い出がしっかり心に根付いていれば、帰り道にまた暴れるような余裕は間違いなく持てないだろうから」

「……そのあとは？　もし彼らの口から漏もれて、騒ぎになったら？」

「脱走した素そ行こうの悪い少年たち、しかも夜で暗い山中。誰かに喋しやべったとしても虚言、もしくは集団幻覚と思われる範囲じゃないかな？　私は、たか兄のため、あの野外教室を無事終わらせることを最重要にしてたから、あとのことの優先順位は割と低いんだけど。まあ、問題が起こればてとらさんあたりが対処すると思うよ」

　梨玖は微笑を崩さない。ボクは何となく背筋に薄ら寒いものを覚える。

「『協力すれば、ついてきてることをたか兄に内ない緒しよにしてあげるよ』と言われれば、従う以外の選択肢はありませんからね」

　亜夜花がむすっとした顔で言った。

「つまり……脅きよう迫はくしたの？」

　俺が問うと、梨玖は心外だというように首を振ふった。

「違うよう。人聞きの悪い。脅迫じゃなくて、お礼代わり」

「お礼？」

「だって、亜夜花ちゃん、事情がどうあれ、たか兄のためだったら無条件で協力してくれるでしょ？　そこにささやかな報ほう酬しゆうをプラスしただけ」

　詭き弁べんっぽい。そう思ったが、非難したところでにこやかな笑顔に傷一つ付けられず跳はね返かえされるだけというのが見えていたので、おとなしく黙だまっておくことにする。

「協力すること自体は別に構いません」

　代わりに亜夜花が口を開いた。

「私があなたに訊きたいのは二つ。どこで私のメールアドレスを知ったのか？　そして、どうやって私があの場にいることに気付いたのか？」

「後者に関してはボクも聞きたいな。ボクはまったくわからなかったから」

「ああ、一昨日から何か言いたそうにしてるなと思ったら、そのことだったのね。――えっと一つめ、たか兄がちらっと見せてくれたときアドレス覚えた。二つめ、気付いたわけじゃないよ。鎌かまかけただけ」

「鎌……？」

「出で掛かける前のたか兄とのやりとり、そして亜夜花ちゃんの性格、以上から判断して、来ていてもおかしくなかったから。まず万ま那なさんにメールして、あらかじめ部屋にいないことを確認。その後『全すべてお見通しだぞ』的メールを送った。寮にいないならこっちに来てる可能性は高いからね。当たってたら儲もうけもの。外れても、別にデメリットは無い」

「…………」

　ぐ、と亜夜花は言葉に詰まった。かわりに俺が口を開く。

「それって、その、何というか……狡ずるくない？」

「狡い？」

　ボクの問いに一瞬きょとんとした後、梨玖はぽんと手を打った。

「あ、もしかして、全部自分の手て柄がらにして一人だけ好感度を稼かせいだみたいな？　ちがうちがう。あの場では私が情報伝達係兼けんアドバイス役に適任だったってだけの話。だって、亜夜花ちゃんは来てることたか兄に知られたくないし、コウタちゃんは携帯持ってなかったでしょ？」

「それは、その、そうですけど――」

　亜夜花は反はん撃げきの糸口を探すように間を置き、再び口を開いた。

「この機を利用して天人さんに評価されたいという気持ちが、わずかでもなかったと断言できますか？」

「できるよ」

　当たり前のように梨玖は言う。

「どうして？　あなたの果たした役割を、仮に私が果たしていたとしても何も感じることはないのですか？」

「感じること、感じること……」

　少し首を傾げ、そして梨玖は笑った。

「んー、『嬉うれしい』かな？」

「嬉しい？」

「結果的にたか兄の望みや願いが叶うなら、誰がどんな役目を果たしたかなんて、些さ細さいなことでしょ？」

「で、ではなく、天人さんの傍かたわらに、自分以外の誰かが居ることについて――」

「自分以外の？」

　梨玖は不思議そうに眉まゆを寄せ、そしてああ、と肯いた。

「そっかそっか、おかしいと思ったらそこが食い違ってるんだ。――あのね、それって当たり前のことなんだよ」

　当たり前――とはどういう意味だろう。ボクと亜夜花は困こん惑わくした顔を見合わせる。

「だってさ、たか兄だよ？」

　ぱあっと幸せそうな表情を浮うかべて、梨玖はその名前を口にする。

「優やさしくて格好良くて世界一素す敵てきな、あのたか兄なんだよ？　周囲に女の子が寄ってこない方が嘘じゃない。そう思わない？」

　ボクたち二人は気を呑のまれたように言葉を失った。

「優すぐれた人間の周りには多くの支持者が集まる。逆に言えば、どれだけ人に好かれるかが、その人の魅み力りよくや価値を証明することになると思うんだ。だから、私は無条件でたか兄の傍そばにいるし、いなきゃいけないの。でも、一人じゃダメ。もっともっと、どんどん人が集まらないとね」

　梨玖はボクたちを見る。

　視線に絡からめ取とられ、呼吸すらできなくなるような感覚。

「つまりね、亜夜花ちゃんもコウタちゃんも遠慮なんかする必要ないんだよ。どんどんたか兄のことを好きになってほしい」

　情熱に溢あふれたその表情には、一点の曇りもなかった。

「そう、もっともっともーっと夢中になってほしい。昼も夜もたか兄のことを考えてあげて欲しい。たか兄のためなら腕の一本や二本、ううん、心も命もすべて犠牲にして笑って死ねるくらいに愛してあげてほしい。私は既にそうしてるし、そういう子たちがたか兄の傍にいっぱい居てくれるなら、すごくすごく嬉しいよ」

　彼女に対して、ある種の隔かく意いとも呼べる感情が湧わき上あがるのをボクは感じた。

　――いや、正直に言ってしまおう。これはまごうかたなき恐怖、だ。

　明るくて機転が利いて、誰にでも友好的で、恋こいした相手に献けん身しん的てきで――客観的には非の打ち所のない女の子。なのに、ボクは怖こわい。

　梨玖のことが怖くて仕方ない。

「例えば――」

　亜夜花の方はまだ退いたりはしなかった。ぐっと梨玖を見み据すえ、切り込む。

「私が梨玖さんとその他ほか全すべての人を排はい除じよして、天人さんを独どく占せんしたいと思っていたとしたら、あなたはどうするんですか？」

「んー、それは私に訊いても仕方ないんじゃないかな？　亜夜花ちゃんに独占されてもいいかどうか決めるのはたか兄なんだから」

　亜夜花の直情的な物言いをいなすように柔やわらかく微笑ほほえんで、梨玖は続ける。

「私自身に関して言えばね、たか兄を独占する気はないんだ。というか、前にやろうとして、こっぴどく失敗したからねー」

　梨玖が吸血鬼に転化した理由がまさにそれだった。絶望の深しん淵えんに居た彼女は人であることを捨て、ただ天人を自分のものにしようとしたのだ。

　結果的にその試みは上手く行かなかった。ある種の救いを得たとはいえ、彼女は天人を手に入れられず、人として生きる資格も失った。

「バカなことをしたと思ってる。代だい償しようは色々大きくてね。例えば――」

　梨玖は可愛かわいらしく両手でグラスを持ち、アイスティーを口に運んだ。

　そして言った。

「――味がまったくわからなくなった」

　ことんと音を立てて、グラスが卓たくに置かれる。

「正確には、味の差異が感じ取れるだけで、それを美お味いしいと思うことができなくなった。実は私ね、たか兄の料理も珠ちゃんのケーキも、もうまったく味わえないんだ。人間だったら美味しく感じるんだろうなあって感想を持つくらいでね。――あ、これ内緒にしといてね」

　悪いた戯ずらっぽく笑う。

「まあ、これは一例。たか兄さえ居ればいい。他の誰かが、あるいは何かがどうなっても知ったことじゃない。そんな風に考えたことで、失ってしまったものがたくさんある。だから、取り戻したり、直したり、償つぐなったり、そういうことを私は今、少しずつやっているんだね。――えっと、私のことはもういいや。脱だつ線せんしすぎた」

　ごめんね、と梨玖。

　ボクたちは口を挟むことすらできず、ただ言葉の続きを待つ。

「話を戻すねー。独占されることを良しとするかどうかはたか兄が決めることだよね。私はたか兄の行動、意志、決定全てを肯こう定ていするだけ。一方で、自分も通った道だから、独占したくなる気持ちもわかるんだ。あんなに素す晴ばらしい人なんだし。でも、でもね――」

　梨玖は穏おだやかに言う。

「自分にそれができると思うの？　臆おく病びような亜夜花ちゃん」

「…………」

　はっきりと亜夜花が動どう揺ようしたのがわかった。

　しかし、崩れる一歩手前で辛かろうじて踏ふみとどまり、梨玖の視線を受け止める。

　必死の抵てい抗こうに対して、梨玖はただ微笑みを浮かべた。

　これ以上ないくらいに慈じ愛あいに満みち溢あふれた微笑みを。

「失うことを恐れて狭せまい世界にひきこもってる子がそれを言っても――まったく怖いと思わないなあ、私は」







あとがき







　お久しぶりです、すえばしです。「ひきこもりの彼女は神なのです。」の４巻をお届けいたします。今回はあとがき２ページなんでサクサク行きましょう。

　これを書いているのは、肌寒い一二月の初旬。ここ二週間くらい、半袖でも外出できるくらい暑かったり、ダウンジャケットを着ないと動けないくらい寒かったり、気温がジェットコースターのごとく荒ぶっていたわけですが、ようやく冬に向けて低め安定となってきたようです。

　私の住んでいる滋賀北部というのは気候が北陸日本海側に近く、冬はもう情け容赦なく雪が降り寒風が吹きすさぶので、暖房器具必須となっております（ってか、無いと死ぬ）。で、先日気温がぐぐっと下がった折に、今冬初めてエアコンの暖房スイッチを入れてみたんですが――これがどうも調子悪い。ピッ、うおーん、うぃんうぃんうぃん……うぃ……ん……う……ぃ……ん…………ぷしゅー――ってな感じで止まりやがるわけですよ。

『さあ！　仕事仕事！　喜んでやります！　……んー、でも……ちょっと、なんか……めんどくさく、なってきたな……あー……やっぱ……やめやめ……今日は、もう…………店じまいして…………寝るぅ………………ｚｚｚｚｚ』

　擬人化するとこんな感じ。（書いてて妙に腹立つな。なにこの溢れ出るどっかで見た感――って、原稿書こうとＰＣに向かったときの私だこれ。あれか、持ち主に似たのか？）

　で、まあ、修理を考えたわけですが、締切り明けの自室は足の踏み場も無い――を通り越して、床に物が積み上がりどこをどう踏めば壊れ物を破壊せず移動できるのか私以外誰も把握してないという状態。これを片付けて電気屋さんを呼ぶとなると、何週間、いや何か月かかるか…………ぶっちゃけ、めんどい（ぼそ）。

　――うん、今年の冬は厳しい戦いになりそうです。もし、５巻が出なければ、大自然の猛威へと果敢に立ち向かった挙げ句、力尽きたものとお考え下さい。




　さて、今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　担当の前田様、イラストのみえはる様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。

　ではまた、次巻にて。

二〇一一年一二月　すえばし けん
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん先生／みえはる先生
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